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・固有名の使用については、研究対象地である延辺朝鮮族自治州の名称を使う。	
・調査地の名称については、民俗村の名称はそれぞれ、紅旗民俗村、金達萊民俗村、百
年部落で、これらの民俗村が位置する村の名称はそれぞれ、紅旗村、金達萊村、白龍
村とする。	
・本研究における「伝統村」は、伝統集落、伝統村落、古村落の通称である。	
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序論 
	
	 本論文は、中国延辺朝鮮族自治州の民俗村で行なっている観光活動の考察から、文化的
観光デザインの要素とその社会的意義,これからのあり方について明らかにすることを目
的とする。研究は、歴史的、社会的、経済的、民俗学的観点から、デザイン活動の役
割について探求する。	
	 移住民族である朝鮮族は、朝鮮半島の咸鏡北道・平安道出身が多いため、彼（彼
女）らの生活文化は、現在の北朝鮮北部の伝統的文化を礎としている。改革開放後、
中国社会の現代文化と韓国社会の韓流文化の影響を受けていながら、独自の文化を
形成・伝承してきた。しかし、近年、朝鮮族伝統村において、朝鮮族の離村現象が
深刻で、朝鮮族文化の継承が懸念されている。中国では、1990 年代の少数民族文化
への保護政策、2000 年代の観光産業への、2010 年からは地域の文化を観光産業とす
る「全域観光」[注 1]を推進する動きがある。そして、延辺では、少数民族の一員
である朝鮮族の文化を観光資源とし、「村の振興」を図ろうとする動きがある。本研
究は延辺における 3 つの民俗村を調査対象としている。その運営主体は、それぞれ
企業運営、企業と村委員会（政府）の運営、村民運営であり、そこで行っている観
光活動の特徴をまとめた。その結果、「文化的観光デザイン」という概念（キーワー
ド）を定義することができた。その要素を「伝統文化」、「民俗芸能」、「商業型観光
活動」、「村民の参画」４つにまとめ、それぞれの観光活動について考察を行った。
特に、村民が主体となっている民俗村の特徴を村民のインタビューと観光客を対象
とするアンケート調査から「内発的発展」が期待できる。	
	
	 第 1 章では、研究テーマの設定に至った背景と経緯について述べている。朝鮮族
は 1990 年代後半から人口がマイナス成長、特に、農村地域における「離村離土」現
象が深刻で空洞化進み、朝鮮族の固有の文化が残っている村落の消失が懸念されて
いる。伝統村の活性化（経済的発展）と朝鮮族伝統文化の伝承（文化的発展）を目
的とする民俗村の開発が社会的諸多の問題を解決する方策として注目された。民俗
村は観光産業の推進場として、地域に一定な経済効果を与え、離村した村民が U タ
ーン、観光産業に取り組む事例もある。民俗村の運営はさまざまな形式があり、村
に収益をもたらしたケースもあるが、よそ者による開発から伝統性とかけ離れた従
来型観光開発型も見られる。本研究では、朝鮮族の伝統村にサステイナブルな発展
を図ることを実現するための「文化的観光デザイン」の推進が有効であるという考
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え方をしている。	
	 研究の目的を達成するために、「移住史から見る朝鮮族の共同体意識」、「民俗村に
おける文化的観光デザインの考察」、「民俗村における伝統文化と民俗文化の資源
化」、「村民主体とする民俗村に対する観光客の印象評価」、４つの研究課題を設定し
た。また研究方法の手順を、フロー図で示した。	
 本研究のキーワードついて、その意味と⽤語の概念を定義している。「伝統村」に
ついては、「新中国成立前に形成され、村民の多くが朝鮮族を中心としている伝統性をもつ
生活区としての村」のこと。「民俗村」については、「民族固有の風習と生活文化を保持して
いる伝統村において、伝統と民俗に関する文化をめぐる観光事業が推進されている観光地」
のこと。本研究における「文化」は、「伝統文化」と「民俗文化」のことである。伝統文化
は、「長い歴史を通じて伝えてきた地域社会の固有の風習が今日も社会成員に共有・習得す
る生活形態」、民俗文化は、「民俗芸能のイベント化の視点から観光資源としての役割を果た
す」ことと定義した。「観光デザイン」に関しては「民俗村における観光活動は、主に民俗
芸能を中心として行われ、イベントを企画・参与する運営主体の活動をデザインする」こと。
「文化的観光デザイン」については、「地域の文化（伝統文化・民俗文化）をイベント（民
俗芸能）化し、観光を目的とする人々に運営主体が行う観光活動を具現化するデザイン」の
ことと定義している。	
	
	 第２章では、１つ目の研究課題である「移住史から見る朝鮮族の共同体意識」に
ついて、主に文献調査を通して論考している。	
	 民俗村の形成はその民俗村が属している伝統村の共同体意識と関連性が高いこ
とがわかった。そのため、伝統村の形成経緯の考察が重要であると考えられる。朝
鮮族が現在の延辺に移住してきた社会的背景から移住の時期を３つに分類し、移住
特徴と移住民の共同体意識の特徴をまとめた。移住初期（1880〜1910 年）は、自発
型移住時期で、この時期に形成された伝統村の共同性は比較的高い。移住中期（1910
〜1930 年）は、半強制型移住時期で、この時期に形成された伝統村の共同性は比較
的低い。移住後期（1930〜1949 年）は、管理型移住で、この時期に形成された伝統
村の共同性は移住中期と比較して低いことと思われる。本章では、それぞれの時期
に形成された伝統村の衰弱と民俗村の形成の経緯について考察する。	
	 第３章では、2 つ目の研究課題である「民俗村における文化的観光デザインの考
察」について、現地におけるフィールド調査を行い、運営現状について考察を行っ
た。	
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	 本研究の調査対象は、延辺の民俗村である。それぞれ、移住初期に形成された伝
統村である図們市白龍村の百年部落、移住中期に形成された伝統村である紅旗村の
紅旗民俗村、移住後期に形成された伝統村である明岩村（現金達萊村）の金達萊民
俗村を選定した。伝統村の形成は中朝国境と近い地域から内陸部に近づく地域にな
るが、民俗村の形成順番は長白山観光区域（有名観光区域）と近い順番になる。そ
れぞれ、紅旗民俗村（2004 年）、金達萊民俗村（2006 年）、百年部落（2009 年）で
ある。民俗村におけるフィールド調査から文化的観光デザインの形成要素を明らか
にし、その特徴と現状についてまとめた。	
	 紅旗民俗村は、2004 年企業により形成された。当時の村長が 2004〜2020 年まで
の民俗村の経営権を江蘇省の旅行会社を経営する企業家に売却した。商業観光が行
われたのは 2006 で、当時は地域の名物である高麗人参、キクラゲ、松茸など、長白
山山地で養殖されている貴重な食材や漢方薬剤を販売し、収益を得た。2005 年から
長白山観光開発が注目され、長白山と一番近い場所に位置する朝鮮族の伝統村であ
ることから伝統食の提供などをしていた。民俗芸能を中心とするイベントは主に伝
統行事の時に行われ、観光客向けではなく、地域住民たちの娯楽と交流の目的とし
て行われた。2010 年の洪水災害により、被害を受けた施設は市政府の支援を得て新
築した。現地調査から、紅旗民俗村は、一般客を対象にしていなく、主に長白山観
光のツアーの団体客を対象にしていて、民俗芸能は昼と夜（30 分程度の公演）しか
行っていなく、食事をしながら公演を鑑賞する形式である。企業に運営権があり、
外部からの一時定住者である職員が運営の中心となっていて、村民の参画は見られ
ない。商業性が高く、延辺からの観光客（地元客）は極めて少ない。	
金達萊民俗村は、2010 年の洪水災害（当時は明岩村）の復帰をきっかけに、周辺
の３つの村の合併により形成された行政村である。明岩村では、2006 年から毎年 4
月に文化観光祭を行っていた。当時は、村民が中心となりイベントを行っていたが、
2011 年からは、和龍市政府と企業の支援を得て文化観光祭が大々的に開催されるよ
うになった。文化観光祭では、村民はもちろん延辺の専門公演団や民間公演団を始
め小学生からの民俗芸能が鑑賞でき、大イベントになっている。イベントが終わる
と、観光客は少なく、長白山観光を目的としている観光客の食事処や休憩の場とな
っている。当民俗村は政府（村委員会）と企業による運営になっていて、観光産業
を中心とする新農村モデルとして政府から注目されている。	
百年部落は、2009 年に 15 年の韓国労務を終え、帰郷した村民の金京南氏の動き
により形成された。彼は、約 60 年か放置されていた移民初期(1880 年代)に建てら
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れた伝統家屋を修復し、周辺に伝統民宿、食事処、広場、東屋などを建設した。費
用は全額金氏の自費によるもので、建設の初期段階から村民らの参画によりつくら
れた。例えば、敷地の利用に関しても、空き家になっていた家の持主に金氏が直接
連絡を取り利用承諾を得た。営業開始の４月は、村民が一斉に百年部落の環境を整
えるなど、村民の参画が中心となっていた。民俗芸能に関しては、村民による洞簫
と長鼓の公演が日中行っていて、伝統食に関してはマッコリと伝統餅は無料で試食
できる。地域住民（延辺）との連携も頻繁で、延辺で行なわれている様々な伝統行
事を百年部落で開催するように努力している。例えば、小学生の詩文大会の開催、
青年シルム大会の開催、延辺大学美術学院と連携し伝統食品（キムチ、味噌）の開
発などがある。百年部落は、村民による自主運営の成功事例としてマスコミや政府
からの注目度も高く、政府からの支援得るようになり、民俗博物展覧館も立ち上げ
た。	
以上の３つの民俗村の形成と現状をフィールド調査し、それぞれの民俗村で行っ
ている活動を文化的観光デザインの４要素としてまとめた。それぞれ、「伝統文化」、
「民俗芸能」、「商業型観光活動」、「村民の参画」に分類、その特徴を比較した。	
	
第４章では、３つ目の研究課題である「民俗村における伝統文化と民俗芸能の資
源化」について論考した。	
	 調査地域の民族村現地調査から、伝統文化と民俗芸能の活動もまとめ、分析整理した。伝
統文化では伝統家屋、伝統食、朝鮮族服飾、伝統風俗に分類した。伝統家屋では、伝統式は
模倣式より活用性が高いことから、模倣式に伝統価値いかに付加させるかが課題である。伝
統食に関しては、経済面での利益を考え、高級食を中心に提供している印象を受ける。朝鮮
族服飾と伝統風俗に関しては説明が不足していた。民俗芸能では、「遊び」型と「歌舞」型
に分類した。民俗芸能はイベント式で、短期イベントが主流であるが簡易楽器を用いた長期
イベントもある。民俗村の初期は伝統文化と民俗芸能を中心とする活動が多かったが、現在
は商業型活動が多くなり、伝統文化と民俗芸能の単一化が大きな課題となっていた。 
	
	 第５章では、村民が運営主体となっている百年部落において 2016 年と 2017 年２
回実施した観光客を対象とするアンケート調査から、観光客の特徴と村民主体の民
俗村の印象評価をまとめた。	
	 結論では、論文全体の総括と民俗村が地域振興における役割について言及し、文
化的観光デザインのあり方について語る。	
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注記及び参考文献 
	
1. 全域観光とは、観光産業を中心とした地域発展。2016 年 12 月 26 日、中国国家
観光局は「第 13 次５カ年計画（十三五、2016-2020 年）観光業発展計画」を発
表した。観光業発展を推進する方針として、全域観光の実現を促進。（出典：中
国網、Japanese.CHINA.ORG.CN、中国が「十三五」観光業発計画を発表「全域観
光」の実現に注力へ、2016 年 12 月 27 日記事）	
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第１章 
研究の背景と目的 
 
本章では、研究テーマを設定するに⾄った背景と経緯について述べる。 
次に研究の⽬的を明確にするとともに、研究の⽅法とて⼿順を⽰す。 
そして、テーマにかかわる中⼼⽤語である「⽂化」と「観光」の意味や概念を規
定し、⽂化的観光デザインを定義する。 
 
 
 
1.1. 研究の背景 
1.2. 研究の対象 
1.3. 研究の目的と方法 
1.4. 用語の概念定義 
1.5. 先行研究と本研究の位置付け 
1.6. 第 1 章のまとめ 
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1.1. 研究の背景 
 
はじめに 
 
懐かしい未来 - 文化の破壊 
 
 ヒマラヤ地域に属しており、チベット族（藏族）の伝統居住地のラダック（Ladakh）
[注３]は、乏しい資源や厳しい気候、不便な交通から、開発と殖民地主義から避け
られることができた。何世紀ものあいだ、外界の影響をほとんど受けていなく、自
給自足的な生活が営まれている。20 世紀後半から、西欧化の発展により資本主義グ
ローバル化の波が吹き、急激な変化が行われた。1974 年、インド政府はこの地域を
観光目的に開放政策を実施した。道路と発電施設の建設を柱とするインフラ設備の
構築が行われ、多くのホテルやゲストハウスが建ち並んだ。観光開発がラダックに
「ひとつの⽂化破壊するたびに、数百年にわたって蓄積されてきた知識
が失われ、さまざまなエスニック・グループが⾃分たちのアイデンティテ
ィーを脅かされ、紛争や社会の崩壊がほとんど避けがたく起こってく
る。」（ヘレナ・ノーバーグ）[注 1] 
 
「伝統的な社会というのは、⼈と⾃然の交流の中から⽣まれたものであ
り、その交流は⼆千年にわたる試⾏錯誤を経ってきたものである。そのあ
いだ、その⽂化⾃体も変化しつづけてきた。（中略） 
 古い⽂化は⼈間の基本的な要求に応える⼀⽅で、⾃然の限界も尊重し
た。それは⾃然にとっても⼈間にとってもうまく機能していた。（中略）   
 古い社会における⼈と⼈との結びつきや責任は重荷ではなく、かえっ
て⼈に⼤きな安⼼感を与える保証だった。（中略） 
 新しい⽂化は、放っておいたら取り返のつかないさまざまな結果を招
く環境問題を引き起こし、社会的には、共同体のはかいと⾃⼰のアイデン
ティティーの崩壊へと導こうとしている。」（ヘレナ・ノーバーグ）[注 2] 
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与えた影響は、物質的な生活を追求することによる独自文化の消失であり、より重
要なのは人びとの心に与えた「金銭主義」の変化である。	
1975 年、外国人学者として初期に同地域に入った、スウェーデン出身のヘレナ・
ノーバーグは、ラダックの変化について「ラダックの永遠の宝―自然に培われた人
間相互の理解と環境に対し、責任という感覚を維持し、それを新しい状況に適用す
るなら、ラダックの未来は楽観できるだろう」と話した。	
文化にはハードな面とソフトな面があり、衝突や紛争の要因ともなればまた国境
や地域を超えた異なる文化の交流から外界のことを知ることができる。近年、EU の
分裂、イスラム地域を中心とした紛争から多くの難民の移動などは大きな社会問題
になっている。社会を構成する要素の衝突には、都市と農村の均衡、男性と女性の
均衡、マスグループとエスニックグループの均衡、開発と自然の均衡を目指すサス
ティナブルな社会創りが必要となっている。その中、「第三世界」、「未開民族」にお
ける多くの問題は農村地域であり、特に伝統文化が濃厚な地域で行なっている。特
に、発展を名目にした観光開発は、地域に一定な経済発展をもたらしたが、地域固
有の生活文化が消失しつつある。	
	
農村創生について	
	
日本は GDP ランキング３位の発展国であり、中国は GDP ランキング２位の発展途
上国である。両国における 2050 年の人口構成の予想発表を比較すると、どちらも高
齢化社会による地域の空洞化が深刻であることが確認できた。日本国土交通省によ
ると、2050 年日本の高齢人口は 40%に近づき、居住地域の２割が無居住化し、６割
以上の地域で仁孝が半分以下に検証すると予想されている。2018 年 2 月、中国全国
老齢工作委員会[注４]の発表によると、2050 年、60 歳以上の高齢者は 4.87 億人に
達し、総人口の 34.9%を占める[注５]。これは、経済発展後に高齢化社会に入った
日本と違い、中国は経済発展途中に高齢か社会に突入し、都市と農村の格差が大き
いことから、社会構造的に健全な発展が厳しい部分がある。特に、農業大国である
中国は、農業従事者の急速な減少は「人・土地・村・文化」の空洞化が起こること
が予想できる。	
	 クリエイティブ経済モデルが経済発展のあり方に大きな影響を与え、創造都市理
論は存在感を増している。一方、農村には「安全な食糧」と「美しい景観」があり、
これらの資源は農産業と観光業という形で産業化できる。農産業は「つくる・耕作
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する」から「流通・売る」作業まで行い、食の安全や従来の流通コスト低減にもな
る。そして、自然が豊かではあるが交通面・生活面が不便で、都市への農産物を供
給する地として認識されてきた。発展国をはじめ、近年、多くの発展途上国でも高
齢者社会が進み、特に農村地域における高齢少子化が深刻である。2006 年 OECD が
発表した「The	New	Rural	Paradigm」で見られるように、農村は資源豊かな「可能
性のある新たな田舎」として期待されていて[注６]、アメリカ出身の投資家である
ジム・ロジャーズ（Jim	 Rogers）は 10 年前から「農村には未来がある」と言い、
2016 年日経ビジネスのインタビューでは「注目する国は統一した朝鮮半島であり、
特に、中国と北朝鮮の国境付近には、教育水準が高く、国土を解放して農家をたく
さん受け入れようとする動きがあるはず」[注７]と、中国延辺朝鮮族自治州（以下、
延辺）の可能性を明らかにしている。	
	 農村には自然景観を含む地域資源が裕福で、特に、伝統村には地域固有の「文化
資源」がある。本研究の調査地域である延辺の伝統村では、朝鮮族の伝統的文化を
体験できるエスニック・ツーリズムが注目でき、農産物の自産自消、農業文化の体
験、自然の鑑賞、民俗文化とのふれあいなどができる。このように、農村では、農
産物の生産だけでなく、農業を含む多方面での可能性を模索している。近年、日本
ではクリエイティブ・ツーリズムを目指し農村におけるアートプロジェクトが振興
している。「大地の芸術祭	 越後妻有アートトリエンナーレ」や「瀬戸内国際芸術祭	
ART	SETOUCHI」注目され、様々な小規模な芸術祭も各地で始まっている。これらの
アートプロジェクト開催地は、主に、農山村や海辺の美しい景観と悠久な歴史文化
を持つ過速地域である。これらの創造的活動は、創造的力で人を呼び込み結果的に
は地域の活性化に繋がっている。	
	 以上のように、農村は農産物を提供する場所だけではなく自然景観、文化資源、
創造の場所としても可能があり、これらは観光産業として地域の活性化を図ること
ができる。	
	
中国における伝統村落について 
 
	 中国における統治システムは、中央、省、市、県、郷、鎮、村といったレベルの
政権から成り立っている（図１）。農村基礎政権とは、郷、鎮、村といった農村地域
に直接向き合っている最末端の国家政権機構のことを指している[注８]（図２）。そ
のため、国の政策が上から下まで貫徹・実行するにあたり、非常に複雑な管理シス
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テムになっていることから、「上から下」とともに「下から上」の両方の動きが必要
である。ここでの「下から上」は、内発的発展のことであり、主に地域（村）の住
民（村民）が主体となり、何らかの改革・革新・創生をするか活動のことである。	
	 中国における「伝統村落」は、村落の形成が比較的に早く、固有な文化と自然資
源、歴史、科学、芸術、経済、社会価値を保有していて、中国の農耕文明が残され
た遺産であり、保護が必要な村落であると定義している[注９]。	
	
	
	
国務院中央人民政府 全国人民代表大会及びその常務委員会 
特別行政区
地方政府 
直轄市 自治区 省 
区県 区県市 自治州 
郷鎮 郷鎮 
県市 
区県市 
市 
郷鎮 
県市 
郷鎮 
街弁 
図１.中国地方国家機構[注 10] 
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2012 年 12 月 19 日、中華人民共和国住房と城郷建設部（都市と郷村の建設部門）、
中華人民共和国文化部、国家文物局、中華人民共和国財政部、中華人民共和国国土
資源部、中華人民共和国農業部、中華人民共和国国家観光局（中国語：旅游局）は
「伝統村落名録」を発表し、２年に一回（第一回から第三回までは一年に一回、第
四回から２年に一回）、全国の村落を対象に選定することにした。2012 年の第一回
では、全国 646 村が選ばれ、2013 年の第二回では、全国 915 村が選ばれ、2014 年の
第三回では、全国 994 村が選ばれ、延辺では、図們市月晴鎮白龍村と石岘鎮水南村
が含まれていて、2016 年の第四回では、全国 1598 村が選ばれ、延辺では、敦化市大
蒲柴河镇大蒲柴河村が含まれている。「伝統村落」の登録は、村の固有の文化を保全・継承
が注目され、2010 年代から中国における伝統的資源が重要視されるようになった。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
県政府 
郷・鎮政府 
村政府（伝統村・自然村・行政村） 
      村民大会 
      村民代表大会 
      村民委員会 
郷・鎮政府 
郷・鎮政府 
非制度的・インフォーマルな社会構造 
図２.中国農村社会の政治社会構造[注 11] 
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中国と日本の農村保護政策について 
 
	
	
	 表１は中国と日本の農村（伝統村）における保護政策に関する比較表である。中国は、行
政の保護政策も行っているが、主に観光産業を活性化する目的として様々な政策を行って
いる。2000 年代から歴史的に保存価値のある建築群が立地している農村を「中国歴史文化
名村」という名誉を与え、2014年まで全国 276 村が登録された。2010年代からは、伝統的
生活文化を持っている農村を「中国伝統村落」という名誉を与え、2016 年まで全国 4153村
が登録され、少数民族の固有の生活文化を保持している少数民族地域の農村を「中国少数民
族特色村寨」という名誉を与え、2017 年まで全国 1057 の少数民族農村が登録された。日本
は、行政保護の目的として保護地区に対する厳しい管理が行っていた。高度経済成長期を経
験した 1970年代から、建造物群に関して保護政策を行うようになり、特色のある地域は（現
在、日本には農村という概念が薄くなっており、ここでは中国の場合は農村と称し、日本の
場合は地域と称する）「日本重要伝統的建造物群保存地区」に指定され、2017 年まで全国
表１.中国と日本の農村（伝統村）における保護政策比較表 
名称 
中国歴史文化名村 
[注 12] 
中国伝統村落[注 13] 
中国少数民族 
特色村寨[注 14] 
日本重要伝統的 
建 造 物 群 保 存 地 区
[注 15] 
日本重要文化的 
景観[注 16] 
国家
機関 
建設部、文物局 建設部、文化部、文物
局、財政部、国土資源
部、農業部、観光局 
国 家 民 族 事 務 委 員
会、財政部 
文化庁 文化庁 
選定
基準 
歴史的価値のある建
築群遺産、古跡、地域
特色と民族文化 
農耕文明の遺産、伝
統的な生産、生活を
継承 
民族生活文化の特色
があり、伝統的居住
環境、観光産業 
建造物群が意匠的に
優秀、旧態保持、地域
的特色 
農耕に関する景観地
（放牧、森林、養殖、
水路、鉱山など） 
登録
時間
(数) 
2003 年(12 村)、 
2005 年(24 村)、 
2007 年(36 村)、 
2008 年(36 村)、 
2010 年(61 村)、 
2014 年(107 村)、 
合計 276 村 
2012 年(646 村)、 
2013 年(915 村)、 
2014 年(994 村)、 
2016 年(1598 村)、 
合計 4153 村 
2014 年(340 村)、 
2017 年(717 村)、 
合計 1057 村 
1976〜2017 年まで、
117 地区 
2006〜2017 年まで、
51 件 
延辺/ 
世界
遺産 
(1 村)2014 年白龍村
/2003 年福建土楼 
(3 村)2014 年白龍村
等 
(13 村)2014 年白龍
村、金逹莱村等、2017
紅旗村等 
1976 年白川郷  
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117 地区が登録された。2000年代からは、文化的景観の保護が重要視され全国 51 地域が「日
本重要文化的景観」に指定された。	
	 両国における相違点に関して、２つの面から分析できる。１つ目は、政策を実施・管理す
る機関である。中国は複数の機関が共同管理しているが、日本は文化庁が中心となってい
る。他方は、両国ともに文化継承と地域の発展を目的としているが、中国は、行政による保
護より観光産業の活性化が重要視されているが、日本は行政による保護政策が中心となっ
ている。（図３）	
	
	
 
 
 
 
 
 
1.2.  研究対象 
 
1.2.1.  研究対象―延辺朝鮮族自治州について 
 
中国の東北部に位置する延辺朝鮮族自治州（以下、延辺と称する）は、ロシア、北
朝鮮、日本海に接する東北アジアの重要な接点の地である（図４、５）。国境線
787.7km2の中、中朝国境線は 541.7	km2、中露国境線 246	km2である。面積は 43.474km2、
総人口数 214.6 万人の中、	朝鮮族の人口数は 77.8 万人で、全州総人口の 36.3%を
占め、全国朝鮮族総人口の 43%を占めている[注 17]。	
	 19 世紀末から新中国成立(1949 年)まで、自然災害や戦争により、約 100 万人の
朝鮮人が朝鮮半島の咸鏡北道・平安道から現在の延辺に移住してきた。当時、彼ら
は鴨綠江、豆滿江を渡って行き来しながら、生計を立て家族を養うために火田を掘
り起こし始めた。中国国内では、「闖関東」[注 18]による漢族を中心として民族移
動が行われ、延辺は朝鮮族、漢族、満族、モンゴル族などによる、複合的な多民族
社会が形成された。	
	
	
 中国 ー観光 > 		保護 
 日本 ー 行政保護 
文化継承 
図３.  中国と日本における文化継承の相違点の比較 
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	 1980 年代まで、少数民族の伝統的文化を否定する動きがあったが、延辺における
共同体の最小単位である「村」では人で賑わい、定期的に運動会やイベント公演な
どが頻繁に行なわれていた。水田農業を主業としていた朝鮮族は、コミュニティ共
同体が強く、家族、近所、村人同士の絆が深い民族性[注 19]である。	
	 1990 年代以降、国内による改革開放とグローバルゼーションの波による中韓国交
樹立は朝鮮族社会の急速な変化を迎えた。朝鮮族農民の大規模な離農現象、朝鮮族
農村の疲弊、若者たちの減少、民族教育の縮小、農村男性の結婚難、労働力の流失、
人口減少などの現象は朝鮮族村落が消失危機に直面し、現在の延辺朝鮮族社会の規
範を揺るがすほどの深刻な問題として台頭している。	
	 近年、国内においてエスニック・ツーリズム、エコ・ツーリズムの関心が高まっ
ているなか、中国式エコ・ツーリズムとする「農家楽」は全国的に広まった。農家
楽とは、都会から近隣の農家に行き農村景観や自然環境、農業生産活動、地域文化
など観光資源とするものである。地元料理を食べ、自然景観を楽しむことを目的と
した家族連れや団体客が多い。	
	 延辺では、2000 年代後半から、民族の文化を観光資源とする「民俗村」が振興し
た。民俗村では、朝鮮族の伝統文化や民俗文化を体験することができ、自然景観を
楽しむことができる。そのため、地元住民（延辺）や他地方（延辺以外）の観光客
が多く訪れている。筆者が、観光客として初めて図們市白龍村の「百年部落」に訪
れた時、130 年前に建てられた伝統家屋を見て、感動したことは今も覚えている。
「知られていない土地であれば、そこから世界が見える」（ケサル伝説）[注 20]、
図５.延辺朝鮮族自治州 
出典：Google map（2017.11.1）、編集：筆者 
図４.中国地図  
出典：Google map（2017.11.1） 
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自分たちがつくりあげた土地を離れている朝鮮族が多い中、延辺の辺境地伝統村に
は民族のアイディンティティの伝承を再確認できる重要な場所である。	
 
1.2.2.  調査対象―民俗村について 
 
 
	
図６.延辺における民俗村  
●：2000 年代に形成された民俗村、本研究の調査対象 
■：2015 年以降に形成された民俗村 
出典：Google map(2017.10.10)、編集：筆者 
 
●紅旗民俗村 
●金達萊民俗村 
●百年部落 
■ 
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調査対象地は延辺朝鮮族自治州の伝統村における民俗村である。	
	 民俗村の形成順に、紅旗民俗村（2003 年形成）、金達萊民俗村（2006 年形成）、百
年部落（2009 年形成）とする。延辺における 14個の民俗村（図６）のなかでも、この３
つの民俗村を選定した理由としては、(１)歴史的に朝鮮族の定着地が、移住初期は国境地域
と近い場所であったものの、移住が進むにつれて内陸へと拡張していることから、移住時期
別の民俗村を取り上げる、(２)村の 90%以上が朝鮮族である典型的な朝鮮族伝統村であるこ
と（戸籍上、一時な的定住者は含まれない）、(３)	民俗村の形成・運営時期がほぼ同じであ
ること、(４)村の空洞化が懸念されていること	(朝鮮族の離村現象)、(５)政府やマスコミ
から最も注目されている民俗村であること、が挙げられる。	
 
（１） 安図県紅旗村・紅旗民俗村の概要	
 
	 紅旗民俗村は、長白山観光地ともっとも近い場所に位置する伝統村である。2002 から、
外部の観光会社に民俗村の運営権を売却し、契約は 2022 年までになっている。2010 年、大
雨による洪水氾濫は、紅旗村に莫大な被害を与えた。安図県政府は「紅旗村観光発展企画」
により復元工事を行う同時に、観光会社の投資もあり、被害が大きかった民族公演場、旅館、
街路灯、公衆トイレなどは新しく建設し、被害が比較的少なかった観光客サポートセンタ
ー、農村文化館、民俗体育娯楽場などの施設は修復工事を行った。民俗村の再開後、観光客
は主に東北三省からの一泊二日長白山ツアー客を対象にしている。	
	 2008 年には、国家観光協会の「国家級３A 景区」[注 21]、国家環境保護部の「国家級生
態村」[注 22]に選ばれ、2009、2013 年には中央文明办の「国家文明村」に選定された。	
 
（２） 和龍市金達萊村・金達萊民俗村の概要 
	 	
	 金達萊村の前身である明岩村[注 23]には昔から金達萊花[注 24]が有名で、2006 年から文
化観光祭が開かれるようになった。合併後の金達萊村は、長白山観光ルートの沿線に位置し
ているため、観光客を呼び込むには好条件を備えている。2009 年には「少数民族特色のあ
るモデル村」に選定された。2010 年、洪水災害の復旧と民俗村建設の支援として国から補
助金 3000 万元を得た[注 25]。村長のインタビューから 2015 年、習近平主席が和龍市を視
察したことで、政府と企業から莫大の支援を得て民俗村の発展か加速したという。まだ、当
村は新農村モデル村であるため、政府の関与度が高く、政府主導による形式的なイベントが
多い。特に、注目できるのは毎年４月末から一週間程度行われている金達萊文化観光祭で
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は、花を鑑賞しながら様々な民俗芸能が鑑賞できる。	
	 2013 年には、国家農業部主催の「全国魅力村」[注 26]に選定、2014 年に国家民委の「全
国少数民族特色村」、中央文明办の「国家文明村」[注 27]に選定された。	
 
（３） 図們市白龍村・百年部落の概要 
 
	 2005 年、10年間の出稼ぎから帰郷した金氏は、自費で村の崩れ直前の伝統家屋を修復し、
歴史的文化遺産を中心とした民俗村の建設を行う。伝統家屋の周辺あたりには多数の廃墟
があったが、村民の同意を得て敷地を使用することになった。金氏は、百年部落の敷地内に、
伝統家屋を始めとする展覧館、公演や、伝統食を堪能できる場や宿泊施設を増設し、昔の村
の様子を再現した。2010 年９月、百年部落は観光客に開放され、営業期間は４月から 10月
まである。金氏によると、名節の時は毎日 500 人以上の来客があり、国内の観光客のみなら
ず、海外からの観光客もいるという。国内唯一の朝鮮族移住初期に建てられた伝統家屋が注
目され、マスコミでも多く報道[注 28]された。	
	 	 2014 年には、国家民俗委員会の「第一回中国少数民族特色村」[注 29]に選定され、政
府からの補助金も得るようになった。2015年には、伝統村落保護発展委員会が主催した「第
三回中国伝統村」[注 30]に選定され、図們市の観光局の認定を得て歴史文化遺産の観光地
として入場料を収集が認められた。2016 年 12月には、国家級 3A 景区に選定された。	
 
 
 
1.3. 研究の目的と方法 
 
「1.1.研究の背景」と「1.2.研究対象」で示した問題提起をもとに、研究の目的と
方法を明らかにする。	
	
1.3.1. 研究の目的 
	
	 本研究の目的は、中国延辺朝鮮族自治州の民俗村で行なっている観光活動の考察から、
文化的観光デザインの要素とその社会的意義,これからのあり方について明らかにするこ
とである。	
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課題１：移住史から見る朝鮮族の共同体意識に関する研究 
	 地域創生は、地域住民の参画がもっとも重要な役割を果たしていることは、先行
研究からも多く語られている。本研究における地域は、固有の文化を保持している
伝統村とし、伝統村の形成と変遷の主体は村民である。調査対象は移住民族である
中国延辺朝鮮族自治州の朝鮮族で、ここでは、朝鮮族の移住経緯、移住先の国（中
国）での生活基盤づくり、どのように独自の文化を伝承してきたのかについて考察
を行う。村民の共同体意識が伝統村と民俗村の形成の重要な部分であるという視点
で、伝統村における朝鮮族の生活形態の変遷を考究する。	
 
課題２：民俗村における文化的観光デザインの考察に関する研究 
	 1960 年代、先進国から発足したマス・ツーリズム（mass	tourism）は、ホストに
対するゲストが優位な立場になっている。さらに、観光システムでホストとゲスト
の関係を仲介するブローカー（観光産業の企業や政府・関連行政機関など）も、観
光産業の需要を喚起するために、ゲストの要求に対応しがちになる。マス・ツーリ
ズムは、二分化した社会構造において、様々な社会問題を生むことになる。その反
省から、エスニック・ツーリズム（ethnic	tourism）が注目されるようになり、ホ
ストの立場を中心に考える動きが進行した。	
	 文化的観光デザインは、ホストも自らの文化を観光活動によって再認識・再確認
する過程から、ホストとゲストの交流は、ポスト社会の新たな文化を創出する可能
性をもつことになる。	
	 本研究に調査対象地域である延辺は、国境地域に位置し、民俗文化が濃厚である
ことからエスニック・ツーリズムが活発である。1990 年代末頃、延辺・安図県の長
白山観光区域は、観光開発の重点地域に指定され、その観光ルートに位置する伝統
村における民俗村の開発が行われた。その後、多数の民俗村が形成され、運営主体
は主に、村委員会（政府）と企業の共同運営と村民による運営に分けられる。前者
は、従来の商業活動が中心に据えるものであり、後者は、村民による個人運営にな
るが、一定の資産を持っている村民の間では、自らの力で民俗村を創り、民俗文化
の継承と経済効果を期待するようになる。	
	 ここでは、３つの民俗村をフィールド調査し、その変遷と現状の比較調査を行い、
そこで行っている文化的観光デザインがどのように構築されてきたのかを明らか
にすることを目的としている。	
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課題３：伝統文化と民俗文化の資源化に関する研究 
 本論文での文化は、主に伝統文化と民俗文化のことを言い、これらの文化が資源
としてどのように扱われているのかを考察する。地球環境のサスティナビリティが
注目されている中、エコなライフスタイルが関心を与えている。そこで、科学技術
は進歩しているな、生活様態は過去に戻ろうとする傾向か生活の中でも感じられる
だろう。例えば、エコバッグの使用、建築には環境に優しい木材を使用、ゴミを最
小限にする多数のプロダクトなどがある。そして、観光スタイルにも多様な形態が
見られるようなった。その中でも、伝統文化と民俗文化を資源とする観光に注目し
たい。文化資源学会の「設立趣意書」（2002 年 6 月 12 日採択）によると、文化資源
とは、「ある時代の社会と文化を知るための手がかりとなる貴重な資料の総体であ
り、これを私たちは文化資料体と呼びます。文化資料体には、博物館や資料庫に収
めきれない建物や都市の景観、あるいは伝統的な芸能や祭礼など、有形無形のもの
が含まれています」と定義された。文化経済学、文化政策学の第一人者である David	
Throsby（デイヴィッド・スロスビー）は、2001 年に出版した“Economics	and	Culture”
[注 31]で、文化資本、文化的価値という概念は、文化と経済の複合的な関係を考察
する基礎となっている。著書では、文化資本は文化的価値と経済的価値を生み出す
ことから、普通の資本とは違っていること、文化的価値は経済的価値を生み出すも
のであることなどが示されている。民俗村での文化は観光資本として消費されてい
るが、その伝統文化と民俗村が資源としてどのような役割を果たしているのかを探
ることにする。	
 
課題４：村民主体とする民俗村の運営に関する研究 
	 本研究では、延辺の３つの民俗村の考察を行っている。それぞれ、安図県の紅旗
村「紅旗民俗村」、和龍市の金達萊村「金逹莱民俗村」、図們市の白龍村「百年部落」
である。紅旗村は企業による運営で、金達萊村は政府（村委員会）と企業による共
同運営で、百年部落は村民による自主運営である。百年部落は村を離れた村民が U
ターンし、村の資源を利用し民俗村を形成した事例であり、村の村民の参与も積極
的で、村に活性化をもたらしたと見られる。そこで、村民が主体とする民俗村の可
能性とその特徴と変遷を考察する。	
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1.3.2. 研究の方法と手順 
	
研究の方法 
	 	
	 本論文は、少数民族地域に固有の文化を資源化するものである。	
	 第１章では、延辺の民俗村において文化を観光資源とすることに焦点をあて、本
研究を始める動機となって背景や問題意識ついて率直に記述する。	
	 第２章では、文献調査から、朝鮮族の移住史と移住背景を考察し、村の形成から
朝鮮族の共同体意識の特徴を探り、伝統村から民俗村に変遷する過程を明らかにす
る。	
	 第３章では、現地におけるフィールド調査から、紅旗村、金達萊村、百年部落に
おける文化的観光デザインの構築を考察し、その特徴を比較する。	
	 第４章では、文献調査と現地観察から、民俗村における伝統文化と民俗文化の資
源化の現状とその特徴を考察する。	
	 第５章では、村民を主体とし運営している百年部落の成功要因を探るため、村民
の属性とインタビュー、観光客を対象としたアンケート調査を行い、データをまと
め分析した。	
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研究の手順 
前述の研究方法の手順を、以下にフロー図で示す。	
		
 
文化の資源化 
 
・伝統文化の資源化 
・民俗芸能の資源化 
村民主体の民俗村に対する観光客の印象評価 
 
・観光客の特徴 
・民俗村に対する印象評価 
 
研究の背景 ・問題意識と課題の提起 
      ・研究対象と調査対象 
 
研究の目的 ・移住史から見る朝鮮族の共同体意識に関する研究 
     ・民俗村における文化的観光デザインに関する研究 
     ・伝統文化と民俗文化の資源化に関する研究 
     ・村民主体とする民俗村の運営に関する研究 
 
用語の定義・「伝統村」、「民俗村」、「文化（伝統文化、民俗文化）」  
      「観光デザイン」、「文化的観光デザイン」 
朝鮮族の移住史 ・移住初期：1860〜1910 年  
        ・移住中期：1910〜1930 年 
        ・移住後期：1930〜1949 年 
 
朝鮮族の共同体意識の変遷 
伝統村の危機から民俗村発展までの変遷 
 
民俗村の考察：方法と手順 
・安図県紅旗村「紅旗民俗村」 
・和龍市金達萊村「金達萊民俗村」 
・図們市白龍村「百年部落」 
 
文化的観光デザインの要素 
結論 
文献調査 
考察 
文献調査 
文献調査 
考察 
フィールド
ワーク 
考察 
フィールド 
フィールド 
考察 
<第１章＞ 
<第２章＞ 
<第３章＞ 
<第４章＞ 
<第５章＞ 
考察 
考察 
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1.4. 用語の概念定義 
 
 本論文はにおいて用いる重要なキーワードである「伝統村」「民俗村」「文化（伝
統文化と民俗文化）」「観光デザイン」「文化的観光デザイン」について、用語の概念
規定をおこなう。	
	
1.4.1. 「伝統村」と「民俗村」について 
	
	 辞書（広辞苑、第五版）による伝統とは「ある民族や社会・団体が長い歴史を通じて培い、
伝えて来た信仰・風習・制度・思想・学問・芸術など」としている。本研究における伝統村
とは、新中国成立前形成され、村民の多くが朝鮮族を中心としている伝統性をもつ生活区と
しての村のこととする。自然村との違いは、移住時期により自発型移住、管理型移住、強制
型移住であった為、必ずしも自然に形成されている村落共同体とは言えない。	
	 本研究における民俗村とは、民族固有の風習と生活文化を保持している伝統村において、
民俗文化をめぐる観光事業が推進されている観光地のこととする。	
	
1.4.2. 「文化（伝統文化と民俗文化）」について 
	
本研究における文化の定義 
	
	 社会学者は、「生活様式としての、広義の社会的規範としての文化を考慮し」、文化人類学
者は、「自らの文化とは異質の構造と機能をもつ文化に直面して」考察している[注 32]。	
	 社会学的な立場から文化をイメージする場合、ドイツ社会で形成された古典哲学、ロマン
主義の影響を受けたものと、英米の人類学、仏の社会学のなかで形成された考え方がある。
前者においては、文化とは、社会の中で生まれ、社会に内在し、社会を超越し制約し、社会
に対して相対的に独立した存在および機能をいう。具体的には、宗教・哲学・科学・芸術・
理想・理念から析出される観念の諸形態を含むとし、後者では、文化とは、社会の構成員が
後天的に獲得するもののすべて、つまり信仰、昨日、芸術、道徳、法律、習慣、慣習、習俗
と、それにともなう能力等々がつくる総合的な全体を含むとする[注 33]。	
	 文化人類学の分野においては、文化という言葉は、生活様式の総称として用いられる[注
33]ことが多い。文化人類学の父と称されるイギリス人のEdword	Burnett	Tylor（エドワー
ド・バーネット・タイラー）[注34]の定義は「文化」の最も古典的な定義で、「文化または
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文明とは、知識、信仰、芸術、道徳、法律、慣習その他、人が社会の成員として獲得したあ
らゆる能力や習慣の複合的総体」[注35]と述べている。アメリカ人類学者のRobert	 Henry	
Lowie(ローウィ)[注36]も「文化」とは、「個人がその社会から修得するものの総和、個人自
らの創意的活動によってではなくして、有形・無形の教育によって伝承された過去からの遺
産として得るところの信仰、慣習、芸術、規範、食習慣および技芸を意味する」と定義して
いる。	
	 広辞苑（第五版）での文化とは、「世の中が開けて生活が便利になること、文明開化	
(culture)人間が自然に手を加えて形成してきた物心両面の成果。（以下省略）」	[注 37]	と
記載されている。宮崎ら（1987）による学術上の文化とは、「人間が社会から学習し、それ	
を伝えていくところの生活の仕方の全体、ならびに、その生活の仕方を生み出すところの生
活の知恵である。また、文化とは、社会成員によって共有され、一つの全的組織体を形成し
ているものである」[注 38]と述べている。	
	 文化庁監修の『新しい文化立国の想像をめざして』では、文化を、「経済活動において多
様かつ高い付加価値を生み出す源泉となっているとともに、文化に関連する産業そのもの
が新しく成長が期待される分野となってきている。文化の進行はそれ自体大きな意義を有
するばかりか、より高次な経済社会への転換を促し、経済改革に資するもの」[注 39]とし、
文化と地域社会の関係を、「日常生活の中で、地域に根ざした伝統文化の継承や、多彩な文
化活動を通じて、それぞれの地域において豊かな文化が育まれる。地域独自の主体的な文化
振興は、文化立国の実現に向けて極めて重要」[注 40]としている。	
	 本研究における文化とは、主に、「伝統文化」と「民俗文化」に視点をおいている。今日、
政治・行政での「伝統」と「文化」をほぼ同類語として使う場合が多いが、岩本（2002）は
「文によって化する＝変化するのであって、これに対し、変わらないことを前提とした、普
遍的で本質的なといった意味を持つ伝統とは、本来、相対立する正反対の概念であった。伝
統文化という熟語は極めて矛盾な言葉
なのである（以下省略）」[注 41]と述べ
ている。すなわち、「伝統」と「文化」を
「変わらないこと」と「変わること」と
してではなく、「変化を要してないこと」
である。本論文では、長い歴史を通じて
伝えてきた地域社会の固有の風習が今
日も社会成員に共有され、「文化」での慣
習されてきた生活様式のことを「伝統文
 
文化 
伝
統
文
化 
図７.本研究における伝統文化 
伝統 
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化」として解釈している（図７）。	
	 広辞苑（第五版）での民俗は、「人々の伝統的な生活文化、民間伝承、伝承文化」と定義
し、植木(2002)は「民俗、なかでも民俗芸能の活用には慎重な配慮が必要で、ここでいわれ
る活用とは、要するに地域振興の資源としてイベントなどに利用しようとするもの」[注 42]、
また「民俗文化をイベント化する動きが高まり、民俗芸能のステージ化が進み、見る、見せ
る芸能への変質をもたらし、演じる側、伝承する側の主体的な必要性ではなく、他所から訪
れる第三者にひたすら見せる行事となる。つまり観光化である。」[注 43]と述べ、民俗文化
の観光化に疑問を持っていると読み取れる。しかし、筆者は、消費される民俗文化も文化伝
承の基礎段階として意義があり、金銭面での代価を払うほどその文化に関心を持つ人を対
象にしていることから、民俗芸能の継承に意味があると考えられる。本研究での民俗芸能、
民俗文化を図８にまとめた。	
	 	
	 	
	 研究対象地である三つの民俗村でも様々な民俗芸能を中心とする公演を行っている。
2014 年まで国家級無形文化遺産国家目録に登録されている延辺朝鮮族の文化（伝統文化と
民俗文化）遺産は総 16 個あり、本研究の研究対象地である百年部落、金達萊村、紅旗村は
それぞれ８個、９個、７個の無形文化遺産をテーマとするイベントを行っていることから、
民俗村は朝鮮族伝統的文化の伝承に積極的であると思われる	
	
1.4.3.「文化的観光デザイン」について 
	 「観光文化」「観光デザイン」に関して、張ら（2006）は「観光活動は地元と他者とが出
民俗 文化 民
俗
文
化 
民俗芸能（イベント） 
図８.本研究における民俗文化 
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会うためにつくられた場である。（中略）演出や主客の関係が構想され、多様な観光文化が
作られている。」「観光文化は、様々な要素によって構成されている。（中略）当該の目的実
現に照らして計画することは、観光デザインの作業」「観光デザインは、人々が求める観光
文化を具体化する過程」[注 44]と述べている。本研究ではこのような視点を考察し、民俗
村は人を呼び込むことで収益を向上することを目的とする観光地とした。その観光活動は、
主に民俗芸能を中心として行われ、イベントを企画・参与する運営主体の活動を「観光をデ
ザインする」こととする。	
	
以上の用語定義から本研究における文化的観光デザインを定義した。 
文化的観光デザインは、地域の文化（伝統文化・民俗文化）をイベント（民俗芸能）化し、
観光を目的とする人々に運営主体が行う観光活動を具現化するデザインのこととする。 
	 	
社会学では文化について、民俗学は地域について、経済学では観光産業の活性化について、
そして、そのなかでのデザインの役割を文化的観光デザインという概念を用いて、これらが
地域振興に果たす役割と在り方を中心とする。（図９）	
 
 
	
民俗学 
社会学 経済学 
文化的観光デザイン 
デザイン学 
観光デザイン 
（観光資源を具現化する動き） 
文化デザイン 
（文化の資源化） 
図９.本研究における文化的観光デザイン 
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1.5. 先行研究と本研究の位置付け 
 
1.5.1. 延辺朝鮮族自治州について	
	
	 延辺の概況については、歴史、社会学の観点から大村益夫訳「中国朝鮮族自治州概況」[注
45]、鶴島雪嶺「中国朝鮮族の研究」[注 46]、延辺朝鮮族の移住史に関しては、孫春日「中
国朝鮮族移民史」[注 47]、を参照する。朝鮮族の形成から生活習慣、民俗風習などの全般
を統括した延辺朝鮮族史執筆小組「延辺朝鮮族史上・中・下」[注 48]にも触れる。	
	 本研究の調査対象地である民俗村に関する先行研究は極めて少ない。百年部落に関して
は趙・五十嵐[注 49]と権[注 50]の日本語研究論文があり、金達萊村に関しては韓[注 51]の
中国語の修士論文、紅旗村に関しては王強[注 52]と王文鋒[注 53]の中国語修士論文がある。
これらの研究は、延辺における多数の民俗村中の単一の民俗村に着目していたため、延辺地
域の民俗村における現状の全体図を把握には限界がある。そして、なぜそこに民俗村が形成
されたのか、なぜ観光客はそこに集まるのか、運営主体による観光活動にどのような相違が
あるのか、などの本質な疑問を解決するためには、多数の民俗村を対象とした比較調査が必
要であることが課題に残る。	
 
1.5.2. 観光について 
	
観光の語源 
 
	 「観光」のことばの語源は、約 3000 年前の古代中国の易学の書「周易」[注 54]に「観国
之光、利用賓于王（国の光を観るはもって王に賓たる利あり）」[注 55]を出典とする。その
解釈として、「一国のすぐれた風光や文物を観る」という「視察」の意味が生まれ、「見て回
る」「旅行する」と捉え、「観光旅行」の意に解釈されてきた。北川（2002）は、国や地域に
おいては旅行者を受け入れるため、歴史・文化、受け入れ施設、観光資源などを内外に誇示
し、旅行者の誘致を図るための「光」を放つ「観光」の意義も重要であり、訪れ側、迎える
側の双方が交流しあうことで心身ともに「ゆとり」ある生活になるという	[注 56]。	
		最初のシルクロード（中国語：丝绸之路）は紀元前 50 年〜紀元前 250年時期、中国、イ
ンド、イラン、草原の遊牧民、地中海、そしてローマ帝国までつなぐ交易ネットワークであ
る。これは、人間の歴史が始まって以来、異なる民族や文化における「情報や思想の交換」
であり、人間の物質、芸術、社会、精神の各分野を大きく進化させた[注 57]。これは、アフ
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ロユーラシアの多くの地域を結ぶシルクロード沿いの、中央アジア奥地まで拠点をおき、異
なる文化同士が接触し、人々がそれまで経験したことがないほど大規模な集団的学習が実
現され、今日における「観光」の根源・形成であると考えられる。	
	 以上の歴史的考察から、観光は相手に「いいことを見せる」こと、相手の「いいどこを見
る」ことを観光と理解する。これは、現社会において観光者が「いいこと」を見る・体験す
るための活動と一致している部分がある。	
	
観光学について 
	
	 観光学は、19 世紀末から 20 世紀初頭のヨーロッパ、とりわけドイツにおいて成立、スイ
ス、インギリスなどの欧州国から広がった。鉄道の設備にもとづく観光の大衆化の近代化が
はじまったホテルを主とする宿泊業などから、観光業がもつ経済効果へと移っていった。
[注 58]	
	 1927年、ドイツ語圏における観光研究の礎を築いたとされるMorgenroth	.W（モルゲンロ
ート）による観光の定義が発表される。彼は、観光を「生存的および文化的欲望または各種
の個人的願望を充足させるために、単に経済財および文化財の消費者として滞在するもの
であり、一時的にその居住地を離れる住民の往来の総称」としている。[注59]		
	 Glücksmann,	R.（ローベルト・グリュックスマン）は、1940年の『観光事業概論』におい
て、観光を「一時的に滞在する外来者と土地の住民との諸般の関係」[注60]と定義し、観光
地理学研究者のPoser,H.（ポザー）は、1939年、観光の基本を「他の土地の者（Fremde）が
観光地の人・物・風物などと交わるところにあるから、旅行（Reiseverkehr）は観光概念か
ら除外されるべきものであり、他方、観光地における観光客と地元民との相互関係・相互作
用（Wechselbeziehungen	und	Wechselwirkungen）が本質的要素として重視されるべきもの」
[注61]とした。	
	
ツーリズムとは 
 
 Tourism についての現代的な定義は、1990 年代に広く推進され始めた UNWTO（United	
Nations	 World	 Tourism	 Organization:国際連合世界観光機関）による TSA（Tourism	
Satellite	Account：ツーリズム部分会計）では、ツーリズムとは、継続して一年を超えな
い範囲で、レジャーやビジネスあるいはその他の目的で、日常の生活圏の外に旅行したり、
また滞在したりする人々の活動を示し、訪問地で報酬を得る活動を行うことと関連しない
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諸活動と定義されている[注 62]。	
 ツーリズム(Tourism)ということばが広く使用されるようになったのは、19 世紀初頭の
1811 年とされている。その語源であるあるツアー（Tour）の初出は、1300 年とされ、ラテ
ン語で「旋盤、回るもの」の意があり、もともと円を描く用具を示すラテン語の tornus か
ら発生したものと言われる。Tourが旅をする意味に用いられたのは 17 世紀にはいってから
であり、動詞として確立されたのは 18世紀中頃である[注 63]。	
	 この Tourism の語は、『New	English	Dictionary』によると『Sporting	Magazine』(1881
年)という雑誌に、初めて用いられたといわれる[注 64]。	
	 Tourism が、単語として確立された時期は、イギリスににおいて 1760年から 1830 年にか
けて進展した産業革命があげられる。産業革命は、「交通革命」とも呼ばれる移動集団の飛
躍的な発達をもたらした。1804 年、トレビシックによる蒸気機関車の発明、スチーブンソ
ンによって実用的に改良された。1830 年代後半から 1850 年代まで 6000 マイルの鉄道が開
通され、世界各地で「鉄道狂時代」とも呼ばれる鉄道網の建設が続いていた[注 65]。	
	 トーマス・クックは、1843 年に世界最初のパッケージツアーを案出して大きな成功をお
さめ、「近代ツーリズムの父」と呼ばれる活躍を開始する。その後、近代ツーリズムは、欧
州各地を経て世界各地に、急速にひろがって対象地域を拡大していき、利害関係者を拡大
し、マス・ツーリズムを進行させ、旅行形態の多様化を進めていった[注 65]。	
	 1905年、ドイツ人のStadner,J.（シュトラドナー）の著書である『Der	 Fremdenverkehr』
（Fremdenverkehrはツーリズムの意味）では、観光が経済的には消費活動であり、観光は要
するに、他の所の者（Fremde）が自由意思に基づいて定住的場所以外の所の滞在することで
あり、そこでは所得活動をするのではなく、なんらかの奢侈的欲求（Luxusbedürfnis	）を
充たすだけのものであるが、その欲求は観光地としては外部からのもの(fremdes	
Bedürfnis)	であることを指摘した。[注66]	
	 以上の先行資料の考察から、「ツーリズム」は近代化による西欧型消費活動であり、経済
効果を目的としていた。	
	  
中国における「観光」 
 
		 1979 年、中国の旅行事業の発展計画が開始した。同年 7月、鄧小平が黄山を視察する際
に「黄山観光発展についての計画が必要」として、旅行事業についての発展計画が必要であ
るとした。国家旅遊総局（中国旅行遊覧事業管理総局）は「1980—1985 年旅遊事業発展計画
（草案）」（中国語:关于 1980 年至 1985 年旅游事业发展规划）を考察、これは新中国成立以
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降、最初の旅行事業計画である[注 67]。	
	 改革解放 40 年、中国旅行事業の計画を時期別に以下の 4つの時期にまとめた（10 年間一
回の行う「国家計画」のビジョンに合わせた）。	
（１）資源型旅行産業の計画時期（1979-1989 年）は、自然景観・人文資源観光地（共産党
革命基地）を発掘し、数量型増加を目標とした。1985 年、中華人民共和国国家観光
局（中国語：中华人民共和国国家旅游局・国家旅游局、国家観光局 National	Tourism	
Administration）発足した。	
（２）市場型旅行産業の計画時期（1990-2000 年）は、旅行の設備環境の需要から都市の中
心部に建造物をつくり、市場型観光に突入する。この時期につくられた深圳の「錦繡
中華」（1989年形成）が大成功した。	
（３）商品型旅行産業の計画時期（2001-2010 年）は、グローバル化による消費型観光を目
標とした。2007 年、国家観光局により、観光地の質量等級の評定を法律と実務的に
規定されるようになり、観光地のレーティングは A(1A 級)から AAAAA（5A級）までで
あり、最高グレードである AAAAA（5A 級）の観光地は世界を視野に入れ、AAAA（4A 級）
は国家級というレベルになっている[注 68]。2007 年から 2010 年まで、選定された
5A 級観光地は 76 個所である[注 69]。	
（４）アウトバウンド・インバウンド旅行産業の計画時期（2011 年-）は、消費型海外旅行
（アウトバウンド）が振興、国内においては体験型観光（インバウンド）が進行する。
2017 年 8 月まで、全国の 5A級観光地は 249 個所である[注 69]。2016年、国内観光客
延べ 44.4 億人、前年度と比べ 11％増加した。インバウンド観光（香港、マカオ観光
客含む）客数は、延べ 1.38億人、前年度と比べ 3.5％増加、アウトバウンド観光客は、
延べ 1.22 億人、前年度と比べ 4.3％増加した[注 70]。	
 
日本における「観光」	
	
	 20 世紀に入って、温泉と神社参拝は旅行の主なお目的であり、1950 年に見られる特徴は
自然鑑賞を目的とすることが多い。1960 年代は、東京オリンピックの開催に伴う新幹線や
高速道路の整備などによって大衆旅行時代を迎えた。1970年代、大分県の「一村一品運動」
のような地域性を活かしたモノ・ヒトづくりが活発に行われた。1980 年代、バブルによる
ビジネス旅行が増加し、国内観光旅行市場は大きく成長した。1995 年の国内観光者数は約
22 億人、海外旅行者は 1500万人に達しているが、来訪外客数が 330 万人と格差が広がって
いる[注 71]。2003 年、小泉純一郎が「観光立国懇談会」を主宰、2006 年には、「観光立国
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推進基本法」が成立した。	
	 内閣府の『国民生活に関する世論調査』における「今後の生活の力点」を見ると、
1983 年度以降「レジャー・余暇生活」が「住生活」にとってかわってトップとなり、
2017 年 6 月の調査では、「自由時間が増えた場合にしないこと」では「旅行」と答
えた調査対象が 47％を占めトップであり、二位が「趣味・娯楽」が 34.8％であっ
た。[注 72]日本におけるテーマパークの振興は、1983 年に開園した東京ディズニーランド
が大盛況、テーマパーク（西欧化＝夢の国）がより身近なモノとなった。	
民俗学者の宮本常一は、旅（現在における観光のこと）について「私にとって旅
は学ぶものであり、考えるものであり、また多くの人々と知己になる行動である」
と定義している[注 73]。1966 年、宮本は日本観光文化研究所を設立、旅と民俗学に
ついての実践をしていった。彼は、地方の貧しさを克服する方法として、地方と中
央との人的交流にゆる地域振興の促進を、農山漁村への観光に期待したのである。
そらが、観光学が目的のひとつの「まちおこし」の発想である[注 74]。谷沢は、高
度経済成長を背景にした当時の観光ブームが、農山漁村や離島の生活文化に及ぼす
影響への懸念があった。彼は、宮本が観光に求めたのは、地方文化を発展させ、地
域振興にヒントをもたらすものであった[注 75]。日本民俗学の開拓者（wikipedia
より）といわれる、柳田國男は「柳田国男	 旅行を愉快にする機能は実は諸君の手
のなかに在る」という地域の主体性を強調した[注 76]。	
	 現社会で、質の高い生活を求めている人々において「観光」はもっとも重要な社
会活動として定着していることが確認できる。	
	
1.5.3.文化観光について 
	 	
	 中国と日本における観光の変遷から、「観光」は東洋文化（中国では東方文化という）の
根源を背景にしていて、イギリスの産業革命の発展から生まれた「ツーリズム」は西欧文化
の産物である。現社会における観光は、西欧の科学技術の発展、交通手段の発達により先進
国を中心とするツーリズムの意味と近く、経済利益を与える産業として定着している。	
	 1967 年、国連は「国際観光年」と指定し「観光は平和へのパスポート」と言い出した。こ
れは、第二次世界大戦以降の国際交流を期待していた先進国の要望からである。利益優先の
マス・ツーリズム（mass	tounrism）の「大衆観光時代」に導入したが、その後自然環境・
伝統文化の破壊が指摘されサステイナブル・ツーリズム（sustainable	tourism）、オールタ
ナティヴ・ツーリズム（alternative	tourism）の概念が提起され、「持続可能な観光」が注
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目される。国連は、2017年を「開発のための持続可能な観光の国際年（International	Year	
of	Sustainable	Tourism	for	Development）」と定め、観光の役割に対する認識を広めてい
る。今、国境を超えて観光する人の数は、世界で一日 300 万人以上にのぼり、毎年およそ 12
億人が海外旅行をしていて、このように膨大な人の移動をもたらして観光は、経済と社会、
環境での持続可能な開発に大きく貢献する可能性を秘めている[注 77]。	
国連による「開発（Development）」に関して、観光は第三世界においての「貧困救済」の
目的が大きいと定義している。しかし、筆者は観光を「もう一つの発展（Anather	
Development）」に定めたい。先進国の観光は、ハイレベルの先進技術に基づくブランド品な
どの販売を目的とすることが多い。もちろん、イタリア、フランス、ドイツなどの先進国に
は多数の世界遺産があり、多くの外国人観光客を呼び込んでいて、これらも文化を大事にし
たから得られた宝である。そして、後進国に関する観光は、消費文化ではなく文化交流を目
的とした「文化観光」であり、地域固有の伝統文化を「売り」とし、異なる考えを持ってい
る人々がお互いに対して理解を深めることから発生する「広い範囲での発展―もう一つの
発展」である。	
	 後進国の発展はグローバル化を加速し、大量消費、大量流通、大量破棄の社会に警告を鳴
らすように「新たな観光」としたエコ・ツーリズム（eco	tourism）、グリーン・ツーリズム
（green	tourism）、エスニック・ツーリズム（ethnic	tourism）が出現した。日本の沖縄で
は「民泊」、北海道では「ファームスティ」、中国では「農家楽」が進行し、農村の自然豊か
な環境を楽しむ「体験型観光」が人気を集めた。体験型観光は、西欧文化の「ツーリズム：
消費中心のツアー」から東洋文化の「観光：相手の文化を見に行く、相手に自分の文化を見
せる」時代が到来した。消失危機に置かれている「地域文化」を回帰する動きとして地域文
化を見る・見せる「文化観光」は、地域や社会の諸問題を解消、持続可能な社会を目指する
ことを目標としている。観光学の研究という分野においても、観光関連産業の関連から「ツ
ーリズル＝経済効果」の側面からの研究、追求が盛んであるが、もうひとつの側面である資
源の活用や、「ヒト中心」の「文化的」観光の研究も多く注目されるようになり、「観光立国」
「地域振興」「地域創生」「全域旅行」などの概念が提起されるようなった。	
 安村は「文化観光は、高度近代社会のゲスト近代化途上社会のホストがホスト本
かを観光対象として交流する観光形態であり、それは近代の問題と“近代に汚され
ていない”文化とが出会う場」であり、「新たな文化観光は、ホスト文化を尊重し、
ホストとゲストの対等な交流を目指す観光形態（中略）その文化観光を通じて、ホ
スト自身による、ホスト文化の再構成や新たな文化の創出という形態も見られるよ
うになる。その現実的帰結は未知だが、そこには、文化観光がもつ、新しい時代や
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社会に関わる可能性が潜在している」[注 71]とし、文化観光を通してホストもゲス
トと共に成長でき、人々の交流はお互いの文化を尊重・理解することから、多文化
社会における観光活動は社会環境のなかで欠かせない交流形態であるとした。	
	 北川は観光文化の存在意義について、「国や地域社会の政治的、宗教的、経済的な
諸要素の歴史的な展開の中に見られる、有形・無形文化の民俗的継承によるもので
ある。これらは、国や地域社会、文化を形成する重要な要素で、国や地域における
政治、宗教、経済などの『タテ』の社会形成軸に影響を及ぼし、また影響を受ける
ことが多いといえる。また、その一方で、国民や地域社会の人々の理解や、推進、
教育などの許容、伝承への活動といった『ヨコ』の社会形成軸も必要である。現代
社会においては、上位から下位へのタテ型と言われる社会構成のなかで、住民本位
のヨコ型社会の形成の重要性が認識されてきた。観光文化の展開を考察していくな
かにおいても、資源や伝承の保護や保全のためのタテ軸と、普及や継承していく活
動のためのヨコ軸が必要である」[注 76]としている。 
 
1.6. 第 1 章のまとめ 
	 	
第１章序論では、研究テーマを設定するに至った背景と経緯、研究目的、研究の方
法と手順を示した。そして、テーマにかかわる用語の意味や概念を規定した。	
	
1.1.節においては、本研究の背景について述べた。	
（１）はじめに、スウェーデン育ちの言語学者であるヘレナ・ノーバーグが研究の
ため 1975 年にラダックに訪れた後、本当の幸せとは何か、持続可能な社会の実現は
何か、などの問題提起を書いた「懐かしい未来（ANCIENT	FUTURES）」の文章を用い
た。そこでは、「伝統社会における人と自然の交流」「自然に対する尊重の気持ち」
「古い社会において、人と人の結びと責任」を述べ、「新しい文化での環境問題、ア
イディンティティの崩壊」に対する懸念を書いた。本書でのラダックは 1970 年代、
対外開放後、観光産業の振興のグローバル化により伝統的容態が変化するにより、
共同体の解体などの問題を語っている。筆者の故郷である延辺は、1990 年代から中
韓国交樹立後、韓国労務ブームにより、多数の朝鮮族が故郷を離れ、朝鮮族共同体
の崩壊に至る。	
（２）延辺の概要、朝鮮族に移住と再移動、伝統文化を語る。	
（３）延辺における最大の危機は伝統村の消失と伝統的文化の消失と思い、それの
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解決策として民俗村振興とした。特に、民俗村では、伝統文化や民俗文化を観光資
源としていて、経済効果も期待出来ることである。	
	
1.2.節においては、研究の目的と方法を定めた。	
（１）本論文の目的は、民俗村における文化的観光デザインの社会意義とこれから
のあり方について考察する。そして、その目的を論証するための４つの課題を示し
た。	
第１の課題：「移住史から見る朝鮮族の共同体意識に関する研究」	
第２の課題：「民俗村における文化的観光デザインに関する研究」	
第３の課題：「伝統文化と民俗文化の資源化に関する研究」	
第４の課題：「村民主体とする民俗村の運営に関する研究」	
それを、フロー図にまとめて掲示した。	
（２）研究の方法は文献調査とフィールド調査を用いた。フィールド調査から、社
会学、人類学、経済学の視点からデザインの手法で洞察した。	
	
1.3.節では、用語の概念規定をおこなった。	
（１）伝統村：新中国成立前形成され、村民の多くが朝鮮族を中心としている伝統性をも
つ生活区としての村のこととする。	
（２）民俗村：民族固有の風習と生活文化を保持している伝統村において、民俗文
化をめぐる観光事業が推進されている観光地のこととする。	
（３）文化（伝統文化、民俗文化）：本論文における伝統文化は、長い歴史を通し伝
えてきた地域社会の固有の風習が今日も社会成員に共有・習得する生活形態
とする。民俗文化は、エスニックグループの固有な民俗風習で、幅広い領域
であるが、本論文では、その表現方法として民俗芸能を重点的に捉えている。	
（４）観光デザイン：民俗村は人を呼び込むことで収益を向上することを目的とす
る観光地とした。その観光活動は、主に民俗芸能を中心として行われ、イベ
ントを企画・参与する運営主体の活動を「観光をデザインする」こととする	
（５）文化的観光デザイン：地域の文化（伝統文化・民俗文化）をイベント（民俗芸能）
化し、観光を目的とする人々に運営主体が行う観光活動を具現化するデザインであ
る。	
1.4.節では、本論文における村・民俗村の概要と調査対象の選定理由を述べた。	
（１）村の形成順に、移住初期（1880〜1910 年）に形成された図們市白龍村、移住中期に
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形成された（1910〜1930 年）和龍市金達萊村（形成当時は明岩村）、移住後期(（1930〜1949
年）に形成された安図県紅旗村である。民俗村の形成順では、2003 年に対外開放した紅旗
村の「紅旗民俗村」、2006 年に対外開放した金達萊村（当時は明岩村）の「金達萊民俗村」、
2009 年に対外開放した図們市の「百年部落」である。	
（２）選定理由は、３つの民俗村の共通点と相違点があるからである。	
・共通点は、村の形成が新中国成立以前に形成された村で、本論文における伝統村であるこ
とである。村民の 95%が朝鮮族であること、村の空洞化が深刻で、高齢化村である。民俗村
も 2000 代以降に形成さていること、政府とマスコミからの注目度が高いことなどがある。	
・相違点は、村の形成がそれぞれ、自由型移住時期である移住初期、半強制型移住時期の移
住中期、管理型移住時期の移住後期であり、東から西へ移るにしたがい、また南からきたに
移るにしたがい、特徴として、移住当時朝鮮族が朝鮮半島から移住してきたことである。そ
して、異なる主体により運営されている。百年部落は村民が主体となり運営され、金達萊村
は政府（村委員会）と企業により運営され、紅旗村は企業が主体となり運営されている。	
	
1.5.節では先行研究と本研究の位置づけを語った。	
	 先行研究は、中国朝鮮族の移住史と伝統的文化と民俗風習について考察する。民俗村は近
年から発展したこともあり、先行研究は極めて少なく、単一の民俗村の研究はあるが、複数
の民俗村における包括的な比較分析は本研究が初めてである。そして、朝鮮族がどのような
移住背景から、現在の民俗村の発展まで至る全体図を考察したことが本研究のオリジナリ
ティーである。	
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第２章 
移住史を踏まえた伝統村と民俗村の形成 
 
本章では、朝鮮族が朝鮮半島から中国に移住してきた背景と経緯ついて述べる。
移住史の時期を、移住初期、移住中期、移住後期と分け、それぞれに時期におけ
る社会的背景を考察する。伝統村と⺠俗村の形成に関しては、村の共同体意識の
形成と変遷が重要であるとこに注⽬し、それぞれの時期に形成された伝統村の
特徴、伝統村における⺠俗村の形成ついて考察する。 
 
 
 
 
2.1. 本章の研究概要 
2.2. 朝鮮族の移住史 
2.3. 朝鮮族の共同体意識 
2.4. 伝統村における民俗村の形成 
2.5. 第２章のまとめ 
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2.1. 本章の研究概要 
 
 本研究は、難民、避難者、先住民などのマイノリティグループを研究対象としい
て、その一つの代表的な例として延辺地域の朝鮮族を調査対象としている。今、難
民問題が世界問題となっており、2016年まで約6500万人の難民が発生し、半数以上
が18歳未満で、三分の一の難民が母国を離れる状況に置かれている[注１]。戦争に
よる避難により近隣の国に移住した場合は、後進国の出身地から後進国の定着地に
移住が行われているため必要最小限の生活環境が整っていないことが多い。より良
い生活環境を求めていて、後進国の出身地から先進国の定着地に移住した場合は、
「難民」に対する冷たい視線や、生活文化と習慣の差異から、被差別の環境に置か
れているケースが多い。避難者に関しては、先進国である日本でも、2011年3月11日
の東北大震災により、多くの避難民が発生した。2012年には、全国約16万5千人の避
難者があり、2017年にも、約5万5千人の避難民が根拠地を離れ生活している[注２]。
彼らの多くは他地方で生活していて、同じ日本に住んでいるにも関わらず様々な困
難に直面している。日本は単一民族であるため、長い間、日本政府は北海道の先住民であ
るアイム民族に対しての文化伝承の対応は消極的であった。しかし、2007年9月、国際連合
総会ににおいて「先住民族の権利に関する国際連合宣言」が採択され、翌年には衆参両院に
おいて「アイヌ民族を先住民族とすることを求める決意」が全会一致で採択された。アイヌ
文化振興・研究推進機構[注３]は「アイヌ民族の歴史や文化への国民的な理解を全力で促進
する必要があり、こうしてと仕組みが国の文化の多様な発展につながる」と考えている[注
４]。多文化共生の世界背景により、2013年からアイヌ文化振興を推進し、2020年の東京オ
リンピックまで、国立アイヌ博物館を開館する予定としている。以上のことから、本章では、
これかのマイノリティグループが自分たちの定着地・生活地においてどのように独自の文
化を継承していくのかを課題としている。	
	
本研究の調査対象である延辺地域は、約二千年前の高句麗時代（紀元前 37-668 年
年、図１）と渤海国時代（698-926 年、図２）から朝鮮人の先祖である高句麗人が
生活していたため、朝鮮人はこの地域に対する帰属意識が高いと考えられる。移住
初期の移住民は辺境地域で生活していた貧困層であり、当地域に対して詳しく故郷
（朝鮮半島）に土地を持っていない低層農耕民が多かった。	
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本研究の調査対象である延辺地域は、清朝時代[注６]、朝鮮半島と国境に位置す
る長白山[注７]は満族[注８]発祥の聖地と見なされ、国境線が不明確であったにも
関わらず、当地での朝鮮人の居住は許されていない（図３）。1910年日韓合併により、
朝鮮半島は帝国日本植民地となり、第二次（1945年）世界大戦の終戦まで、35年間
帝国日本の統治にいた。また中国では、1911年辛亥革命が起こり、清朝は滅んだ。
図３.1712 年、清朝と朝鮮の境界表記に設置した「長白山境界碑」[注５] 
図１. 高句麗時代（紀元前 37-668 年）の 
延辺地域（赤い◯マーク） 
出典： Wikipedia（2017.10.7）、編集：筆者 
図２. 渤海国時代（698-926 年）の 
延辺地域（赤い◯マーク） 
出典： Wikipedia（2017.10.7）、編集：筆者 
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帝国日本は大陸侵略[注９]の意図を強めた。	
	 朝鮮族が朝鮮半島から本格的な移住が行われたのは、19 世紀末である。朝鮮半島
は大凶作にみまわれ、清朝の支配力が衰えていた延辺地域に、豊かな耕地を求めて
多くの半島民が移住してきたと言われている。1923 年には、当地域の半島民は 32
万余の人口があったとさている[注 10]。1932 年集団移住が行われ、当地域の人口は
53 万人、このうち半島民は 40 万余、満州国籍 11 万 6 千人、日本人約 7 千人の構成
であったという[注 11]。1942 年には、半島民の人口が 62 万余にまで増加していて、
もっとも増加率が著しかったのは 1938 年であったとされている[注 12]。このよう
に、社会環境の変化から、時期別の移住民数が異なり、移住民による村の形成特徴
と村民の構成が異なる。そのため、本論文における朝鮮族の移住史の考察はもっと
も重要で、民俗村の形成に深い関わりがあるのではないかと仮説を立てた。	
	 本章の研究目的は、朝鮮族の移住時期別に形成された伝統村の共同体意識の特徴
を考察し、それぞれの時期に形成された伝統村における民俗村の形成を探求する。	
 本章の調査方法は、主に文献調査をもとに、移住当時の社会的背景、朝鮮族の移
住背景、移住時期別の特徴について考察し、現地調査における伝統村の現状を把握
した。	
 
2.2. 朝鮮族の移住史について 
 
 朝鮮族が延辺の移住してきた期間をその社会的背景と移住特徴から移住初期、移
住中期、移住後期に分類した。その内容に関しては以下にまとめる。	
 
2.2.1. 移住初期（1880〜1910 年）の社会的背景   
 
 
図４. 20 世紀頭朝鮮人移住民[注 13] 
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・1881 年、清朝は図們江（図７）以北の荒地の開墾を許すために官史（吉林将軍の
銘安）を派遣して調査し、銘安・辺務督弁吳大微はこの地方の一部にすでに朝鮮人
が入植している事実を報告した。	
・1882 年、図們江以北沿一帯の朝鮮流民を清朝人とみなして戸籍に登録し、渾春と
敦化県（図８）の管轄下に置いて、吉林に常住する清朝人と同じ扱いとした。吉韓
通商条約により清韓互市場として開場した。	
・1883 年、敦化县側は朝鮮の要請を受けて、咸鏡道の會寧・鏡城・両邑から渡江し
てきた朝鮮人をすべて帰還させる方針をとったが、すでに人口も多く住民は帰還に
応じないため一年間準備期限を設ける。	
	
図５. 20 世紀頭の朝鮮人移住民[注 13] 
図６.  20 世紀初朝鮮移住民の山間村[注 14] 
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・1885 年、清朝はロシア人たちが朝鮮との陸路による貿易を企てているとして、朝
鮮人の村を中国側に引き止めるため、これら通商局と税関を併せて越墾局に改称、
図們江以北 700 里、幅 40〜50 里の地域を朝鮮流民の開墾区域と確定して、戸籍へ
の編入と帰化を促進した。また、荒蕪地の開墾のために募集されてきた漢族たちは、
分与された荒蕪地を開墾するために朝鮮流民を雇用したため、朝鮮人がしだいに漢
族の管轄区域に入って住むようになり、一部では朝鮮流民が土地を持つ例もあった
[注 15]。	
・1885、1887 年、中朝両国の国境線設定会談失敗。清朝は図們江以北の開発と建設
に速度を入れ、朝鮮政府は管史を派遣し朝鮮流民を保護する名目で頻繁に越江した。	
・1890 年、清朝側では和龍峪越懇局が延吉の招懇局と協議して山東方面から移住者
を迎え、定住を望む朝鮮人に対しても満族の習俗に倣って辯髮易服[注 16]するよう	
 
長白山 
北間島(延辺) 
図７. 北間島（延辺） 
出典：Google map（2017.8.7）、編集:筆者 
図們江 
鴨綠江 
100km 
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に促した。図們江以北の朝鮮住民は数千規模であったが、1907 年には 10 余万人に
達す[注 15]。	
・1901 年、義和団事件後、ロシアが延辺地域に出兵し占領すると、朝鮮人は清朝の
習俗を脱して再び朝鮮の習俗に返した。	
・1905 年、乙巳保護条約[注 17]により朝鮮は外交権を帝国日本に奪われ、国際的独立国と
みなされなくなった。	
・1895 年、図們江沿岸の鐘城（図８）で水田農業が始まり、その後 1900 年、海蘭江沿岸の
新天地である東盛涌鎮（図８）で水田耕作が始まった。	1906年、龍井から会寧に行く沿道
延吉市 図們市 
龍井市 
和龍市 
汪清県 
安図県 
琿春市 
敦化市 
長白山 
図８. 延辺朝鮮族自治州の６市と２県 
出典： Google map（2017.8.7）、編集：筆者 
50km 
●鐘城 
●東盛涌鎮 
●海蘭江 
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の大教洞で水田を開発した。その後、	稲作は延辺各地に波及した。		
・1909 年、間島協約[注 18]を結ぶ。この協約では、清朝での鉄道敷設権を日本が得るのと
引き換えに間島地方は清朝の領域とする。そして、図們江以北における朝鮮人移住民の開墾
と貿易を許可し、清朝人と同じ権利を得るようにする。	
・1910 年、日韓合併によって日本帝国領となった朝鮮を統治するために設置された官庁（現
在の韓国ソウルの景福宮敷地内）である。	
	 移住初期における移住民の特徴は、災害による自主的な移住であり、比較的に小規模であ
った。中国境内における定着を目的として、身内の親族や親しい関係の同村の人々が一緒に
移動したため、強いコミュニティの共同意識があり、安定した村落の形成が行われた。移住
民は、図們江以北の原野で荒地を開墾し、水田農業を展開した。本研究で取り上げる村のう
ち、この時期に形成された朝鮮族伝統村は図們市白龍村である。 
 
2.2.2. 移住中期（1910〜1930 年）の社会的背景 
表 1. 1910〜1916 年間島人口増減表[注 19] 
年度 
日本人 
（人口） 
朝鮮人 中国人 
戸数 人口 戸数 人口 
1910 200 21200 109500 4570 33500 
1911 170 24300 126000 4650 35200 
1912 200 27700 143000 4820 36000 
1913 240 31200 161500 5100 36900 
1914 230 33500 178000 6200 38100 
1915 295 34200 182500 6230 38500 
1916 551 33917 183426 7177 43896 
 
表 2. 1910〜1921 年代間島人口成長率[注 20] 
年度 
朝鮮人 中国人 
年末人口 年内増減 毎年増減率 年末人口 年内増減 毎年増減率 
1912 163000 - - 49000 - - 
1916 203426 （＋）40426 0.199 60896 （＋）11896 0.195 
1918 253961 （＋）50535 0.198 72602 （＋）11847 0.162 
1919 279150 （＋）25189 0.090 - - - 
1921 307806 （＋）28656 0.095 73746 （＋）1144 0.415 
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表 3. 1910〜1920 年朝鮮人移住民増長状況（人数）[注 21] 
地域 1912 年 1913 年 1914 年 1915 年 1916 年 1917 年 1918 年 1919 年 1920 年 
北間島 
(現延辺) 
24273 7202 6442 5042 4208 7718 13843 11703 8333 
西間島 19145 9312 1928 6057 5000 4995 19595 25372 7235 
ほか 6354 2083 2251 2181 4285 6198 3189 7209 6643 
合計 49772 18597 10621 13280 13493 18911 36627 42284 22211 
 
表 5. 延辺四つの県での帰化と非帰化の朝鮮人戸数と人口（1928 年 2月）[注 22] 
県名 
（図 2） 
帰化者 非帰化者 計 
戸数 人口 戸数 人口 戸数 人口 
延吉県 
（現在延吉市） 
1581 8859 29621 176626 31203 185485 
和龍県 
（現在和龍市） 
5561 32759 12918 85513 18479 118272 
汪清県 758 4576 4598 27310 5356 31866 
琿春県 
（現在琿春市） 
1264 7545 7198 38826 8462 46371 
計 9164 53739 54335 328275 63499 382014 
 
表 4. 1921〜1929 年間島朝鮮移民と漢族移民移動比較表[注 22] 
年度 
朝鮮移民 漢族移民 
年末人口 年内増減 年増減率 年末人口 年内増減 年増減率 
1921 307806 +28656 0.092 73746 +1144 0.016 
1922 313806 +16000 0.049 70698 -3048 0.043 
1923 313011 -795 0.002 77709 +7011 0.090 
1924 329391 +6380 0.019 82730 +5021 0.061 
1925 346194 +16803 0.049 82472 -258 0.003 
1926 356016 +9822 0.028 86349 +3877 0.045 
1927 368817 +12811 0.035 94960 +8611 0.091 
1928 382930 +14103 0.038 100165 +5205 0.052 
1929 381561 -1369 0.004 116666 +16501 0.141 
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朝鮮人移住民の時期別移住数に関しては、資料別差異があるため、いくつかの資
料を参考にした。参考資料は、それぞれ、1918 年、東洋拓殖株式会社出版の「関東
事情」（表 1）、1931 年天野元之助著書である、中日文化教会出版の「間島に於ける朝鮮人問
題に就いて」（表 2）、1929 年桑原忍著書である、中日文化協会出版の「在満朝鮮人と教
育問題」（表 4、5）、1999 年、大阪経済法科大学	間島史料研究会編の「満州事変前夜におけ
る在間島日本総領事館文書」（表 3）である。表 1、2 から、1920 年までは、朝鮮人移住
が中国人より多いことが確認できる。その後、中国人移住が朝鮮人を上回るように
なり、年々増加していた（表 4）。延辺地域においては、朝鮮人の定着が集中してい
ていたのは移住初期であり、移住中期の中後半に入ると朝鮮人定着人口が減少して
いることが確認できる。（表 3）そして、移住中期に延辺地域に移住した朝鮮人は清
朝に帰化していない場合が多い。以上のことから、現在、延辺における多くの伝統
村は移住初期と移住中期に形成された村であり、これらの伝統村では民俗村の形成
が行われことが多い。	
・1910〜1913 年まで、日韓合併後、多くの破産した農民である朝鮮人が延辺（当時
は満州と称した）に移住してきた。	
・1910〜1918 年まで、朝鮮総督府（現在のソウル、当時の漢城に位置した）は朝鮮
半島で「土地調査事業」を実施した。当「事業」の目的は、近代法に基づき朝鮮農
民の土地を再調査・整理することであった[注 23]。結果、土地関係処理法について
詳しく無い朝鮮農民が代々耕作してきた土地を奪われ、貧困状況に陥った。	
・1913 年、東洋拓殖株式会社（以下、東拓）が朝鮮半島の肥沃農地[注 24]を約 46、
677ha を購入し、1919 年までに約 77、735ha を購入し、そのうち 50、638ha は水田
農業地であった[注 25]。	
・朝鮮総督府は、東拓を通じて、いわゆる「換位移民」政策を推進した。これは、
日本人を朝鮮半島に移民させて土地の所有権を付与すると同時に、朝鮮農民を海外
（満州）に移住させることで、土地の所有者を置き換える政策である。	
・辛亥革命で政権を執った中華民国政府は満州の開発を推進・奨励したため、満州
は多くの労働力を必要とした。例えば、1914 年に吉林省と黑龍江省の政府は「吉林
省の開拓規則（吉林省放荒规则）」、「黑龍江省の開拓（黑龍江省荒规则）」を公表し
た。このような社会背景から朝鮮人破産農民は、生計のために間島を中心とした満
州に移住した。	
・1919 年、朝鮮の「3.1 独立運動」[注 26]が朝鮮総督府によって弾圧をうけ、多く
の朝鮮人が満州（内陸側）に移住したが、その大部分は日本の植民地支配に不満を
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持った朝鮮農民だった。	
図９. 20 世紀 30年代、中国東北部（満州）に集団移住している朝鮮人[注 27] 
図 10.水田農業をしている移住朝鮮人[注 28] 図 11.水田農業をしている 
移住朝鮮人[注 28] 
図 12.20 世紀 10〜20年代海蘭江周辺(図８)に行った移住朝鮮人による水田農業[注
29] 
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移住中期（1910 年〜1930 年）における移住民の特徴は、自発的な政治型移住と見られる。
「日韓合併」後、朝鮮半島は帝国日本の植民地に転落した。土地を持っていた朝鮮農民は、
植民地支配の様々な政策から破産農民となり中国に渡る。この時期の移住も自発的な移住
ではあったが、自分たちが所有していた土地を失った喪失感に伴う不満などの感情があっ
た。1920 年頃までは、現在の延辺地域には多くの朝鮮人の移住し、中国人の移住が少なか
ったが、1920 年以降は中国人の移住も増えた。そして、日本人の開拓民も定着するように
なり、この地域は多様な文化背景を持っているグループが混注することになり、複雑な社会
環境に置かれていた。本研究で取り上げる村のうち、この時期に形成された朝鮮族伝統村は
和龍市金達萊村（移住当時の村名は明岩村）である。	
 
2.2.3. 移住後期（1930〜1945 年）の社会的背景 
 
 
	 移住後期には、朝鮮人移住者の帰化が増えてきた（表 6）。表 7 の小村落の形成状
況から見ると、漢族村の多くは 1〜5 戸であったが、朝鮮族村は 6〜10 戸で形成さ
れていて、その理由は水田農業を中心とする集団生活をしていたことからである。
この時期の、朝鮮人移住民は延辺地域より、中国の内陸の方である山東省の大連、
青島、黒龍江省の方に定着した。そして、延辺地域では、漢族村と朝鮮族村の生活
区域が分かれていて、内陸の方に定着していた朝鮮人は漢族村と混住する場合が多	
表 6. 1930 年間島の朝鮮人帰化概況[注 30] 
領事館名 間島 局子街（延吉市） 百草沟（汪清県） 琿春（琿春県） 合計 
戸数 3168 977 703 2222 7070 
人数 19367 2595 4191 13806 39959 
 
      表 7. 1932 年、1戸〜20戸以内の小村落の形成状況[注 31]     単位：戸 
戸数 1〜5戸 6〜10 戸 11〜15戸 16〜20戸 合計 
朝鮮族村 480 900 349 265 1994 
漢族村 1090 420 60 24 1594 
合計 1570 1320 409 289 3588 
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い。このような傾向は、現在の朝鮮族の生活形式からでも検証できる。例えば、延
辺の朝鮮族は中国語（漢語）に慣れていないため、中国語の上手にこなせないが、
内陸の方の朝鮮族は、中国語が上手であり、生活習慣も漢族式である場合が多い。	
・満州事変[注 33]以降、朝鮮人の満州への移住は２つの段階に分けられる。第一段
階は満州事変の直後である。この時期はいわゆる「自由移民」の時期で、関東軍と
朝鮮総督府の「放任」政策によって、大量の朝鮮人が自由に満州へ移住した。その
うちの一部は朝鮮総督府が宣伝した「満州楽土」に騙され満州へ移住した[注 34]。	
第二段階は 1937 年からである。朝鮮人の移住が日本人の満州移民政策に悪影響を
及ぼすことを恐れた関東軍と朝鮮総督府は、朝鮮人の満州移民を制限する計画移民、
図 13.  20 世紀 30〜40 年代、朝鮮人集団移民者、開拓民[注 32] 
図 14. 1942 年形成された開拓民部落、延吉県明月村[注 27] 
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つまり「新規入植」政策を実施することで合意した。	
・満州事変後日本帝国に抵抗があった朝鮮民衆は朝鮮独立と民族解放の希望を失っ
た[注 35]。日本帝国の植民地地位が強まり、朝鮮民衆の反日思想も薄くなった[注
36]。	
・統計データからみると、満州事変以前の 1927〜1930 年三年間に満州へ移住した
朝鮮人は 48、839 人で、毎年平均 16、279 人が移住した。満州事変後の 1933〜
1936 年までの三年間に満州へ移住した朝鮮人は 214、387 人で、毎年平均 71、462
人が移住した[注 37]。満州事変後は以前と比べ朝鮮人移住民は 4 倍以上増加して
いる。	
・新規入植は、1937 年から毎年 1 万戸、5 万戸の朝鮮人のみ満州に移住させれこと
で、15 年の間に 5 万戸、75 万人を間島と東辺道地域[注 38]に定着させる政策で
あった[注 39]。	
・1932 年、朝鮮農民と漢族農民は山区に散居していた。多くは 20 戸以下の小村落
出会った（表 7）。	
・1932 年、延吉、和龍、汪清、琿春 4 つの県の全人口は 565、086 人のなか、朝鮮
人移住民は 411、735 人、全人口の 73％、漢族・満族等の民族は 146、600 人、全
人口の 26%である。[注 40]	
	
	 移住後期（1930 年〜1945 年）における移住民の特徴は帝国日本の大陸侵略に備える資源
を支えるための管理型移住であり、半強制的な集団移住と見なされる。帝国日本の統治時代
であるこの時期は、日本からの開拓移民者、朝鮮からの移住民、中国内の漢民族など様々な
民族の移住者が暮らす文化的な環境において、差別と被差別の関係があった。朝鮮移住民
は、移住形式と居住地などのすべてが管理により決められた。日本撤退の 1945年には約 60
万人の朝鮮人移民者が朝鮮半島に帰国したと言われている。そして、一定の資金を持ってい
た朝鮮人は、日本に移住し、在日朝鮮人となる。本研究で取り上げる村のうち、この時期に
形成された朝鮮族伝統村は安図県紅旗村が挙げられる。	
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2.2.4. まとめ 
表 9. 1860 年代〜1945 年までの朝鮮人移住の変遷 
年度 内容 特徴 
1869 
咸鏡北道地方で大規模な凶作。農民が図們江を越えるのを防ぐため、図們江沿岸に
炮幕を設置して軍卒を配置したが、難民の流出を防ぐことはできなかった[41]。 
 
 
 
移住初期、 
災害型、 
自発的、 
小規模の 
移住 
1871 図們江東北内一帯を開放し、この地域に人々を呼び入れて開墾を許した。 
1880 清政府は琿春に招墾局を置いて開墾事業を管掌する。 
1882 図們江北一帯の朝鮮流民を清朝人とみなして戸籍に登録する。 
1885 
清政府が封禁制度の廃止し、「朝鮮人開墾区域」を設置する。図們江北の山脈に朝鮮
流民が家を建てて住んでいた[41]。 
1905 日露戦争で勝利した日本は、朝鮮半島を支配、大陸進出の門を開いた。 
1908 図們江南岸地帯の自然災害に直面し、朝鮮人の大飢餓が重なっていた。 
1909 
「間島契約」により延辺は帝国日本の植民地となり、日本政府は朝鮮人移住民に対
する管理を行う。 
1910 
「懇民教育会」が設立。朝鮮に国籍を置くということは日本の植民統治を受けるこ
とと同様なので国籍を中国に移し、反日親中国思想を宣伝[注 42]。 
移住中期、 
政治型移
住・自発を
偽装した
強制移住・
小団体の
移住 
1913 
「懇民会」趣旨は、従来から散らばって居住、統一された規範もないため、民衆間
の感情を疏通し、中国の法律従い、言語、風俗の統一に努力する[注 43]。 
1919 
清政府の「帰化入籍」[注 44]政策は、半島民を保護する名目で行われ、既に 4982
世帯の朝鮮人が入籍[注 45]。 
1923 
日本間島の総司令官の鈴木は、11月に開かれた「第一回領事会議」で、朝鮮人の二
重国籍（清朝と朝鮮）は日本側が朝鮮人を管理するに不利である為、朝鮮人を日本
国籍に入籍することを提唱[注 46]。 
1932 延辺各地において中国・朝鮮共産党指導の朝鮮人抗日遊撃隊が結成する[注 47]。 
移住後期、 
管理型移
住・半強制
的移住・集
団移住 
1938 
「先遣隊」の名目で 195 世帯の朝鮮人が強制移住。満州国と朝鮮総督部は年に１万
世帯を移住制限とし、移住地は主に北間島と南満州とした [注 48]。 
1939 
満州国は国防産業の必要による判断に上、農畜産の増殖、道路・通信の整備、運送
機関の拡充で物流運送と配給を円滑にする為、朝鮮人開拓民の移住を積極的に推進
した[注 49]。 
1945 
中国は抗日戦争に勝利、中国籍に入籍してない後期の移住民は朝鮮半島（約 60 万
人）に戻る。 
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2.3. 朝鮮族の共同体意識 
 
表10は、朝鮮族のコミュニティ共同意識の変遷を分類したものである。19世紀末までは移
住の初期段階であり、朝鮮族社会のコミュニティが形成される過程を示している。この時期
は、延辺地域における朝鮮人集落の形成が可能となり、集団間での連帯関係が形成されるよ
表 10. 朝鮮族コミュニティ共同意識の変遷[注 50] 
年度 政策 特徴 
1880 移民實邊政策[注51] 
コミュニティ形成 
1891 帰化政策[注52] 
20世紀初 佃民制[注53] 
コミュニティ拡大 
1933 民族協化[注54] 
1945 延辺人民民主大同盟[注55] 
1947  土地改革、土地所有[注56] 
 互助合作、集団化[注57] 
1958〜1961 大躍進運動[注58] 
コミュニティ強化 1961 下郷運動[注59] 
1966〜1976 文化大革命 
1978 改革開放 
コミュニティ分解 
1985 農村から都会に移動 
1988 組織法[注60] 
1990 戸籍制度の弱体化 
1992 中韓国交樹立 
2010 韓国における朝鮮族の滞在者は約40万人 
[注61]、延辺における観光地開発 
コミュニティ再構築 
出典:筆者が作成。 
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うになった。集団の構成として、親戚、元の村人、知人など地縁血縁を頼ってきた移民らは、
そうした縁を絆に集落を形成し、本格的な水田開発を展開した[注62]。朝鮮人集落の共同体
が形成されると、外に向けて生活防衛と実践の工夫という形で共同性が現れるようになっ
た。	
	 20世紀頭は、朝鮮族社会のコミュニティ拡大時期と見なされる。「佃民制」[注53]は、朝
鮮人コミュニティが社会性を形成・拡大させる契機となった。これは、開墾民が小集団を形
成したために中国官庁や強盗に対する共同防備の機能を備えるようになったもので、共同
意識の醸成に大きな意味を持っていた[注63]。	
	 1949年の中華人民共和国が成立までは、朝鮮族社会のコミュニティ強化時期である。朝鮮
族社会は、1932年の満州国の成立とともに激化した反日闘争によって、その社会性をさらに
強化していった[注64]。日本の敗戦後、中国共産党政権の確立によって、朝鮮族は、少数民
族という立場で土地の私的所有権を獲得した[注65]。	
	 1976年の文化大革命が終結するまでは、朝鮮族社会のコミュニティ弱体化時期である。文
化大革命の合作運動は、土地や生産財の集団化に向かった。土地利用の自主性を失った状況
は、集落内部の絆は弱め、朝鮮族社会が備えるに至っていた社会性までもが深刻な打撃を受
けた。	
	 1990年代までは、朝鮮族社会のコミュニティ分解時期である。改革開放による市場経済化
に伴い、生産単位は集団的労働から家族を単位とした「経営体」へと変化した。そして個人
化傾向とともに「統治の危機」問題が浮上したのである[注66]。そして、戸籍制度の弱体化
によって朝鮮族社会の移動が促進されるようになった。初期段階においては、農村から都会
への移動が起き、その後は都会から海外への移動が行われた。	
1992年から現在までは、コミュニティ分解から再構築に至る過程期である。中韓国交樹立
後、韓国に親戚を持つ朝鮮族の多くは親戚訪問の名目での出稼ぎの動きを見せた。2000年代
からは、労務・留学・移民などの目的で韓国・日本・アメリカなどの先進国進出することに
なる。その一方、組織法の実行は延辺の農村の自治と民主化の基盤となった。これは、行政
村レベルに村民委員会を設置し、村民委員会を通して村民による自主的な村落運営を促そ
うとした試みである。村民による主体的な村運営とは、権力の支配下にありながらも、限ら
れた資源や条件を駆使しながら、自らの要求を実現するために、村落自体で意思決定を行
い、実践することを指す[注67]。	
	 近年、朝鮮族の伝統村の村民委員会を中心とした産業化の動きが活発に行なわれている。
しかし、開発初期から政府・企業の支援を得ているなどの理由から、商業用の観光施設づく
りに偏る傾向が見られる。そして、最初から村民が自主経営を行うケースでは資金不足から
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運営が困難になりがちである。以上のことから、朝鮮族社会の持続的発展を考慮し、伝統文
化の再現・復元だけではなく、観光産業を村の活性化を達成する有効な活動として再解釈
し、地域住民の取り組みを中心とした行政の資金運用が課題となっている。	
 
2.4. 伝統村における民俗村の形成 
 
	 延辺年鑑によると、新中国成立の 1949 年、延辺における朝鮮族の割合は約 63%であった。
しかし、2015 年には約 30%まで減少した。1990 年代後半以降、グローバル化の進展による
改革開放政策と推進は、多くの朝鮮族が海外や大都会に出かけるきっかけをもたらした。こ
のような社会的背景から、伝統村は高齢化が進み、多くの村は消失するか漢族村に変容して
いる。	
	 中国政府は、1980 年代中頃から少数民族の生活文化を資源とする民族観光を奨励し、辺
境地域の貧困救済と地域振興を図った。2000 年代中頃からは新農村建設が推進され、農村
地域の発展的な変貌が期待された。2005 年から、長白山観光開発が大々的行われ、長白山
観光ルートに位置する伝統村が最先に観光開発の動きがあった。この時期に建設された民
俗村は、主に政府の主導と企業の投資による商業観光地であったため、村民には主導権がな
かった。しかし、近年、村民による民族の文化をいかに継承するべきかをついて検討される
ようになり、村民の主体的意志に基づく観光活動が行われている。村の創生を図ろうとする
意識が高揚してきている状況である。	
	
2.5. 第２章のまとめ 
	
	 第２章では、1880〜1949 年まで、朝鮮族が中国の延辺に移住しきた経緯と社会的
背景を考察した。移住時期を移住初期、移住中期、移住後期に分類し、それぞれの
時期に移住した移住民の特徴と形成された村の特徴を分析した。本研究では、この
時期に形成された村を伝統村と定義している。新中国成立後、伝統村の共同体意識
の形成、拡大、強化、分解の時期があり、現在は再構築の時期を迎えていると分析
した。伝統村が危機を迎えた 20 世紀後半から 21 世紀の前半、離村離土現象が深刻
であったが、近年、民俗村の発展をきっかけに帰郷する村民がいることが確認でき
た。これから、民俗村の振興が村の発展と地域に発展につなぐ可能性について述べ
た。	
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2.1.節では、本章の背景と目的を整理、朝鮮族移住当時の社会的背景、移住時期別
の特徴について考察した。	
	
2.2.節では、移民初期、移民中期、移民後期別の社会的背景と移民経緯、伝統村の
形成について考察した。それぞれの時期は以下になっている。	
・移住初期（1880〜1910 年）の移住特徴は、２つに分けられる。１つ目は、災害に
よる移住、２つ目は、中朝国境が不明確であったことから、1910 年日韓合併後国境
線が明確になったあと中国側に生活していた朝鮮人がそのまま定着したことであ
る。こと時期の移住は「自発方移住」時期であったため、村民同士の絆が深いこと
が確認できる。	
・移住中期（1910〜1930 年）の移住特徴は、帝国日本の植民地となった朝鮮半島は
日本側の土地制度により破産農民となった多くの朝鮮人が越江することになる。移
住中期の初期段階は自発的移住であったが、後期になると朝鮮人移住が制限され、
「管理型移住」と分析した。この時期に形成された村は、親しみのある同村同士で
構成された共同性が強い伝統村と異なる出身により形成された伝統村で比較的薄
い共同意識で結ばれている。	
・移住後期（1930〜1945 年）の移住特徴は、帝国日本が満州（現在の中国の東北部）
を征服したあと、帝国日本の大陸侵略計画が加速化したため、朝鮮人と日本人を対
象とする開拓移民が大々的に行われた。この時期を「強制的移住」と分類したのは、
終戦後 60 万人を超える朝鮮人が朝鮮半島に戻ったことから推定できる。この時期
に形成された伝統村は、朝鮮人、日本人、漢族、満州族、モンゴル族が同村あるい
わ周辺に住んでいたことで、帝国日本の総督府の徹底的管理があり、相互的不満が
向上し、お互いの絆が薄いと分析した。	
	
2.3.節では、朝鮮族社会の共同体意識の変遷ついて分析し、社会的背景から時期別
に分類した。まとめた内容が以下である。	
・朝鮮族社会のコミュニティ形成時期（1880〜1910 年）、災害により移民を計画す
るまで、家族単位での移動より、村単位での移動が多い。そのため、村の村民が移
住を準備するにあたりコミュニティが形成される時期とした。	
・朝鮮族社会のコミュニティ拡大時期（1910〜1949 年）、伝統村の特徴と異なり、
延辺における朝鮮族コミュニティは拡大した時期であったと分析した。理由として、
帝国日本の監視の下であったため、朝鮮人内部のコミュニティはより強くなってい
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て、当時多くの革新派が独立運動を行うため延辺地域における地下工作が多く、朝
鮮族農民との交流を多かった。そして、中国人（漢族）に対する不満も高まってい
た。このようなことから、朝鮮族社会のコミュニティは拡張していたと考えられる。	
・朝鮮族社会のコミュニティ強化時期（1949〜1978 年）、新中国成立したあと大躍
進運動、下郷運動、文化大革命などの共産党政権による運動が行われた。これらの
運動はすべて「共同」、「集団」をもとでの活動であった。食事から就寢までの普段
生活が共同体で行っていたためコミュニティが強化された時期であった。	
・朝鮮族社会のコミュニティ分解時期（1978〜2000 年）、改革開放後、西洋化の風
が延辺に吹いてきた。そのきっかけに関しては、中韓国境樹立で朝鮮族が韓国に労
務などに行くことができるようになり多くの朝鮮族が延辺を離れ、国内移動である
北京、上海、広州などに進出、国外移動の韓国、日本、ロシア、アメリカなどの国
に、留学や労務に行くことになった。朝鮮族社会の分解の至ることになる	
・朝鮮族社会のコミュニティ再構築時期（1992〜現在）、出国ブームは約 20 年間続
いた。最初は、市内の人たちが仕事を辞め大都会や海外に渡航したが、2000 年代か
ら農村の村民により離村離土現象が深刻であり、伝統村の消失が深刻であった。と
りわけ、観光開発や伝統的文化の資源化から伝統村も注目するようになり、観光産
業の発展を目的として帰郷する村民がいて、村民を主体とする内発的発展が期待で
きるようになった。 
 
2.4.節では、伝統村の危機と民俗村の発展の変遷について述べた。	
	
	 本章では、伝統村のコミュニティ・共同体意識は民俗村の形成に重要な影響を与
えていると分析した。そして、伝統村の形成と変遷は、朝鮮族がどのような歴史的
背景のもとで延辺地域に移住してきたのかと関わっている。自由移民時期に形成さ
れた村は共同体意識が高く、村民主体の民俗村が形成され、外部圧力による移民時
期に形成された村は共同体意識が比較的に低く、外部主体の民俗村が形成される。
以上のことから、地域において観光産業を活性化するためには、地域の歴史的背景
と住民の共同体意識について考察することが非常に重要であることが明らかにな
った。	
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執筆班：延辺朝鮮族史	 上、延辺人民出版社、2011	 ；	林梅：中国朝鮮族村落の社会
学的研究-自治と権力の相克、御茶の水書房、2014、；大村益夫訳、延辺朝鮮族自治州
概況執筆班：中国の朝鮮族、むくげの会刊、1987	
51. 国境地帯移民を配置することである。	
52. 「剃髮易服、归化入籍」、髪と衣服を満族のようにすることを他の民族に強制した清朝統治
者たちの同化政策である。	
53. 非帰化開墾民は帰化朝鮮人を土地地券の名義人に立て、地券の名義人を房主人と呼び、実
際的な土地所有者を佃民と呼んだ。	
54. 満州国は、日本が主導権を握り「五族（日本人、朝鮮人、満人、漢人、モンゴル）で構成
する独立国家とされ、建国の精神もこの五族の「民族協和」であるというスローガンを掲
げていた」[注 22]孫春日、前掲、2009	、p2	
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55. 民族性を強く帯びていたこの組織が別の新しい政治思想を掲げることを懸念して、中国共
産党の延辺委員会が介入し、大同盟会メンバーの中国共産党への加入を勧めたとの証言も
ある。	
56. 封建的および半封建的榨取による土地制度を廃止し、土地を耕す者の手に渡す政策を実行
した。この政策によって全農民に土地が平等に分配された。	
57. 朝鮮族農村では壮健な若者は戦場に行ってしまった。農業生産に必要な家畜、農機具、生
産資金が不足した為、共同生産を試みたのが残された軍人家族であった。彼らは自発的な
互助組を組織したのである。「朝鮮人は過去、共同で農業をしようと『集落』を編成したこ
とがあった。このような昔の生産形式は『互助組』を作る為の良い土台だ[注 7]	88 回」	
58. 中華人民共和国が施行した農業・工業の大増産政策である。	
59. 文化大革命期の中華人民共和国において、毛沢東の指導によって行われた青少年の地方で
の徴農を進める運動のこと。	
60. 1982年の憲法改正では、村民委員会が都市における居民委員会と同様、農村における基礎
の大衆的自治組織であることが明文化された。1987年の第6期全国人民代表大会常務委員会
第23回会議で「中華人民共和国村民委員会組織法」が制定され、1988年6月1日から実行さ
れた。	
61. 韓国法務部：登録外国人現況、2010 	
62. 孫春日：前掲[注22]、2009	、p79	
63. 孫春日：『解放前東北朝鮮族土地関連史研究』吉林人民出版社	2011p99	
64. 林梅：中国朝鮮族村落の社会学的研究-自治と権力の相克、御茶の水書房、2014、p42	
65. 林梅、前掲[注61]、2014	、p45	
66. 林梅、前掲[注61]、2014	、p55	
67. 林梅、前掲[注61]、2014	、p56	
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第３章 
民俗村における文化的観光デザインの構築 
 
本章では、研究対象である民俗村をフィールド調査し、そこで行なわれている文
化的観光デザインの現状を考察する。調査対象は民俗村の形成順番から、安図県
紅旗民俗村、和龍市金達萊村、図們市百年部落とした。３つの民俗村が位置する
伝統村の形成、民俗村の形成と変遷、民俗村での文化的観光活動がどのようにデ
ザインされているのかを明らかにし、その特徴と民俗村の運営実態を考察した。	
 
 
 
 
3.1. 本章の研究概要 
3.2. 長白山観光開発が民俗村の形成に与えた影響 
3.3. 安図県紅旗村「紅旗民俗村」の考察 
3.4. 和龍市金達萊村「金達萊民俗村」の考察 
3.5. 図們市白龍村「百年部落」の考察 
3.6. 第３章のまとめ	
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3.1. 本章の研究概要 
	 	
3.1.1. 研究の背景と目的 
 
	 グローバル化による開発は自然環境への劣化をもたらし、少子化は労働力の低下、高齢化
は社会保障費用の負担になるなどの社会的問題における対策の一つとして創造的な社会づ
くり・地域づくりが重要であると考えている。創造都市論のリーダであるチャールズ・ラン
ドリー[注1]、リチャード・フロリダ[注2]、創造農村の佐々木雅幸らは[注3]が強調する「創
造の場」が過疎地に生み出されると提言している。Oxford大学のCarl	 Benedikt	 Freyと
Michael	A.	Osborneは2016年8月、Technological	Forecasting	and	Social	Change（TFSC）
に発表した「The	Future	of	Employment:How	Susceptible	Are	Jobs	to	Computerisation?」
[注４]では、これからの10〜20年の間で、アメリカの約47%の職業と英国の約35%の職業が人
工知能やロボットに代替されるという。そして、野村総合研究所との共同研究においては、
日本でも601種の職業が人工知能などで代替可能になり、これは日本の労働人口の約49%に
占める結果である。この研究結果において、創造性が必要な業務、他者との協調や、他者の
理解、説得、ネゴシエーション、サービス向上性が求められる職業は、人口知能などでの代
替は難しい傾向があると分析した[注５]。観光産業は、人と人との交流、質の高いサービス
を提供する職業として注目できる。2017年7月3日、国家観光局（中国語：国家旅游局）が発
表した「“十三五”観光人材発展企画要綱（中国語：“十三五”旅游人才发展规划纲要）」
では	“十三五”期間[注６]	の観光産業関連の従事者は2015年の2798万人から3300万人ま
で増加すると予測している[注７]。国家観光データセンターは、2017年の中国観光市場につ
いて調査データを発表した。国内観光客は前年度同期と比べ12.8%増加の延べ50.01億人を
達し、GDPの寄与度はGDP総額の11.04%の約9.13万億であり、観光産業に直接関連している従
事者は2825万で、間接雇用人数は7990万人を達し、全国就業人口の10.28%を占めている[注
８]。以上から、本研究では「創造」を「観光活動」とみなし、観光産業における「質の高
いサービス」とは、お互いの文化に対する理解を深める活動であると理解したい。	
本章では、この創造の場を中国と北朝鮮の国境に位置している、延辺朝鮮族自治州（以下
延辺）における伝統村を調査対象地として、そこで行われている創造的な活動を重点的に考
察する。	
	 中国の東北部に位置する延辺は、ロシア、北朝鮮、日本海に接する東北アジアの重要な接
点の地である。19 世紀末から新中国成立(1945 年)まで、災害や戦争により、約 100 万人の
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朝鮮人が朝鮮半島の咸鏡北道・平安道から現在の延辺に移住してきた。中国国内では、「闖
関東」[注９]による漢族を中心として民族移動が行われ、延辺は朝鮮族、漢族、満族、モン
ゴル族などによる、複合的な多民族社会が形成された。	
	 現在、延辺には約 80 万人の朝鮮族が住んでおり、延辺総人口の約 30%を占め、人口減少
が深刻である。当地域は、朝鮮半島以外に存在する最大の「コリアン集団居住地」であり、
約 100 年以上に亘り独自の文化を伝承してきた。しかし、1980年代末から、国の開放政策	
と中韓国交正常化は、人口流失と伝統村の衰弱をもたらした。	
延辺は、国境地域に位置し、民俗文化が濃厚であることからエスニック・ツーリズムが期
待できる。近年、延辺各地の伝統村では、朝鮮族の伝統的な民俗文化をテーマとした民俗村
における観光活動が活発である。本研究における民俗村とは、民族固有の風習と生活文化を
保持している伝統村において、民俗文化をめぐる観光事業が推進されている観光地のこと
とする。1990 年代末頃、延辺・安図県の長白山観光区域(図１)は、観光開発の重点地域に
指定され、その観光ルートに位置する伝統村における民俗村の開発が行われた。民俗村の運
営主体は村委員会（政府）と企業の共同運営と村民個人による運営に分けられる。前者は、
従来の商業活動を中心に据えるものであった。伝統村には一定の経済的収益をもたらした
ものの、村民は土地を提供していたにもかかわらず雇用される立場になっており、利害関係
の不一致が懸念されている。主に、外部主体で行なっている観光活動として、村民の参画は
積極的ではない。後者は、村民主体の運営になっているが、海外労務などで資金を集めた帰
郷村民を中心として村の村民を説得し、自らの力で民俗村の活性化を図ることから、民俗文
化の継承と経済効果を期待するようになる。	
	 本章では、そのうち３つの民俗村を調査対象としている。研究の目的は、民俗村の形成と
変遷、現状を考察し、そこで行なわれている文化的観光デザインの要素を明らかにすること
である。	
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3.1.2. 調査方法 
 
	 調査地に関する文献調査、現地調査を考察する。	
（１）文献調査では民俗村の形成と変遷に関して考察した。主に、吉林新聞	[注 10]と延辺
新聞	[注 11]の研究対象地における関連報道を参照した。	
（２）現地調査では紅旗民俗村、金達萊民俗村、百年部落のフィールド調査を行った。調査
方法は三段階に分ける（表 1）。第一段階では村民、村長、運営主体を対象に「村の現状に
関して」「民俗村ができた以前と後に関して」インタビューを行った。第二段階では調査者
である筆者が営業時間に民俗村に滞在しながら運営主体、従業員、観光客の動きと運営現状
を観察しエスノグラフィー手法を用いてデータをまとめた。データは主に、写真、動画、録
音、メモで記録する。第三段階では、第二段階で採集したデータに関して運営主体、従業員、
観光客に対する再確認を行い、そのデータを最終的に整理した。	
 
 
図１.長白山を源流とする三つの江、 図們江、 鴨綠江、 松花江 
出典：Google map(2017.11.8) 、編集：筆者 
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3.1.4. 調査対象の選定理由 
 
 
 
 
	 本研究の調査対象は、延辺朝鮮族伝統村における民俗村である。現在延辺には14つの民俗
村があるが、今回の調査対象以外の民俗村は近年（２、３年）形成された民俗村である。今
回の調査対象である民俗村は、それぞれ、紅旗村の紅旗民俗村、金達萊村の金達萊民俗村、
白龍村の百年部落とする(図2)。近年、延辺の伝統村における民俗村の数は急激に増え、「民
俗村」という名称がついていなくても村民が主体として経営している飲食店を中心に観光
客を呼び込んでいたり、模倣式伝統家屋を建設しレジャー施設を提供したり、村の自然環境
を利用して釣り客を対象とする漁場を経営するなどさまざまな形式で観光産業を行い、そ
の数は明確ではない。	
図２.延辺朝鮮族自治州と調査地である民俗村 
●白龍村、      ▲金達萊村、     ■紅旗村 
①移住初期の定着地域、②移住中期の定着地域、③移住後期の定着地域 
出典：Google map(2017.11.8)、編集：筆者 
 
 75 
そのなかでも、安図県紅旗民俗村、和龍市金達萊民俗村、図們市百年部落を選定した理由と
しては、以下の６つにまとめた。	
(１)歴史的に朝鮮族の定着地が、移住初期は国境地域と近い場所であったものの、移住が進
むにつれて内陸へと拡張していることから、移住時期別の民俗村を取り上げた	
(２)村の90%以上が朝鮮族である典型的な朝鮮族伝統村である（戸籍上、一時な的定住者は
含まれない）。	
(３)民俗村の形成・運営時期がほぼ同じである。	
(４)村の空洞化が懸念されている	(朝鮮族の離村現象)。	
(５)政府やマスコミから最も注目されている民俗村である。	
(６)食、遊、観覧、体験、宿等の多様な観光活動を提供している。	
	
調査概要に関しては、調査時期、調査対象、調査目的、調査方法についてまとめた（表1）。
調査時期は、2016年2-3月、8-9月、2017年4-5月に行なった。３つの民俗村における現地調
査回数は、それぞれ、紅旗民俗村は3回、金逹莱民俗村は6回、百年部落は13回であり、百年
部落に関しては宿泊の観光客が多いため、住み込み調査を行ない、一泊二日の場合訪問回数
を２回としてカウントした。調査対象に関しては、民族村の責任者と従業員、伝統村の村長と村
民を中心にインタビュー調査を行なった。調査対象による答えた異なる場合は、第三者に確認す
ることで、できるだけ明確なデータを求めた。	
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 紅旗村—紅旗民俗村 金達萊村—金達萊民俗村 白龍村—百年部落 
所在地 
吉林省延辺朝鮮族自治州
安図県万宝鎮紅旗村 
吉林省延辺朝鮮族自治州和龍市 
西城鎮金達萊村 
吉林省延辺朝鮮族自治州図
們市月晴鎮白龍村百年部落 
調査時期（訪問回数） 
2016 年 8月（１回）、 
2017 年 5月（２回） 
2016 年 3月（１回）、 
2016 年 8、9月（３回）、 
2017 年 4、5月（２回） 
2016 年 2、3月（３回）、 
2016 年 8、9月（４回）、 
2017 年 4、5月（６回） 
調査対象１ー村民：調
査地（人数） 
民俗村内（４人）、 
自宅訪問（２人） 
民俗村内（３人）、 
自宅訪問（３人） 
村民活動室（11人）、 
自宅訪問(９人) 
調査対象２ー運営主
体：調査地（インタビュ
ー時間） 
 責任者の一人である村長（玄元国
氏）：民俗村内の文芸活動室（１時
間） 
総責任者である金京南氏：民
俗村内の自宅（２時間） 
調査対象３ー村長：調
査地（インタビュー時
間） 
趙哲范氏（1時間半） 同上 金京順氏（1時間半） 
調査対象４—従業員：担
当・役割（人数） 
お土産製造販売員（２人）、
飲食担当（２人） 
サービスセンタ （ー１人）、キムチ
工場販売員（１人）、カフェ販売員
（１人）、飲食担当（３人） 
民俗芸能・イベント担当（５
人）、朝鮮族服飾貸与（１人）
入場券販売員（１人）、飲食担
当（２人） 
調査目的 各民俗村の現地における観光活動の考察、文化的観光デザインの特徴をまとめる 
調査方法 
フィールドワーク：①一次調査では村長、村民、運営主体を対象にしたインタビュー調査から、
民俗村の考察を行う、②二次調査ではエスノグラフィー手法を用いて、運営時間帯においてよ
り包括的な「ありのままの現場」を記録、③村民、運営主体、従業員を対象にヒアリング調査
を行い、①②の再確認とデータをまとめる。 
 
表 1 民俗村における調査の概要 
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3.2. 長白山観光開発が民俗村に与えた影響 
	
	
	
	 長白山（図３、４）は、中国と北朝鮮の国境地帯にある標高 2、744m の火山である。最初
の火山形成は今から 60 万年ほど前で、史料に登場する長白山の噴火活動は 1413 年が初め
てと知られている[注 12]。古くから、朝鮮民族[注 13]と満州民族それぞれの聖地とされ、
松花江、図們江、鴨綠江は長白山が源となっている（図 1）。長白山は、中国十大名山[注 14]	
の一つで、山頂には「天池」（図３、４）と呼ばれる湖があり、滝や温泉などの自然環境が
豊かである。1980 年に国際長白山生物圏保護区域は世界自然保留地として選定されたほか、
2007 年には国家 5A級観光景区に指定された(表 2)。	
	 長白山観光景区を訪れる観光客は年々増加している。年間観光客の人数から見ると、1980
年には約 3万人だったが、1990年には約 10 万人、2000 年には約 24 万人、2006 年には約 70
万人、2016 年には約 250 万人を超えている[注 15]。2000 年代から国内外の観光客が急激に	
増加し、交通網の整備及び国内の経済発展による国民生活の質的向上したことなどが背景
にある。2005 年、吉林省政府は長白山保護開発区管理委員会を開き、長白山景観区域を含
む周辺地域での観光開発を強化する方針を打ち出した。そのため、長白山の観光客の増加は
延辺における民俗村の観光事業の発展に大きな影響を及ぼすことになった。一般的に、多く
の観光客は延吉市に位置する延吉朝陽川空港や高速鉄道を利用し、延吉市からバスや車で
長白山景区に行く。現在、延吉朝陽川空港は国内線(13 都市)と国際線（４カ国）[注 16]と
もに就航しており、2015 年には高速鉄道も開通し、延辺と全国各地をつなぐ交通網が整備
されている。延吉市から長白山ルートには省道路の「S202」と「S203」の 2つ（図２）の道
路があるが、「S202」の沿道には金達萊村があり、「S203」の沿道には紅旗村が隣接していて、
多くの観光客はこの２つの民俗村を休憩場や食事処として訪れている。	
図３.長白山天池 冬、2013.8 [注 12] 図４.長白山天池 夏、2017.6  [注 12] 
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表 2. 長白山の歴史的変遷 
時期 実施機関 実施した政策 
1960年4月 
第一期全国人民代表大会第三次会
議提案と中華人民共和国林業部指
示 
「吉林省長白山自然保護区域」を建設、総面積
236750hm2中、絶対保護区域は139875hm2、一般
保護区域は96875hm2。 
1960年11月 吉林省林業庁 「吉林省長白山自然保護区域管理局」成立 
1968年12月 
安図県（吉林省延辺州）、長白県（吉
林省）、撫松県（吉林省） 
それぞれの県で各自管理、 
1972年12月 吉林省林業局 「長白山自然保護区域管理局」を収取 
1980年1月 
国際連合教育科学文化機関（ユネス
コ、UNESCO） 
国際生物圏保護区域、世界自然保留地 
1982年8月 吉林省人民政府 
絶対保護区域と一般保護区域を取り消し、通称
「吉林省長白山自然保護区域」とし、総面積は
196465hm2 
1986年7月 中華人民共和国林業部 国家級森林野生動物類型自然保護区域 
1988年11月 
第七期吉林省人民大会第七次常務
委員会 
「吉林長白山国家級自然保護区域管理条例」を
発表し、保護区域における規範化管理の法律を
公布 
1992年8月 国際自然保護連合（IUCN） A級自然保護区 
2003年 中国国土経済研究会 「中華十大名山」 
2005年6月 第七次吉林省委員会 「長白山管理委員会」成立 
2006年7月 中華人民共和国建設部 
「初回中国国家自然遺産、中国自然と文化両遺
産予備名録」に選定 
2007年 国家観光局 初回「国家5A級観光景区」[注17] 
注：吉林省長白山保護開発区域管理委員会ホームページを参照し筆者が作成 
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	 長白山観光開発により国内外の観光客が多く訪れていることから、長白山観光ルート
(S203、S202、図２)に位置している伝統村の観光産業が活性化した。本研究の調査対象であ
る紅旗村は 2003 年度から飲食店を中心に民俗村の運営をしていたが、その以前から村には
十数個の朝鮮族飲食店が並び通りの長白山観光客が食事処として訪れていたと現地による
調査からわかった。朝鮮族の離村現象から、現在は４個の飲食店しか営業をしていない。そ
して、金達萊村の場合は、本来長白山観光ルートである高速道路 S202(図２)と少し離れて
いるところにある村（当時は明岩村）であったが、周辺の３つの村と合併し長白山観光ルー
トのすぐそばに移転した。金達萊村は、観光産業を活性化する目的として合併された村であ
るため、金逹萊民俗村は政府からの支援を多く受けている。	
	
	
3.3. 安図県紅旗村「紅旗民俗村」の考察 
 
 安図県紅旗村の紅旗民俗村に関しては、3.3.1.項の紅旗村の形成と変遷を考察し、
3.3.2.項の紅旗民俗村の形成と変遷、3.3.3.項の紅旗民俗村における文化的観光デ
ザインに関する現状をまとめた。	
	
3.3.1. 紅旗村の形成と変遷 
	
	 移民後期の 1930 年代、紅旗村の周辺は日本の開拓移民集団「2 号部落」の移住地であっ
た。終戦後、日本人開拓民は帰国し、当地域には朝鮮半島南部の移住民「6号」が移転して
きた。1954 年、地方政府の呼びかけから、和龍市・延吉市などの周辺地域から朝鮮族の移
住が行われた。朝鮮移住民の出身地は咸鏡北道が多く、その後、忠清道や江原道出身者の移
民者も増えた。この地域には、朝鮮族だけではなく漢族住民も生活していたため、紅旗村は
異なる出身地の人が住む混住村となった。	
	 改革開放前の集団生活の時期、紅旗村の人民公社[注 18]の米の収穫量が多いことが有名
で周辺地域から多くの住民が移住してきた。1960 年代は移住が自由に行っていて、より良
い居住環境を求めて紅旗村に移住いてくる人が多く、1970 年代まで紅旗村において住民が
一番多い時期であった。文化大革命時期、知識青年が紅旗村に下鄉、若者の到来は村に活気
をもたらした。当時、青年たちは村民とともに宣伝隊を組織し農閑期にはさまざまな文芸活
動を行い、万宝鎮で有名だった[注 19]。しかし、1980 年代になると知識青年は村を離れ、
一部村民も都市に移住した。1990 年代は出国ブームにより多くの村民は村を離れ海外労務
 80 
に出かける。1985 年、村の人口は 458人[注 20]であったが、現地調査から現在は約 100 人
の村民が生活している。	
	 红旗村は、移住後期（第二章）である 1930 年代から延辺朝鮮族自治州成立後の 1960 年代
にかけて形成された村であり、移民時期と移民背景により出身地が異なるメンバーで構成
されている。現地調査の村長と村民のインタビューから村の交流が少ないということで、村
民同士の共同体意識が比較的薄いことと分析できる。	
紅旗村では、長白山観光ルートの高速道路の側に村民よる飲食店が４箇所あり、長白山観光客
に伝統食を提供していた。村民のインタビューによると、2000 年代は 13つの飲食店があったと
いうが、その後、出稼ぎなどで村を離れ、今は 4つの飲食店しか残っていないと話した。現地に
よるインタビュー調査から確認できるのは、長白山観光ルートの高速道路開通後、村における主
な収益は長白山観光客を対象にした食事提供（飲食業）と長白山の麓で栽培した高麗人参などの
貴重な漢方薬剤の販売（販売業）から村の活性化を果たしていた。このような背景から、紅旗民
俗村では民俗芸能を鑑賞しながら食事をできるような観光活動を行うようになる。	
 
3.3.2. 紅旗民俗村の形成と変遷 
 
紅旗村は、長白山観光地ともっとも近い場所に位置する伝統村である。1995 年、吉林省
党委書記の李徳洙[注 21]は、紅旗村を視察し「中国朝鮮族第一村」（図５）と名つけた。省
政府が積極的に民俗村の観光事業を推進したのは、紅旗民俗村が観光地として発展してい
く潜在的な可能性があると確認したからである[注 22]。2002 から、外部の観光会社に民俗
村の運営権を売却し、契約は 2022 年までになっている。2006年から、毎年 5月末に政府が
主導し、民俗観光祭を行っていた(図５、６)、2016年と 2017 年は開催していなく、今後も
開催するかどうかはまだ未定であると村長のインタビューがあった。2010 年、大雨による
洪水氾濫は、紅旗民俗村に莫大な被害を与えた。安図県政府は「紅旗村観光発展企画」によ
り復元工事を行う同時に、観光会社の投資もあり、被害が大きかった民族公演場、旅館、街
路灯、公衆トイレなどは新しく建設し、被害が比較的少なかった観光客サポートセンター、
農村文化館、民俗体育娯楽場などの施設は修復工事を行った（図７）。民俗村の再開後、観
光客としては主に東北三省からの一泊二日長白山ツアー客を対象にしている。	
	 2008 年には、国家観光協会の「国家級３A景区」、国家環境保護部の「国家級生態村」[注
23]に選ばれ、2009、2013 年には中央文明辦の「国家文明村」に選定された。 
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3.3.3. 紅旗民俗村における文化的観光デザインの考察 
 
 2016 年 8 月と 2017 年 5 月、現地におけるフィールド調査から、紅旗民俗村にお
ける（１）伝統文化、（２）民俗芸能、（３）商業型観光活動、（４）村民の参画の現
状について考察を行った。	
	
（１）伝統文化 
	 現地調査から,紅旗民俗村で行われている伝統文化的な要素は、以下の３つにま
とめることができる。一つ目は、2013 年に百年部落（3.4.節）の伝統家屋を模倣し
図５.紅旗民俗村・第一回民俗観光祭開幕式[注 24] 図６.紅旗民俗村・第一回民
俗観光祭 象帽舞[注 24] 
図７.紅旗民俗村観光区域計画図 2017.5 
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て作られた百年民宅（図８、９、10、図７の○13）である。観光客は入口から内部を
参観していた。図９、10 から確認できるように内部施設は「見せる」のみ機能をし
ていて、同民宅は「展示品」のような施設であった。二つ目は、紅旗村民俗館（図
11、図７の○11）である。民俗館内部は紅旗村の形成歴史を写真で展示していた。三
つ目は、ツアー客を案内する解説人が朝鮮族伝統服飾を着ている点である。しかし、
解説人は企業の従業員である漢族であるため、朝鮮語は一言も話せなかった。以上
の内容から、紅旗民俗村における伝統文化は比較的に薄いと分析した。	
	
 
 
（２）民俗芸能 
	 1990 年代、村民による民俗芸能公演団体が結成され、その公演は万宝鎮あたりで
は有名であった。その後、村民による公演は名節の時に内部で行うイベントとして
行っている。	
図 11.紅旗村民俗館 2017.5 
図８.紅旗民俗村の百年民宅 2017.5 図９、図 10.紅旗民俗村の百年民宅の内部 2017.5 
図 12.紅旗村民俗館を案内している解説人 
2017.5 
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紅旗民俗村における民俗芸能は 2006 年から開催された紅旗村観光祭（図 13）で
ある。開催初期である 2006〜2009 年は、村民が主体として行われ、長鼓舞、象帽舞
（図６）などのさまざまな公演をおこなっていて、村民が楽しめる内部向けのイベ
ントであったが、2012〜2015 年は政府の支援によって、外部向けのイベントとなり、
村民の参画が減少した。観光祭は洪水災害の影響から、2010 年、2011 年開催してい
なく、2016 年と 2017 年も政府との共催がうまくまとまっていなっかったため開催
していない。村長のインタビューによると、今後の開催計画もまだ決定していない
という。	
	 2013 年から、長白山ツアーの一環として昼に紅旗民俗村の食事処（図 14）で食
事をしながら民俗芸能の観覧ができる。公演時間は約 20 分程度で、昼食と夕食に
限定で行っている。公演をしているのは、観光会社の職員で全員漢族の人であり、
定期的に専門家から教わった民族舞踊を観光客に披露していた。	
	
	
（３）商業型観光活動 
 紅旗民俗村では、外部からの漢族の長白山ツアー客が中心となっていて、地元の
朝鮮族観光客はほとんどいない。現地調査の当日 13 時頃、民俗村ないには 4 台の
ツアーバスが停車していた。観光客に聞くと、ハルビンや吉林省の長春の観光客で
あり、インターネット上で長白山観光ツアープランを予約し来訪していた。ツアー
の料金には、食事代と民俗芸能の観覧料金が入っていて、120 元の比較的に高額で
あった。屋内外で商品を販売しているが、主に高麗人参などの漢方薬剤が多かった
（図 15、16）。観光客は、村民の家も参観できるが、そこで観光会社の職員が観光
客に高麗人参を販売していた（図 17、18）。	
図 13.紅旗民俗村・文化観光祭の民俗芸能 
      出典：吉林新聞 2007 
図 14.紅旗民俗村・食事しながら 
    鑑賞する民俗芸能，2016.８ 
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（４）村民の参画 
1990 年代、紅旗村の老人協会は約 50 人の朝鮮族老人で自主結成され、民俗村の
建設を準備していた。当時、李光洙協会長を中心とし、各自の家で持っている古物
を集めるなど動きもあり、韓国の民俗村見学なども行っていた。民俗博物館では伝
統的生活道具などが展示され、民俗遊具、伝統食もつくるなどの活動もしていた。
そして、約 10 人程度の老人による民俗芸能公演団体も結成し、公演もおこなって
いた[注 25]。しかし、企業が運営権を握ったあとは、村民の参画が減少している現
状である。	
 
 紅旗民俗村における文化的観光デザインは、商業型観光活動を中心としており、
伝統文化と民俗芸能はツアーの一環として行われ、村民の参画は見られなかった。
これは、企業が運営主体となっているため、経済収益を最優先にし、朝鮮族文化を
図 15.紅旗民俗村の屋外商売店、2017.5 図 16.紅旗民俗村の屋内記念品コーナー、2017.5 
図 17.村民の家を参観する観光客、2017.5 図 18.村民の家で高麗人参を販売している職員、
2017.5 
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深めるような活動は比較的少ないことが現地調査から確認できた。	
 
3.4. 和龍市金達萊村「金達萊民俗村」の考察 
 
和龍市金達萊村の金達萊民俗村に関しては、3.4.1.項の金達萊村の形成と変遷を
考察し、3.4.2.項の金達萊民俗村の形成と変遷、3.4.3.項の金達萊民俗村における
文化的観光デザインに関する現状をまとめた。	
 
3.4.1. 金達萊村の形成と変遷 
 
 
	 移民中期の 1910 年 11 月、咸鏡北道城津郡（現金策市）から約 20 世帯、150 人規模の移
民集団が図們江を渡り明岩村[注 26]（現金達萊村）に定着する。1912年に「普進学校」が
設立、教員は全員朝鮮から亡命した革新派であった。学生を含む村民もその影響を得て「日
本帝国に対抗」「愛国精神」などの思想が強かった。[注 27]	
	 村民のインタビューによると 1960、70 年代は、国家政策である大躍進運動（1958〜1961
年）と文化大革命（1968〜1978 年）により、村にとって最も大変な時期であったという。
その後、農業と梨の栽培を主業として生活をしていた。生活用具のものづくりを行い生業と
していたが、主に、ソバチ（木の枝で編んだお米や豆を入れる朝鮮族伝統的な壺）やセキ（木
を縛る丈夫なロープ）などの製作を行なっていた。	
	 2010 年、明岩村付近も深刻な洪水災害を受け、伝統村の住居が破壊された。中国政府は
社会主義新農村政策により空洞化している周辺村落（明岩村、丘山村、獐項村）を合併し、
金達萊村の建設を行った。2014 年和龍年鑑によると、戸籍上の金達萊村人口は 1269 人、457
世帯であると示しているが、村長のインタビューからは、約 300 人の村民が定住していると
いうことで、村の空洞化状況が深刻であった。	
図 19.金達萊村の全景、S202 公路 2016.8 
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金逹萊村では、キムチ工場、植物園、飲食店を行なっており、観光業が主業となっている。キ
ムチ工場は地元（延辺和龍市）の伝統食品（漬物）起業家が設立していて、新鮮なキムチを求め
て来館する観光客がいた。特に、村民に対しては市販価格より安く提供していた。植物園は、政
府の投資により設立されていて、当村有名の金逹萊花（日本名はツツジ）を展示・販売している。
金逹萊村には、５箇所の飲食店があるが、２つは企業運営で、3つは村民の自宅を飲食店にした
村民運営である。これらが地域産業として、形成・発展していることは、伝統村の活性化におい
て観光産業の役割が重要であることと考えられる。	
 
3.4.2. 金達萊民俗村の形成と変遷 
 
	 金逹萊民俗村は周辺観光地の発展により形成されている民俗村である。約 7km 距離に旧
渤海遺跡（698〜926 年）、約 27km の距離には国家級 3A 風景区の仙景台、長白山観光ルート
の隣接に位置しており、観光客を呼び込むための好条件を備えている。新村は公路 S202(図
2、19)に隣接していて、合併した３つの村の中でももっとも古い歴史を持つ明岩村村民が民
俗村の中心部に移転し、観光地として開発されるようになった。	
	 「金達萊花[注 28]の故郷（朝鮮語：진달래고향）」と言われた明岩村は、2006 年から政府
の主導で「第一回金達萊文化観光祭」（図 20）を明岩村（現在金達萊村）で開催した。その
後、毎年 4月末に 2日間明岩村、仙景台で民俗芸能を行う、当時は、主に村民が主体となり
公演を行った。2010 年洪水災害後、2011 年村の合併などで、村名を金達萊村と村名を変え
た。2012 年には、「第五回金達萊文化観光祭」（図 21）を再開し、2017年の「第九回金達萊
民俗文化観光祭」では村民以外の企業、延辺の観光会社、専門の公演団体、学生による公演
など様々な団体が参加した。	
	 第二章でも分析してように移住中期の朝鮮人移住民は、革新派・愛国反日派（愛国に関し
ては、朝鮮のことである）であり、村の形成の歴史的背景からでも、当村の政治思想が政府
に認められなどのことから、2009 年には「少数民族特色のあるモデル村」に選定された。
2010 年、洪水災害の復旧と民俗村建設の支援として国から補助金 3000 万元を得た[注 29]。
村長のインタビューから 2015年、習近平主席が和龍市を視察したことで、金逹萊民俗村は
政府と企業から莫大の支援を得て、その発展が加速したという。まだ、当村は新農村モデル
村であるため、政府の関与度が高く、政府主導による形式的なイベントが多い。	
	 2013 年には、国家農業部主催の「全国魅力村」[注 30]に選定、2014 年に国家民委の「全
国少数民族特色村」[注 31]、中央文明辦の「国家文明村」[注 32]に選定された。	
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3.4.3. 金達萊民俗村の文化的観光デザインの考察 
 
	 2016 年 3 月、8、9 月と 2017 年 4、5 月、現地におけるフィールド調査から、金逹
萊民俗村における（１）伝統文化、（２）民俗芸能、（３）商業型観光活動、（４）村
民の参画の現状を考察した。	
 
（１）伝統文化 
 金逹萊民俗村には、企業が運営している記念品販売ショップが 10 箇所以上ある。
３箇所は総合記念品販売ショップであり（図 24）、そのほかは外部運営者（個人経
営）が場所を借り、様々な民俗商品を販売している(図 25)。ここでは、他の民俗村	
図 21. 第五回金達萊文化観光祭、2012、[注 34] 
図 22. 第九回金達萊文化観光祭・村民に
よる洞簫と長鼓の民俗芸能、2017.4 
図 23. 第九回金達萊文化観光祭・象帽舞と 
長鼓の民俗芸能、2017.4 
図 20. 第一回金達萊文化観光祭（明岩村）、
2006[注 33] 
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図 24.金達萊民俗村・ 
記念品販売コーナー、2016.9 
図 25.金達萊民俗村・ 
手作り草帽子商店、2016.9 
図 29.金達萊民俗村入口、2017.4 図 30.金達萊文化観光祭・期間限定屋台、2017.4 
図 27.金達萊民俗村キムチ工場、2017.5 図 28.金達萊民俗村キムチ工場・ 
地下の伝統保管法、2017.4 
図 26.周遊自転車 
2016.9 
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で見られない限定商品が多く売られており、生活用品から展示品、食品、酒類、飾
り物、朝鮮族伝統服飾などが多数売られている。	
金逹萊民俗村では朝鮮族の伝統食であるキムチを漬けたての新鮮な状態で販売
や、観光客向けのチムチ工場の見学（図 27、28）などで、自産自消を目指している。
キムチの種類は 10 種類以上で、季節の漬物も多く売られていた。2014 年に和龍市
のキムチ工場が規模を拡大し、金達萊民俗村内に移転した。現地調査から、地元（延
辺）の観光客はキムチを購入するために来館していて、郵送サービスも行なってい
るため、外部の観光客は一番新鮮なキムチを予約し時期を決めて自宅に郵送するこ
ともできる。	
現地調査から、金逹萊民俗村で行われている伝統文化は「商品販売」を中心とし
ているが、企業（外部と地元）や個人など様々な人が関わっていた。特に、販売す
る商品に関しても工夫をかけていることを実感した。例えば、キムチ工場ではキム
チ製造の体験イベントなども行なっており、民俗文化の伝承につながる活動も行な
っていた。	
	
（２）民俗芸能 
 金達萊民俗村における民俗芸能は、主に、「金達萊文化観光祭（以下、観光祭）」
（図 20、21、22、23）における短期イベントである。観光祭の時は、観光客が多く
訪れるが、終わると民俗芸能の公演イベントは行っていなく、観光客も少ない。紅
旗民俗村と同様に、金逹萊民俗村（当時は明岩村）における観光祭の初期は村民が
公演の主体（図 20）となり、近隣村との交流を深めるためのイベントとして開かれ
ていた。合併後、企業や政府が運営主体となったあとは、主に、専門の公演団体を
招待し観光客向けの公演を行っているが（図 21、23）、村民による公演も披露して
いる（図 22）。	
 
（３）商業型観光活動 
 2013 年から、企業を誘致し貿易会社が民俗村の観光運営を行っている。企業は、
民俗村の入口の横に商店街を建設し、さまざまな売店を作った。しかし、現地調査
から、観光祭期間以外の時は、観光客が少なかった（図 24）。観光用の周遊自電車
（図 26）も提供しているが、普段利用している人は少ない。観光祭の時は、期間限
定の屋台も誘致しているが、経営者のインタビューによると、観光祭の初日は人が
多かったが、二日目から人がすくなくなっているため、営業していない店舗も多い
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という。屋台では、漢族食である山西刀削麵や臭豆腐、イカの鉄板焼きなどが売ら
れており、朝鮮族伝統食の販売は見られなかった。	
	
（４）村民の参画 
 村の合併前は村民同士の交流も多かったが、合併後、民俗村の開発のより観光客
が多くなったことで生活に影響がでることで村を離れる人もいるなど、村民の共同
性が弱くなっている。したがって、2006 年の第一回金達萊文化観光祭の時は村民主
導で行っていたが、近年の観光祭ではよそ者関与が多くなり村民の参画が減少して
いる。	
 
3.5. 図們市白龍村「百年部落」の考察 
	
	 図們市白龍村の百年部落に関しては、3.5.1.項の白龍村の形成と変遷を考察し、
3.5.2.項の百年部落の形成と変遷、3.5.3.項の百年部落における文化的観光デザイ
ンの現状について考察した。	
 
3.5.1. 白龍村の形成と変遷 
 
	 白龍村は、移民初期の 1880 年代、朝鮮半島の咸鏡北道からの移住民により形成された集
落である。当地域は、清政府の「封禁令」以前から、図們江以南の朝鮮半島民が水田農作を
行うなどの往来があったとみられる。初期段階では「朝耕暮帰」から「春来秋往」していて、
徐々に長期的な耕作をすることになった。移住の背景は、「災害被害」「肥沃な土地を求めて」
などの生活難である。移住民は親戚や同村同士であり、自発的な移住であったことから、村
民は深い絆で結ばれているほか、水田農業の歴史からも共同体意識が強いと考えられる。延
辺で最も早い時期に水田農業をしていたことから、「農耕第一村」の名誉を得て、「農耕舞」
も有名であった。	
	 村民のインタビュー調査によると、文化大革命時期（1968〜1978 年）は集団農業を行な
っていて、水田農業では米生産、旱田農業（畑農業、乾いた土）では豆生産やタバコ葉っぱ
の栽培をしていたという。1980 年代から 90 年代にかけては、土地が個人所有になり、個別
農業を行なっていたが主に、米とトウモロコシ生産を行っていた。1990 年代後半から、海
外の出稼ぎブームにより、朝鮮族は土と離れ、農業は主に漢族が行うようになる。	
	 実際、現地調査では、村民は村の活動室に集まり花闘[注 35]（図 32）を楽しんでいて、
 91 
村民同士の交流が頻繁であった。村民人数は戸籍上 100 戸、約 400 人と言われるが、現地調
査では約 30戸、約 80人が居住中で、半数以上の家が空き家となっており、空洞化が深刻で
あった。図們江を挟んで北朝鮮と隣接しているため「国境観光」ができる一方、複雑な国際
関係から様々な面で影響を受けることも考えられる。	
白龍村では、農業（お米）と観光業が主業である。村には、畜産業を行なっている村民（夫
婦）がいて 50頭以上の牛を飼っていた時もいたという。百年部落の伝統食で使用されてい
るお米や野菜などは、すべて地元産である。特に、観光客の要望により、高額である地元の
完全放牧牛（延辺牛は非常に有名であり、輸入牛肉より販売価格が 5倍以上高い）を販売、
提供している。	
	
3.5.2. 百年部落の形成と変遷 
 
	2005 年、10 年間の出稼ぎから帰郷した金氏は、自費で村の崩れ直前の伝統家屋を修復し、
歴史的文化遺産を中心とした民俗村の建設を行った。伝統家屋の周辺あたりには多数の廃
墟があったが、村民の同意を得て敷地を使用することになった。金氏は、百年部落の敷地内
に、伝統家屋を始めとする展覧館、公演や伝統統食を堪能できる場や宿泊施設を増設し、昔
の村の様子を再現した。2010 年９月、百年部落は観光客に開放され、営業期間は４月から
10 月まである。金氏によると、名節の時は毎日 500 人以上の来客があり、国内の観光客の
みならず、海外からの観光客もいるという。国内唯一の朝鮮族移住初期に建てられた伝統家
屋が注目され、マスコミでも多く報道[注 37]された。	
	 2013 年には、国家民俗委員会の「第一回中国少数民族特色村」に選定され、政府からの
補助金も得るようになった。2015 年には、伝統村落保護発展委員会が主催した「第三回中	
図 31.白龍村百年部落、2011[注 36] 
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図 32.白龍村の活動室で花鬪をしている
村民、2016.2 
図 33.百年部落伝統家屋、2016.8 
図 34.百年部落伝統家屋を案内している金氏
（朝鮮族服飾を着ている）、2016.8 
 
図 35.百年部落朝鮮族服飾貸与、2016.8 
 
 
図 36. 百年部落長鼓体験をする子供、2016.8 
 
図 37.百年部落民俗芸能、2016.8 
 
 93 
国伝統村」に選定され、図們市の観光局の認定を得て歴史文化遺産の観光地として入場料の
収集が認められた。そして、2016 年 12 月には、国家級 3A 景区に選定された。	
	
3.5.3. 百年部落の文化的観光デザインの考察 
 
	 2016 年 2、3 月、8、9 月と 2017 年 4、5 月、現地におけるフィールド調査から、
百年部落における（１）伝統文化、（２）民俗芸能、（３）商業型観光活動、（４）村
民の参画の現状について考察を行った。	
 
（１）伝統文化 
 百年部落における一番の見所は古い歴史と時代の変遷にも生き残った伝統家屋
である。1883 年移住初期に建てられた中国国内に現存する朝鮮族の伝統建築であり、
図們市の歴史的文化遺産に登録されている。2006 年、金京南氏が修復を始める前に
は村民の中では、「古い建物は壊すべき」という話もあったという（金氏のインタビ
ューから）。修復後、伝統家屋を中心とし民俗村が形成され、政府やマスコミからも
多くの支持を得ている。今も、4 月や 10 月の寒い時期は、内部で公演を行い、観光
客は内部に入り、展示品などを観覧できる。当家屋は、自由に出入りできるように
なっているため、朝鮮族の生活文化、歴史などを実感できる。	
 
（２）民俗芸能 
 百年部落の民俗芸能は、村民である老人による洞簫と長鼓の長期イベントである。
公演は、民俗村の営業期間の 4 月から 10 月まで行っていて、毎日、朝 8 時から夜
６時まで行っている。演奏する音楽は、主に延辺歌謡を演奏し、演奏している曲は
約 40 曲を超える。そして、韓国歌謡、北朝鮮歌謡、中国歌謡は、各 5 曲前後演奏で
きるという。いつも新しい曲や流行している曲、観光客の要求により演奏している
曲も多いという。そして、不定期的に、専門家を招待して民俗舞踊・歌謡の披露や、
民間の公演団体（図 37）の演奏場として活用している。	
	
（３）商業型観光活動 
 村民主体の民俗村であるため、商業活動は比較的に少なかった。主に、入場料金
と食事からえる経済収益と朝鮮族伝統服飾（図 35）の貸与サービスがある。企業が
運営している紅旗民俗村と金逹萊民俗村より、百年部落は商業型観光活動が少ない
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ことが特徴である。	
 
（４）村民の参画 
百年部落の案内人である金氏は，観光客に，村の形成から百年部落の発展，伝統家屋の修
復，伝統文化などに関して案内をしている（図 34）。長期公演では、村民による演奏だけで
なく，観光客との記念撮影や，民俗舞踊を教え，長鼓の体験などもでき，交流が頻繁である
ことが現地調査から確認できた（図 36）。百年部落の従業員は村民であるため、観光客に村
の歴史や朝鮮族の習慣などの交流ができ、異文化を体験できる観光地として好評であった
（観光客のインタビューから）。	
 
3.6. 第３章のまとめ 
	
3.6.1. 伝統村の調査結果 
	
	
	
表3の伝統村の調査比較表から、３つの村とも空洞化か深刻であることが確認できる。村
民に対するインタビュー調査と村民共同の活動室が完備されているかないか、利用度に関
 紅旗村 金達萊村 白龍村 
村民人数 
（戸籍上/定住者） 
約 400 人/ 
約 150 人 
約 1300 人/ 
約 300 人 
約 300 人 /  
約 90 人 
空き家比率 62％ 75％ 70％ 
朝鮮族比率（戸籍上） 95％ 90％ 90％ 
村の形成時期 
1930 年 
（移住後期） 
1910 年 
（移住中期） 
1880 年代 
（移住初期） 
村民の活動室 なし なし あり 
村民の共同体 弱い 弱い 強い 
 
表 3. 伝統村の調査比較表 
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する現地調査から村の共同意識について分析した。移住後期に形成された紅旗村は共同体
意識が比較的弱く、移住中期に形成された明岩村（現金逹萊村）は、合併村であることから
共同体意識が比較的弱く、移住初期に形成された白龍村は共同意識が比較的強いことが明
らかになった。	
 
3.6.2. 民俗村を考察した結果	
  
 紅旗村の紅旗民俗村 金達萊村の金達萊民俗村 白龍村の百年部落 
形成時期 2003 年 2006 年 2009 年 
営業期間 通年 4〜10 月 4〜10 月 
運営主体 企業 企業・村委員会 村民 
所有者 村委員会（政府） 村委員会（政府） 個人（金氏） 
初期投資 企業 政策 個人（金氏） 
周辺観光地 あり（長白山） 
あり（渤海遺跡、仙景台、長白
山） 
なし 
長白山観光地
との関連 
非常に強い 強い 弱い 
文化観光祭 
2006〜2009 年、2013〜2015 年 5 月
（政府・企業主催、１日） 
2006〜2009 年 4月末（明岩村、政府
主催、１日）、2012〜2017 年 4 月末
（2013年除く、政府主催、５日前後） 
なし 
入場料 なし なし あり（20元） 
観光客人数 
最盛期 7〜8月：平均300 人/日、 
最盛期以外の時期：平均 100 人/日 
文化観光祭時期：約4万人(5日間)、 
文化観光祭以外時期、平日：約 50人
程度、週末：約 100 人程度 
平日：平均 150 人/日、 
週末：平均 250 人/日 
観光客滞在時
間 
１〜２時間 １〜２時間 ２時間から２日 
従業員 漢族（外部） 漢族（外部） 朝鮮族（村民） 
観光客の特徴 
東北三省（黑龍江省、遼寧省、吉林
省）の長白山ツアー客 
文化観光祭時は地元（延辺）の観光
客が多いが、文化観光祭以外の時期
は外部からの長白山観光客が多い 
個人客（２〜6 名）、団体客（10 名
〜）、家族連れ、学校の合宿、同窓会
などの地元観光客が多い、夏休み期
間中は他地域の観光客が多い 
 
表 4. 民俗村の調査比較表 
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表 4 の民俗村の調査比較から、移住後期に形成された紅旗村における民俗村（紅旗民俗
村）は 2003年に形成され、移住中期に形成された明岩村（現金逹萊村）における民俗村（金
逹萊民俗村）は 2006 年に形成され,	移住初期に形成された白龍村における民俗村（百年部
落）は 2009年に形成された。	
調査から、民俗村の形成要因として２つにまとめた。１つ目は周辺観光地の影響と、２つ
目は伝統村の共同体意識があげられる。	
民俗村の形成時期と順番については、前章でも述べているように、移住初期に形成された
伝統村は共同体意識が比較的に強いが調査対象の中でも最後に民俗村が形成されている。
理由として、周辺観光地と運営主体の影響が大きいと分析した。長白山観光地と一番近くに
位置している紅旗民俗村では、企業の運営から早めに運営することができた。反面、百年部
落の周辺に有名観光地が少なく、村民主体の運営であるため、民俗村の形成が比較的に遅れ
て行われていることが明らかになった。	
紅旗民俗村と金逹萊民俗村は市の政府による観光祭を行っていて、多くの観光客が訪れ
ているが、観光祭が終わると観光客は少なくなる。百年部落は資金不足から観光祭は行って
いないが普段も観光客が来館している。観光客の滞在時間に関しては、紅旗民俗村と金逹萊
民俗村では 1〜2 時間滞在していることと比べ、百年部落は 2 時間〜2 日滞在していた。そ
の理由として、観光客の特徴があげられる。前者は、長白山観光地を目的としていて、ツア
ー客中心で、地元観光客はほとんどいないが、後者は、百年部落を観光目的として来館して
おり、家族旅行が多い。	
	
3.6.3. 民俗村で行われている文化的観光デザインの要素の分類 
	
	 現地調査から、民俗村で行われている文化的観光デザインの要素を４つに分類した（表
5）。それぞれ、伝統文化、民俗芸能、商業型観光活動、村民の参画であり、それぞれの項目
を以下のようにまとめた。	
 
（１）伝統文化 
	 伝統文化に関しては，３つの民俗村のいずれも国家級非物質文化遺産に登録されている
朝鮮族板跳びとぶらんこが設置されており，文化の伝承に加え，観光客の遊具設備としての
役割を果たしていた。百年部落では朝鮮族服飾を体験できるサービスがあり，金達萊村では
キムチ工場を見学することもできる。特に注目できるのは，百年部落の伝統家屋である。同
家屋は，1880 年から約３年かけて建てられ，釘は使用せず，原木の紅松は長白山から筏で	
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運ばれてきたもので建てられたものである。金京南氏は 30 年以上空き家になっていた伝統
家屋を修復後対外に公開し，観光客が家屋内部に自由に出入りできるようにしている。同家
屋の住空間は北朝鮮北部のものに似ていると言われており，その特徴は生活中心が屋内で
ある。これは，朝鮮半島以南（現在の韓国）の屋内外を融合した生活方式とは異なる。今日，
北朝鮮の閉鎖政策から様々な研究が行われるのが不可能であるため，当家屋は北朝鮮の伝
統家屋の研究としても意義がある。	
 
 紅旗村の紅旗民俗村 金達萊村の金達萊民俗村 白龍村の百年部落 
伝統文化 
1.朝鮮族板跳び 
2.朝鮮族ぶらんこ 
 
1.朝鮮族板跳び 
2.朝鮮族ぶらんこ 
3.キムチ工場見学 
1.伝統家屋 
2.朝鮮族板跳び 
3.朝鮮族ぶらんこ 
4.朝鮮族服飾（貸与サービズ） 
民俗芸能 
（イベント） 
1.観光文化祭（短期、年に一回、） 
2.朝鮮族洞簫音楽（短期） 
3.朝鮮族農楽舞・象帽舞（長期） 
4.朝鮮族長鼓舞（長期） 
（以上の 3、4 はツアーコースに
含まれている、鑑賞有料） 
1.文化観光祭（短期、年に一回、） 
2.朝鮮族農楽舞・象帽舞（短期） 
3.朝鮮族長鼓舞（短期） 
4.朝鮮族洞簫音楽（短期） 
（文化観光祭の時に行われる短
期イベント、鑑賞無料） 
1.朝鮮族農楽舞・象帽舞（短期） 
2.朝鮮族長鼓演奏（長期） 
3.朝鮮族洞簫音楽（長期） 
（以上の 2、3 は村民により毎日
行われる長期イベント、鑑賞無
料） 
商業型 
観光活動 
（費用） 
1.ツアーコース（飲食、民俗芸能
鑑賞、案内を含む 120元） 
2.高麗人参販売（1本/70〜120元） 
3.お菓子販売 
4.屋台  
1.飲食（30元〜） 
2.村の案内（20元） 
3.周遊自転車レンタル（20〜50
元） 
4.記念品販売ショップ（ 
5.キムチ販売（一袋 10元） 
6.遊楽施設、釣り場など 
1.飲食（15元〜） 
2.宿泊（100 元〜） 
3.朝鮮族服飾貸与（10元） 
4.入場料（20元） 
5.民宿増築 
村民の参画 
なし 1. 観光文化祭時の民俗芸能 
2. キムチ工場での村民自家製味
噌とマッコリの販売 
1.金氏の案内 
2.民俗芸能（洞簫、長鼓） 
 
表 5. 民俗村の文化的観光デザインの要素を分類 
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（２）民俗芸能 
	 本研究における民俗芸能は，主にイベントを中心としている。３つの民俗村いずれも国家
級非物質文化遺産の伝統舞踊，伝統音楽に登録されている朝鮮族農楽舞・象帽舞，朝鮮族長
鼓演奏，朝鮮族洞簫音楽のイベントを行っている。その特徴は，長期イベントと短期イベン
トに分けられる。長期イベントは村民による民俗芸能（百年部落）と外部者である企業の従
業員による民俗芸能（紅旗民俗村）がある。短期イベントは年に一回開催する定期イベント
（金達萊文化観光祭と紅旗村観光祭）と不定期に行うイベント（百年部落）がある。企業が
運営している民俗村では短期イベントを中心としており，一時的な観光客（他地方）が多い
が，村民主体の民俗村では長期イベントを中心としており，継続性のある地元の観光客が多
いことがわかった。観光の継続性を求めていることから，長期イベントを重点的に行うべき
ではあるが，大勢の人による集団公演が多いため，組織運営と金銭面での支援が重要な課題
である。	
 
（３）商業型観光活動 
	 民俗村の継続的発展を図るための重要な要素のひとつである商業型観光活動に注目した。
３つの民俗村の主な収入源は飲食事業であり，いずれも伝統食を中心としている。百年部落
の主な収入源は朝鮮族服飾の貸与サービスと入場料の徴収である。金達萊村のキムチ直売
所は地産地消の運営方式で地元の特産品として人気であり，他地方の観光客には郵送サー
ビスも行っている。そして，企業の企画により様々な観光活動を行っているが利用者は少な
い。紅旗村は長白山観光ツアーの一環として訪問される場合が多く，たいていツアー料金に
昼食と民俗芸能の鑑賞が含まれている。ツアーは観光サイトでの事前予約で行われ，来客に
は高麗人参を販売し，収益を得ている。	
	
（４）村民の参画 
	 百年部落の案内人である金氏は，観光客に，村の形成から百年部落の発展，伝統家屋の修
復，伝統文化などに関して案内をしている。民俗文芸は村の高齢者が中心となり，朝８時頃
から夕方６時頃まで洞簫と長鼓の演奏をしており，朝鮮語の地元曲が多いが，北朝鮮、韓国、
中国の歌謡も可能で，常に新曲の練習もしているという（当事者インタビューによる）。演
奏だけでなく，観光客との記念撮影や，民俗舞踊を教え，長鼓の体験などもでき，交流が頻
繁であることが現地調査から確認できた。金達萊民俗村は２つの企業（観光会社とキムチ製
造会社）と村委員会（政府）による共同運営となっているため，企業と村委員会の交流は頻
繁であった。村民の参画に関しては，和龍市の地元会社であるキムチ工場の販売コーナーで
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は村民自家製味噌とマッコリを販売しており，政府からの支援を得ている観光祭では村民
による民俗芸能も披露されている。このような活動は企業と村民の連携ともいえるが，村民
と観光客の直接的な関わりが比較的少ないことが確認された。それは，企業が主体となり運
営している紅旗民俗村でも同じ状況であった。企業による運営は，商業型観光活動が中心に
ならざるを得ず，村民の参画が比較的困難であることが現地調査から確認できた。	
	 以上から，経験がない伝統村において企業との連携は望ましいことではあるが，企業が運
営の中心になると，商業型観光活動が増え，村民の参画や村民と観光客との交流が減少する
ため，村民が活躍できる環境づくりが課題とのこる。	
	
 
3.6.4. まとめ 
	 	
	 表 6 に，延辺における民俗村の形成時期と変遷過程と民俗村で行われてきた観光活動の
変遷をまとめた。	
	 移住から延辺朝鮮族自治州の成立，中韓国交成立，長白山観光区域の開発などの社会的背
景の特徴を４つの時期にまとめた。新中国成立の 1949 年までを朝鮮族移住期，文化大革命
終了時期の 1980 年代までを社会的混乱期，UNDP 図們江地域開発会議が開催された 2000 年
代を観光産業注目期，長白山開発が始まった 2000年代後半からを民俗村における文化観光
の発展期とした。	
	 調査対象地域の民俗村における観光活動の初期段階である 2003 年，紅旗民俗村では，企
業の運営により地域の特産物を販売するなどの経済活動が行われていた。長白山観光区域
の開発が始められた 2006 年，紅旗民俗村と金達萊民俗村では，村民主導の観光祭が行われ
た。参加者は主に地域の村民であり，当地域の年中行事のひとつとして行われており，経済
効果を生み出すような明確な目的はなかった。2010 年頃から韓国労務から帰郷した村民に
より形成された百年部落では，村民による民俗芸能，食事の提供が行われた。2012 年頃か
ら，伝統文化，民俗芸能，村民の参画に加え,経済効果を生み出すことを目的とした商業型
観光活動が行われるようになった。３つの民俗村ともに，形成初期は伝統文化と民俗芸能を
中心とする観光活動が多かったが，発展するにつれて商業型観光活動が増加していること
がわかる。近年は，商業型観光型観光活動が増え続けている状況であり，村民の参画が減少
している。このように，文化的観光デザインの変遷は社会的背景と密接に関連していること
が明らかになった。	
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	 延辺朝鮮族は移住民族として独自文化の伝統性を保持してきた。建国後の中国社会は長
い間の混乱期があり、その期間、朝鮮族の伝統風俗は消失危機におかれた。改革開放後、観
光産業が経済発展の重要な政策とされ、少数民族の文化を保護する政策も推進された。2000
年代から、政府主導の民俗村、企業の投資による民俗村、帰郷する人による民俗村が進行し
た。	
	
	 インタビュー調査と観察調査から、伝統文化に対する保存意識に関しては、金逹萊村と紅
旗村は歴史的なものを残すことに関して意識が高くないと判断した。紅旗村には「紅旗村民
俗館」があるが、写真などの展示のみであった。百年部落の責任者である金京南
きんけいなん
氏は、骨董
品を集める趣味があり、特に移住初期の朝鮮人が北朝鮮から持ってきた道具・工具を集めた
貴重品を「民俗展覧館」に展示してある。民俗展覧館（2013 年 10 月）が開館したことを聞
き、延辺各地から、一般人からの寄贈品などもあり、現在は約 1000点近くの貴重品が展示
されている。	
 
民俗村が伝統村に与える収益に関しては、企業・政府が運営している民俗村では、村の活
性化（村委員会に資金を与えている）に一定の収益を与えているので民俗村の運営に対して
の満足度が高いことがフィールド調査から確認できた。村民主体の民俗村では、村民が金氏
に給料をもらっていたり、ボランティアをしたりなど、村長を始め民俗村の運営に非常に協
力的であることから、民俗村を中心として村の活性化を図るための活動として満足してい
る。歴史的な物を残すことは朝鮮族の伝統的文化の継承と独自のアイデンティティを保護
することに意義があると村民のインタビュー調査から確認できた。	
 
民俗村で行なっている文化的観光デザインの各要素を三段階に評価する。以下のように表示
する。多いー◎、ある程度多いー●、少ないー○、	 	 例：伝統文化を中心とする観光活動が多
く行なっている＝伝統文化（◎）	
移住初期の伝統村は村民の共同体意識が比較的に高く、伝統文化（◎）、民俗芸能(◎）、村民
の参画(◎）が行なわれている。移住中期の伝統村は企業と政府による共同運営であり、伝統文
化(◎）、民俗芸能(●)、村民の参画（○）が行なわれている。移住後期の伝統村では企業の運営
であり、伝統文化（○）、民俗芸能(●)が行なわれている。	
	
	 運営主体による民俗村の運営方式に関しては、企業運営の民俗村ではツアー客を
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中心とし、他地方の観光客が多い、企業と村委員会（政府）の共同運営の民俗村で
は、地元の企業（キムチ工場）や他地方の企業による地域活性化が行われているが、
観光客の滞在時間が短い。村民主体の百年部落は、他地方の観光客はもちろん地元
の観光客も多く来館している。来館者は、百年部落を目的地としているため、滞在
時間が比較的に長い、そして、村民の参画も活発に行われているため、内発的発展
が期待できる。	
 
	 本論は、民俗村による伝統村の創生を図るための有効な考え方として文化的観光デザイ
ンの推進を提案している。調査対象の３つの民俗村を考察した結果、民俗村の文化的観光デ
ザインの要素を伝統文化、民俗芸能、商業型観光活動、村民の参画の４つに分類した。本研
究の内容をまとめた表 6から、百年部落は 2010年に上の４つの要素を兼備、段階的に商業
型観光活動を増やしてきた。金達萊民俗村と紅旗民俗村は、2010 年洪水災害からの復旧後、
2014 年前後から様々な文化的観光デザインの動きがあった。金達萊民俗村と紅旗民俗村は
企業運営で、商業型観光活動が多く、これからも商業型観光活動を増やす予定である。しか
し、それに伴う伝統文化と民俗芸能の提供が不十分であると思われる。延辺における民俗村
は、発展の初期段階であるため今後も継続的なフィールド調査をし、その発展の変遷を考察
したい。 
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第４章 
民俗村における伝統文化と民俗芸能の資源化 
 
本章では、調査対象である３つの民俗村で行なわれている文化的観光デザ
インの要素の中で「伝統文化」と「民俗芸能」の資源化について探求した。
そして、民俗村で行われている伝統文化と民俗芸能の観光活動の現状を考
察し、これらが観光資源として地域発展にどのような役割を果たしているのか
を明らかにする。 
 
 
 
4.1. 本章の研究概要 
4.2. 文化の資源化 
4.3. 民俗村における伝統文化の資源化  
4.4. 民俗村における民俗芸能の資源化 
4.5. 第４章のまとめ 
	
	
	
	
	
	
	
 107 
4.1. 本章の研究概要 
  
	 本章の研究概要では、研究背景と研究目的、研究手順を整理する。	
	
4.1.1. 本章の研究背景と研究目的 
 
	 移住民の多くは、咸鏡北道出身であるため、延辺朝鮮族おける生活文化は北朝鮮北部の文
化と似ているが、中国本土の現代文化と韓国からの韓流文化の影響も受けながら、独自の文
化を保持・継承してきた。	
	 1952 年延辺朝鮮族自治州が成立当時、朝鮮族の割合は約 60%を超えたが、現在は、約 30%
の割合で、朝鮮族の伝統村の空洞化、高齢化、若者の離村現象は朝鮮族における固有文化の
消失が懸念されている。延辺に、約 140 年の定着歴を持つ朝鮮族の民俗風習の変遷は以下の
６つの段階に分けた。	
（１）新中国成立（1949 年）までは、朝鮮半島の固有の伝統的風習を保持してきた。	
（２）1966 年までは、巫覡や占卜などの民間信仰が廃止され、朝鮮族の伝統風俗にも変化
が訪れた。	
（３）1966〜1976年までは「10 年動乱」の時期で、朝鮮族の伝統的風俗は「封建残滓」と
して廃止された。この時期は、漢族との融合を図り、漢族化を進めることになる。	
（４）1976 年以降、改革開放政策の推進によって、少数民族の文化が見直しされ、10年動
乱により廃止されたで伝統的風俗が復活するような動きがあった。	
（５）1990 年代、中韓国交樹立は大概交流を増進した。資本主義国家との相互訪問が増加
されグローバル化が進行し、延辺における固有の伝統的生活にさらなる衝撃を与え
た。	
（６）2000 年代から、朝鮮族の伝統的文化をテーマとする観光地である「民俗村」が振興
し、民族の伝統的文化の消失から「観光化」に転換する時期であった。そして、政策
でも少数民族の文化が重要しされ、朝鮮族の伝統的風俗は中国無形文化遺産として
保護されるようになった。	
	
	 本研究の目的は、延辺における民俗村で行われている伝統文化と民俗芸能の変遷と特徴
の考察し、これらが観光資源として地域発展にどのような役割を果たしているのかを明ら
かにする。	
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4.1.2. 本章の研究手順 
 
 エスニック・ツーリズムにおいては、文献調査を中心に先行研究を考察する。伝統文化と
民俗芸能の資源化に関しては２つの段階に分けて文献調査、現地調査、観察調査を行った。
１つ目は、朝鮮族における昔から伝われてきた伝統文化と民俗芸能の由来と意味を考察し、
２つ目は、民俗村で行なわれている伝統文化と民俗芸能の現状と変遷過程を探る。	
	 文献調査は、延辺朝鮮族の伝統的文化に関して、大村益夫訳の「中国の朝鮮族」[注 1]、
鶴島雪嶺「中国朝鮮族の研究」[注 2]、竹田旦（代表）の「中国東北部朝鮮族の民俗文化」
[注 3]、朝倉敏夫編の「ものから見た朝鮮民俗文化」[注 4]、延辺朝鮮族史執筆小組の「延
辺朝鮮族史	 下」[注 5]、国立国語院編の「韓国伝統文化事典」[注 6]を参照した。現地調
査は、2016年 2〜4月、8〜9月、2017 年 4〜5 月にかけて、三つの民俗村においてフィール
ド調査を行った。調査者である筆者が民俗村の営業時間に現地滞在し運営主体、従業員、観
光客の動きと運営現状を観察し、エスノグラフェイー手法を用いてデータをまとめる。デー
タは主に、カメラ（写真、動画）、録音、メモでの記録し、内容をまとめた。	
 
4.1.3. 先行研究 
	 延辺の朝鮮族における伝統的文化に関する先行研究は、大村益夫訳の「中国の朝鮮族」は
帝国日本統治時代から新中国成立後の延辺における文化芸術[注 7]、体育伝統[注 8]、風俗
習慣[注 9]について述べている。竹田旦（代表）の「中国東北部朝鮮族の民俗文化」[注 3]
は、日本、韓国、中国の研究者による共同研究である。当調査報告は、1994年、延辺にある
三つの村を対象に 17日間現地調査を行った。津波高志[注 10]は集落の形成について、金旭
賢[注 11]は食文化について、池春相は[注 12]住文化についてフィールド調査を行った。須
藤護[注 13]は、1995 年延辺の二つの村を対象に住まいと住まい方についてフィールド調査
を行った。	
	 民俗村の研究に関する研究は極めて少ない、紅旗村の観光開発に関しては王強[注 14]と
王文鋒[注 15]の中国語の修士論文がある。図們市百年部落に関する研究は趙麗華ら[注 18]
と権香淑[注 16]の日本語論文があり、前者は図們市百年部落の移住歴から見る民俗村の運
営について、後者では朝鮮族の移住史の資源化について研究を行った。金達萊村の形成と観
光発展に関しては韓[注 17]の中国語の修士論文がある。	
	 以上の先行研究は、延辺朝鮮族伝統的文化と民俗風習、民俗村の形成と発展について研究
が行われたが、伝統的文化に関する研究は2000年代以前の調査である。そして、以上の研究
では朝鮮族の伝統文化と民族芸能が観光資源としての変遷過程と特徴には触れていない。
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本研究は、伝統文化と民俗芸能が観光資源としてどのように活用されているのかを重点的
に考察する。	
	 	
4.2. 文化の資源化―中国におけるツーリズム 
	 	
	 中国における観光活動は1978年までの毛沢東時代は、国際観光は政治外交活動の
一環として展開され、国際観光客は主に社会主義圏の同胞や海外華僑であった[注
19]。また、国内観光はイデオロギー教育の手段として位置付けられ、革命聖地を大
勢の幹部、解放軍、労働者、農民が学習のために訪れた[注20]。しかし、1978年か
ら改革開放政策が実施され、国際観光は外貨獲得の有望な産業として注目されるよ
うになった。その後、中国政府はさまざまな観光規制暖和や観光誘致政策を実施し、
国際観光客数が伸びた。90年代に入ると大都市住民を中心に観光は重要な消費分野
となってきた[注21]。2000年代には、交通発達により中小都市と大都会の交流が頻
繁で、ついでに観光活動も盛り上がった。2010年代から、高速鉄道（中国語：高铁、
和谐号）や高速道路が完備され、空路も発達し、国内旅行はもちろん、海外旅行も
活発になった。観光局によると2015年の国内総生産GDPの10%以上が観光産業である
といわれ、観光における注目度が年々増加している。	
	 中国における観光産業の大きな流れのなかで、国が今最も注目しているのが辺境
の少数民族地域における観光資源の開発である。その理由として２つにまとめた。	
（１）地域格差の縮小である。多民族国家である中国では、貧困層の役8割が辺境の
少数民族地域に暮らしている。この地域ではインフラ整備が遅れにより大規
模な工業開発が進んでいない。反面、少数民族の生活風習と伝統的文化は非
常に興味深く、近年、その文化を資源とするエスニック・ツーリズムが注目
され、過疎化する農村経済の活性化と地域の振興につなげることを期待する
ようになる。	
（２）中国は多民族国家である。1950年代から民族調査と民族識別工作によって55
の少数民族が国よって認定されたが国民としての民族の認識が低く、団結力
が低かった。1960年代から70年代までには、漢族への同化政策があり、多く
の民俗文化が消失された。例えば、中国少数民族の中でも1000万人以上の人
口（2010年の国勢調査）で３番目に人口が多い満族の場合、独自の言語と文
化が消失している。そして、少数民族のなかでも様々な社会問題が起き、独
自性を認めないことには行けない状況になり、2000代から、「中華民族」とい
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う言葉を用いるようになった。これは、55の少数民族と漢族を包含する概念
で、「国民」と同様な意味で使われている。	
	
	
4.3.  民俗村における伝統文化の資源化 
	
	 現地調査から、民族村における伝統文化は伝統家屋、伝統食、朝鮮族服飾、伝統風俗で分類
できる。以下は、伝統文化の変遷と特徴をまとめたものである。 
 
4.3.1. 伝統家屋について 
 
	百年部落の伝統家屋（図２、３、４、５）は朝鮮族移住初期である 1880 年に建てられた、
国内に現存する唯一の朝鮮族伝統家屋で図們市の文化財に登録されている。図們市博物館
の記載資料によると，当家屋は，1880 年から約 3 年かけて建てられ，釘は使用せず，原木
紅松は長白山から筏で運び，北朝鮮から船で運ばれてきた瓦で建てられた。間取りは「八房
間（パルバンカン）」（図１）[注 22]で，両班[注 23]身分である商人の朴氏一家が生活して
いた。1945 年，日本国籍に入籍した朴氏家族は日本に渡る。その後，共産党は土地改革か
ら伝統家屋を 5 戸の村民に分配，1990 年代中韓国交樹立後 5 戸の村民は韓国に移住してい
る。金氏は 30年以上空き家になっていた伝統家屋を修復後対外公開し，観光客は家屋内部
を自由に出入りできるようにしている。伝統家屋の間取り（図１）は典型的な咸鏡北道の住
空間と一致する，これは植民地時代朝鮮総督府の委託により朝鮮民家の調査をしていた今
和次郎（1923 年）の報告書[注 24]からでも確認できる。咸鏡道の住空間の特徴は生活中心
が屋内になっていて，牛養間
も生活空間内に所属してい
る。これは朝鮮半島以南（韓
国）の屋内外を融合した生活
方式と異なる。柳ら[注 25]に
よると屋根の構造でも朝鮮
半島以南（韓国）では土を屋
根面に乗せるが，伝統家屋で
は屋根面と天井に二重に載
せ，これらは寒冷な気候によ	
図１.伝統家屋の間取りの平面図（八房間）、制作：筆者 
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図６.紅旗民俗村、百年部落の伝統家屋を模
倣して作った百年民居、2017.5 
図４.百年部落、伝統家屋の前で記念写真を
取る観光客、着用している朝鮮族服飾
は貸与したもの、2016.8 
図５.百年部落、伝統家屋のジョンジから入
を撮った写真、2016.8 
図７.紅旗民俗村、百
年民居内部、
2017.5 
図８.紅旗民俗村、百年
民居牛養間、2017 5 
図２.百年部落、伝統家屋内で行なわれている
民俗芸能（長期イベント）、洞簫、太鼓、
長鼓、 2017 年 4月 
 
図３.百年部落、伝統家屋前で行なわれてい
る民俗芸能（短期イベント）、伽耶琴、長
鼓、太鼓、 2017 年 5月 
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る北（北朝鮮）と南（韓国）の違いであると思われる。今日，北朝鮮の閉鎖政策から様々な
研究が行われるのが不可能であることから，伝統家屋は多くの観光客に移住初期の生活様
式を体感させる事に意義がある。	
伝統家屋の詳細については、先行研究である趙（2016）、権（2017）の論文に述べている
が、観光資源とする伝統家屋の役割については触れていない。百年部落の営業期間開始の 4
月は気候が寒冷であるため民俗芸能は屋内で行っている（図２）。オンドル	 [注 26]の竃に
は燃えるコミを入れて火をたくと床が暖かくなり（図２、５）、環境にも優しい先人の知恵
が確認できる。観光客はオンドルに上がり公演の鑑賞や公演者との交流もできる。図３は、
市が主催した自治体公演団体の公演様子で、伝統家屋を背景にして演奏をしている。伝統家
屋は鑑賞できる歴史的建物だけではなく、公演できる場所になっており、内部と外部共に活
用・体験できる空間である。	
	 図６は、紅旗民俗村の百年民居を参観する観光客の様子である。看板には「1903 年に建
てられた百年民居」と書いているが、実際、百年部落の伝統家屋を模倣して 3年前に作った
建物で、観光客は外から内部を見ることができるが中には入れない、百年部落の伝統家屋と
比較すると内部の様子は生活感がなく、装飾に過ぎない印象である（図７、８）。	
	 現地調査から百年部落の伝統家屋は公演者や観光客も中に入り体感でき、民俗芸能の公
演の場として活躍していて、紅旗村の模倣式百年民居は鑑賞たけの役割である。	
 
4.3.2. 伝統食について 
 
	 朝鮮族の伝統的な食文化は日常食と特別食に分けられる。日常食は飯まだは粥と味噌汁
を主食として、各種キムチは副食としている。特別食は、主に、人生儀礼、年中行事、民間
信仰の時に食べられる高級食、あるいは手間がかかる食で、前者は肉類で後者は餅類が多
い。フィールド調査から、民俗村で特別食が比較的多く、特に高級食である肉類（鶏肉）が
多数であった。	
	 百年部落で見られる伝統食として、糯米を皮として中身に野菜などを入れたイプサルベ
ンセ（糯米餃子）は年中行事の時大家族で揃って食べる食であった（図９）。延辺の朝鮮族
は移民初期に越江した農民であった為季節の野菜や山菜が多く、生食や煮込み方式が多か
った。ダッコム（若鳥栄養飯）は、昔から補身食として、妊婦や高齢者が元気を回復する為
に食べていた高級食である。自然環境中に飼養した若鳥の内臓を取り、中に朝鮮人参などの
漢方薬と米をいれ、釜に入れ長時間蒸す。百年部落では、観光客が食べやすいように全部調
理して提供していた（図 12）。金達萊村でみられる伝統食は、朝鮮族の食卓に欠かせないの	
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がキムチである。昔から朝鮮族は体家族で暮らしていたため一年食べるキムチを大量に作
っていた。しかし、社会環境の変化による核家族化はキムチの少量販売の時代となった（図
10）。手作りの家庭キムチから「手作り＋機械加工」の工場キムチ時代に変化した。延辺冷
麺の麺は蕎麦とでんぷん粉で作られ、細くて粘りが強く、辛いソースと冷たいつゆ、そして
季節の果物が入っているのが特徴である（図 11）。スンデー（米腸）は、咸鏡道の郷土料理
である。人生礼儀の時に必ず作るが、今は庶民的な料理として延辺朝鮮族の代表的な食とし
て有名である（図 13）。ビビンパ（混ぜ飯）は、季節の山菜などが入った最も庶民的な食で
ある。卵が貴重であった時期は山菜とコチュジャンのみであったが、今は目玉焼きが入って
いるのが時代の変化を感じさせる（図 14）。延辺には、咸鏡北道からの移住民で、貧困層の
図 14.金達萊村、ビビンパ（混
ぜ飯）、30元、2017.4    
図９.百年部落、イプサルベンセ（糯米餃子）、魚
炒め、野菜煮込み、120 元/3 人 、2013.6 
図 10.金達萊村キムチ、一袋/10 元 [注 27] 
図 11. 金達萊村、冷麺、20元、2016.9   
図 12.百年部落、ダッコム（若
鶏栄養飯）150元、2017.4 
図 13.金達萊村、スンデー
（米腸）、40 元、
2017.4 
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農民であり、食文化にも当地域の特徴が見られる。	
	
 
4.3.3. 朝鮮族服飾について	
 
	
	 朝鮮族服飾は、2008 年の国家級無形文化遺産[注 28]に登録された。韓国では韓服、北朝
鮮ではチマチョゴリというが、本稿では朝鮮族服飾（中国無形文化遺産での名称）と称する。
古朝鮮時代（紀元前 108 年以前）に草衣生活から衣装文化に進展した。その後、朝鮮族服飾
は高句麗（紀元前 37〜668年）・百濟（紀元前 18〜660 年）・新羅（紀元前 57〜935年）の
三國時代の史記や壁画古墳から確認できた。現在知られている朝鮮族服飾は、清朝時代の満
州文化とモンゴルの影響を得ていて、一般的に朝鮮時代にきていた服をさし、今日でもその
形を守っている。朝鮮族服飾は体の線が出ず、ゆったりしているのが特徴である。古くから
朝鮮族服飾のふだん着には、男性はチョゴリという胸の部分に余裕をもたせて腰まである
上着と、幅の広いパジ（ズボン）がある（図 15）。女性は丈の短いチョゴリと、長いチマ（ス
カートのようなもの）になっている（図 16）。服飾の全体が、すっきりした直線と柔らかい
曲線がよく調和し、静かな朝の国「朝鮮」というイメージにふさわしい。今日、朝鮮族服飾
は名節や結婚式（図 18）などの大きい行事や特別な場所（民俗村、伝統的料理店の従業員
が着ている）、民俗芸能のイベントの時しか見られない。百年部落では、数多い朝鮮族服飾
を貸与するサービスがあり、多くの観光客が民俗内で記念写真を撮るために貸与していて、
重要な収入源となっていた。	
図 15.朝鮮族服飾（男
性）、2016.8 
図 16.朝鮮族服飾（女
性）、2016,8 
図 17.百年部落、朝鮮族服飾貸与、10元、2016.8 
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4.3.4. 伝統風俗について 
 
 
	 2008年、朝鮮族伝統婚礼は国家級無形文化遺産に登録された。延辺朝鮮族における伝統婚
礼は1950年代の伝承期までは、移住前の咸鏡北道の民俗をそそまま持ち越していた。その後
衰退期から現在はほとんど姿を消している。今日、延辺における婚礼は西洋の影響を得て、
ウェーディングドレス・スーツと朝鮮族服飾二種類の服飾を着用しているのが一般的であ
る。結婚式の前半は西洋式、後半は伝統式で、ウェーディングホールで行う。昔は自宅で行
っていたが、時代の変化から朝鮮族は農業をやめ、農村を離れてアパート生活になり結婚式
を挙げる空間がないなどの理由があげられる。しかし、近年、朝鮮族の若者の中では伝統式
婚礼を好む人が増えている。金達萊民俗村では、場所を提供し伝統婚礼式のコンサルタント
の事業も行っていた（図18）。紅旗民俗村では、屋内で民俗芸能を行っているが、イベント
の途中に男性の観光客を対象に有料の朝鮮族伝統婚礼の体験ができるコーナーもある（図
19）。時代の変化から伝統風俗は普段の生活から遠くなっているが、時代に合わせた形式で
伝統風俗を継承していることが現地調査から確認できた。	
	
	
	
	
	
	
図 18.金達萊民俗村、朝鮮族伝統婚礼、2016 図 19.紅旗民俗村、朝鮮族伝統婚礼体験、200 元 
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4.4.  民俗村における民俗芸能の資源化 
 
4.4.1.  「遊び」型民俗芸能について 
 
 
 2006 年、朝鮮族板跳びと朝鮮族ぶらんこは国家級無形文化遺産に登録された。調査対象
である３つの民俗村ともこの二つの遊び設備がある。朝鮮族ぶらんこは、大きな木に細長い
2本の網を結び、網の下に足場があり、立てて乗るのが特徴である（図 20、21）。ぷらんこ
は普通、村の入り口や広場にあるケヤキあるいは柳の枝に網をぶら下げる。一人で乗る場合
は足場に座り、二人の場合はお互いに向かい合いながら乗る。ぶらんこの高い適当な距離に
鈴をぶら下げ、乗る人が鈴を足で蹴って鈴の音の大きさ、より高空に近くことによって勝負
が決まる。ぶらんこを乗るには、テクニックが必要で、見るのも楽しいことから、今は民俗
図 20.朝鮮族ぶらんこ、2014、[注 29] 
図 23.金達萊村朝鮮族ユンノリ、2016、[注 31] 図 22.朝鮮族板跳び、2017、[注 30] 
図 21.百年部落朝鮮族ぶらんこ、2016 
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の「芸」として民俗イベントの時によく見られる。朝鮮族板跳びは名節に女性が楽しむ体表
的な民俗遊びである。主に正月にする遊びであるが、端午や秋夕にも登場する。この遊びは
力をこめて跳ね上がることでちょっとしたスリルを感じさせる（図 22）。昔、家の外に出か
けることを制約されていた女性は、板跳びを通じて塀の外を見たという話もある。ぶらんこ
と板跳びは、民俗村の広場に設置していて、多くの観光客が楽しむ遊具として活躍してい
る。ユンノリは、4つの小さくて長い円筒形の棒、駒、盤で楽しむ遊びである（図 23）。昔
は元旦からテボルム[注 31]までのあそびであったが、今はほとんど遊ばなくなり、遊び方
も知らないない人が多い。ユンノリは単なる遊びではなく農業の農作と凶作を占う習俗の
一つでもあったという。図 23 では、正月の前に小学生らが金達村で伝統遊びを体験する様
子である。伝統的な朝鮮族ぶらんこと板跳びなどは女性の遊びであったが民俗村では男女
老若が楽しめる遊具施設としての役割をしている。	
 
4.4.2. 「歌舞」型の民俗芸能について 
	
	 現地調査によると民俗村の民俗芸能の公演は、屋内と屋外、長期イベントと短期イベント
で分けられる。百年部落では、洞簫と長鼓と太鼓による長期イベントが主に屋外で行ってい
て（図 24）、不定期に短期イベントも行っていて民俗村内を動きながら公演を行い観光客と
の距離が近く、好評であった（図 25、26）。紅旗村では、民謡、長鼓などの長期イベントを
屋内の舞台で行っている（図 28）。百年部落では入場料を支払うと公演の鑑賞ができ、時間
の制限がない反面、紅旗村では食事と応援がセットになっていて、食事時間以外は鑑賞でき
ないことになっている。金達村では、年に一回行う文化観光祭では様々な伝統的民俗行事を
行っていて、専門の芸術団体における民俗芸能が多い（図 27）。以上の現地調査から見られ
るのは、長期イベントでは、主に長鼓、太鼓、洞簫（図 29、30、31）が使われている。長鼓
（図 29）は、両側面に張った革を手とばちで敲いて演奏する打楽器である。12 世紀初めに
中国から伝えられた楽器として知られているが、古くから朝鮮音楽に同化し、宮中音楽だけ
でなく民謡、農楽などの様々な分野で使われている。まだ、長鼓を肩に長めにかけて踊る長
鼓踊りが創作され、広く応援されている（図 25）。太鼓（図 30）は、平たい円柱形の打楽器
である。高句麗（紀元前 37〜668 年）の古墳壁画に太鼓が書かれた痕跡が残っていて、王と
王妃の行幸に軍楽隊と思われる一群が描かれた。朝鮮半島の伝統音楽に使われる太鼓は祭
祀や装飾などの用途に使われた。今日まで伝われている太鼓は 20 種類超えるが、民俗村で
よく見られる太鼓は座って叩くことができ、肩の横にして歩きながら叩ける太鼓が一番よ
く使われ	
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図 24.百年部落、民俗芸能を鑑賞する観
光客（長期イベント）、2016.8 
図 25.百年部落、民俗芸能
（短期イベント）、       
2017.9 
図 26.百年部落、象帽舞
（短期イベント）       
2017.9 
図 29.長鼓 
図 27.金達萊村文化観光祭、扇の舞（短期イ 
ベント）、2017 [注 30] 
図 28.紅旗村、屋内公演（長期イベント）、 
120 元/1 人（食事含）2016 
 図 30.太鼓             図 31.洞簫 
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ている。洞簫（図 31）は、太い竹を切って長い管のようにした管楽器である。全体の長さ
は 55cm 程度で高麗時代に中国から朝鮮半島に入ってきた。今、演奏できる方は主に年配の
方で、若い人での伝承が重要な課題である。民俗村で行なわれている短期イベントでは民
謡、様々な朝鮮舞踊、農楽などが行なわれていた。民俗芸能を長期イベントとして行うのは、
多くのコストがかかり維持費用の問題もある。百年部落の長期イベントは長鼓、太鼓、洞簫
の公演が行っていた。この三つの楽器は携帯が便利で動きながら演奏でき、来場者の興を乗
せて、場の雰囲気をすぐにでも盛り上げる効果がある。そして、長鼓と太鼓に関して観光客
も体験できるような仕組みになっていた。	
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4.5. 第４章のまとめ 
 
 分類 名称 紅旗村 金達萊村 百年部落 
伝
統
文
化 
伝統家屋 
伝統式   ● 
模倣式 ● ● ● 
伝統食 
ビビンパ（混ぜ飯）  ●  
サムゲタン（參雞湯）  ● ● 
ダッコム（若鶏栄養飯）  ● ● 
キムチ ● ● ● 
チゲ（味噌入れ等の汁類）  ● ● 
サム（ご飯と野菜包み） ● ● ● 
ジョン（チジミ）  ● ● 
味噌・コチュジャン（発酵調味料） ● ● ● 
トック（餅） ● ● ● 
冷麺  ●  
スンデー（米腸） ● ● ● 
イプサルベンセー（糯米餃子）   ● 
朝鮮族 
服飾 
貸与   ● 
従業員着（公演） ● ● ● 
伝統風俗 
朝鮮族婚礼 
結婚式   ● 
体験 ●   
端午[注 32] ● ● ● 
秋夕[注 33] ● ● ● 
民
俗
芸
能 
「遊び」
型 
朝鮮族ぶらんこ ● ● ● 
朝鮮族板跳び ● ● ● 
シルム ◎ ◎ ◎ 
ユンノリ  ◎  
打ち餅  ● ● 
「歌舞」
型 
民謡 ● ◎ ● 
朝鮮族農楽・象帽舞 ◎ ◎ ◎ 
伽耶琴（弦楽器） ◎ ◎ ◎ 
洞簫（管楽器） ● ◎ ● 
長鼓（打楽器） ● ◎ ● 
太鼓（打楽器） ● ◎ ● 
銅鑼（打楽器） ◎ ◎ ◎ 
扇の舞 ◎ ◎ ◎ 
 
表 1. 民俗村で行なわれている伝統文化と民俗芸能のまとめ 
●長期イベント、◎短期イベント 
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	 本論文では、資源化という用語を用いて、延辺における民俗村で行われている伝統文化と
民俗芸能の変遷と役割について考察した。	
結果をまとめると、民俗村における伝統文化の資源化についでは、伝統家屋、伝統食、朝
鮮族服飾、伝統風俗に分類した。伝統家屋では、伝統式は模倣式より活用性が高いことから、
模倣式に伝統価値いかに付加させるかが課題である。伝統食に関しては、経済面での利益を
考え、高級食を中心に提供しているが、朝鮮族の伝統食は、日常食が中心であったため、今
後日常食に対する工夫が必要である。朝鮮族服飾と伝統風俗に関しては説明が不足してい
た。例えば、朝鮮族服飾の着用方、伝統風俗の由来などの基本情報が足りなく、今後パンフ
レット、パネル、動画などの提供が必要とされる。そして、朝鮮族服飾は、百年部落の重要
な収入源となっていた。	
民俗村における民俗芸能の資源化についてでは、「遊び」型と「歌舞」型に分類した。民
俗芸能はイベント式で、短期イベントが主流であるが簡易楽器を用いた長期イベントもあ
る。調査から、短期イベントのみの場合観光客の来場継続性が弱いこととみられることか
ら、短期イベントと長期イベントを合わせた観光プランが必要である。	
以上から、民俗村の観光化において、伝統文化と民俗芸能は人を呼び込む観光資源として
重要な意義あり、今後の発展が期待される。	
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第５章 
村民主体の民俗村を対象にした観光客の印象評価 
 
本章では、村民主体として運営されている百年部落に訪れている観光客を
対象にしたインタビュー調査とアンケート調査を行い、観光活動の特徴を
分析した。	
一回目調査は 2016 年 8、9 月、二回目の調査は 2017 年 5 月に行っていて、
民俗村の運営期間の前期と後期の特徴の比較から、観光客の特徴をまとめ、
これからの村民主体とする民俗村のあり方を明らかにした。	
 
 
 
 
5.1. 調査概要 
5.2. 調査対象の属性 
5.3. 調査の結果  
5.4.  第５章のまとめ 
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5.1. 調査概要 
 
5.1.1. 調査目的 
  
 本調査は、村民主体としている民俗村である百年部落を中心に観光客に対するアンケー
ト調査とインタビュー調査を行い、百年部落についての印象を評価・分析し、これからの村
民主体とする民俗村のあり方を明らかにすることを目的とする。	
	
5.1.2. 調査地 
  
 調査対象は、中国延辺朝鮮族自治州図們市月晴鎮白龍村「百年部落」である。理由として、
研究対象である延辺地域において、村民主体の民俗村は百年部落が唯一であり、比較的に成
功しているという評価（マスコミ、政府機関、観光客の来訪人数などからの推定）を得てい
る。そして、本研究では、村民主体として運営されている民俗村は「地域振興」、「内発的発
展」を実現にもっとも重要な要素であることから、百年部落を中心に調査を実施したことに
意義がある。	
	
5.1.3. 調査対象 
 
 百年部落を訪れる観光客で、滞在時間が２時間以上、百年部落の全体をしっかり見渡して
いる観光客（調査者の観察から）、1グループに一人の観光客を選定（性別不問）。	
 
5.1.4. 調査時期 
  
 百年部落の営業期間は初春の 4月中旬から晩秋が終わる 10 月中旬（国慶節）までである。
調査時期は、運営期間の前期と後期、二年に渡り 2回行った。調査の日付は以下である。	
	 一回目（運営後期）：2016年 8 月 23,24,27,28 日、9月 19,20 日。	
	 二回目（運営前期）：2017年 5 月 13,19,20 日。	
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5.1.5. 調査方法 
 
 一回目：調査対象である観光客に「アンケートに協力してくれませんか」とお声かけをし、
アンケート項目を中心にインタビュー調査を行い、調査者が記録する。インタビュー場所
は、百年部落の敷地内で、場所は特に決めていない。	
	 二回目：百年部落の敷地内に調査場所を決め、テーブルと椅子を置き、A4 サイズのパネ
ルに「アンケートに協力してください」と書いて、関心を持っている観光客に協力を求めた。
アンケート項目は調査対象が記入することにし、不明点があった場合フォローする方式と
した。一回目の調査時に時間的な余裕がない観光客が多いことで、二回目はアンケートの項
目を減らし、調査時間を 10 分程度にした。	
	
5.1.6. 有効回答数 
 
	 一回目：36 サンプル	
	 二回目：20 サンプル	
 
5.1.7. 分析方法 
	
	 分析方法は、単純集計とクロス分析を行う。一回目の調査ではインタビュー調査を中心と
し、二回目を調査では各項目に対して五段階評価を行った。 
 
5.2. 調査対象の属性 
 
	 調査対象の属性は一回目と二回目をそれぞれまとめた。そのあと、最後に一回目と二回目
を比較した。	
 
5.2.1. 一回目の調査対象の属性 
 
（１） 男女別構成 
	 回答者の性別は、女性が 69％（25 人）、男性が 31％（11 人）で、女性の方が多かっ	
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た。理由として、女性の方がアンケートとインタビュー調査に協力的である。（図１、表 1） 
	
 
 
 
 
（２） 年齢別構成 
	 比較的に多かった年齢層は 20、30、50、60 代の年齢層だが、10 代から 60 代以上までの
幅広い年齢層の観光客が百年部落に訪れていることが確認できる。（表 2、図２）	
	
 
 
男
31%
女
69%
性別 男性 女性 
人数 11 人 25 人 
図１. 回答者の性別 
表 1. 回答者の性別 
表 2. 回答者の年齢別構成 
年齢代 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 
人数 3人 6 人 6 人 2 人 6 人 5 人 
 
 
図２. 回答者の年齢別構成 
 
10歳代
11%
20歳代
22%
30歳代
21%
40歳代
7%
50歳代
21%
60歳代
18%
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（３） 同行人関係	
 同行人関係について、圧倒的多かったのは家族連れが 64％（23 人）で、友人が 22％（8
人）、同僚が 8％（3人）、同級生が 6％（2人）ある。家族連れが一番多かったことから、こ
れからも家族向けのイベントと文化的観光のデザインが必要であると考えられる。（表 3、
図 3）	
 
 
（４） 同行人人数 
	 百年部落を訪れる観光客の同行人人数を見ると、2人同士が 32％（10 人）、3〜4人同士が
26％（8人）、5〜6人同士が 19％（6人）、7〜8人同士が 13％（4人）、9人以上と答えた人
は 10％（3人）であり、同行人関係（3.1.3.）の回答と合わせて見ると、家族関係が多く 2
人から 6人を単位とする観光客が多いことは、夫婦同士、子供連れ、三世帯で来訪する人が
多いと推定できる。特に、夫婦同士の観光客が多いことから、これからのイベント、宿泊、
食事などに反映する必要があると思われる。（表 4、図４）	
表３. 回答者の同行人関係 
同行人関係 家族 友人 同僚 同級生 
人数 23 8 3 2 
 
 
図３. 回答者の同行人関係 
 
家族
64%
友人
22%
同僚
8%
同級生
6%
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（５） 民族別構成 
 回答者の民族別構成から見ると漢族 75％（27 人）、朝鮮族 22％（8人）、その他 3％（1人）
である。漢族の観光客は民俗村に多い関心が持っていることがわかる。（表 5、図５）	
 
 
民族 漢族 朝鮮族 その他（韓国人） 
人数 27 8 1 
表４. 回答者の同行人人数 
同行人数 2 人 3〜4 人 5〜6 人 7〜8 人 9 人〜 
人数 10 8 6 4 3 
 
表４. 回答者の同行人人数 
 
2人
32%
3〜4人
26%
5〜6人
19%
7〜8人
13%
9人〜
10%
表 5. 回答者の民族別構成 
 
図５. 回答者の民族別構成 
 
漢族
75%
朝鮮族
22%
その他
3%
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（６） 居住地域 
	 回答者の居住地域は他地方からの観光客が 64％（23 人）、延辺からの観光客は 33％（12
人）、韓国からの観光客が 3％（1人）である。民族別構成（3.1.5.）と合わせてみると他地
方からの漢族の人が多いことがわかる。（表 6、図６）	
 
 
 
5.2.2. 二回目の調査対象の属性 
（１） 男女別構成 
	 回答者の男女別構成は、女性 65％（13 人）、男性 35％（7人）で、第一回目の調査と同様
に女性の比率が多い。（図７、表 7）	
表 6. 回答者の居住地域 
居住地域 延辺 他地方 外国（韓国） 
人数 12 23 1 
 
図６. 回答者の居住地域 
 
延辺
33%
他地
方
64%
外国
3%
 
 
  図７. 回答者の居住地域 
 
男性
35%
女性
65% 表 7. 回答者の居住地域 
性別 男性 女性 
人数 7 13 
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（２） 年齢別構成 
	 回答者の年齢別構成は、20 代、40代、50代、30代はそれぞれ、30％（6人）、25％（5人）、
25％（5人）、20％（4人）である。一回目の調査から見ると 10代と 60代の観光客がいない
ことがわかる。(表 8、図８)	
（３） 同行人関係 
 
図８. 回答者の年齢別構成 
20代
30%
30代
20%
40代
25%
50代
25%
図 8. 回答者の年齢別構成 
年齢代 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 
年齢 0 6 4 5 5 0 
 
表 9. 回答者の同行人関係 
同行人関係 家族 友人 恋人 同僚 同期 
人数 10 5 1 3 1 
 
図９. 回答者の同行人関係 
 
家族
50%
友人
25%
恋人
5%
同僚
15%
同期
5%
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 回答者の同行人関係の割合は、一回目と同様に家族同士で来ている観光客が一番多く回
答者の半分である 50％（10 人）、友人が 25％（5人）、会社の同僚が 15％（3人）、恋人と学
校の同期が 5％（1人）である。一回目（９月）の調査では家族同士が全体回答者の 64％で
あることから、5月は比較的に同僚や同期などの団体客が多いと思われる。（表 9、図 9）	
 
（４） 民族別構成 
 回答者の民族別構成は、漢族が 70％（14人）、朝鮮族が 30％（6人）である。一回目（9
月）調査と同様に朝鮮族の観光客より漢族の観光客が圧倒的に多い、朝鮮族の観光客は前回
の 22％よりすこし多いことがわかる。（表 10、図 10） 
（５） 居住地域 
 回答者の居住地域は、延辺からの観光客は 65％（13 人）、他地方 30％（6人）、吉林省の
観光客は 5％（1 人）である。一回目（9 月）の調査では、64％の回答者は他地方の観光客
で、延辺は 33％であったことから、5月は地元の観光客が多く、9月は長期滞在可能な他地
方の潜在観光客であると推定できる。（表 11、図 11）	
表 10. 回答者の民族別構成 
民族 朝鮮族 漢族 
人数 6 14 
 
図 10. 回答者の民族別構成 
朝鮮族
30%
漢族
70%
表 11. 回答者の居住地域 
居住地域 延辺 吉林省（延辺除外） 他地方 
人数 13 1 6 
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5.2.3. 一回目と二回目の調査における回答者の属性の比較をまとめ 
 
 一回目（2016 年 8,9 月）の調査と二回目（2017 年 5 月）の調査を比較表（表 12）から、
運営の前半と後半における観光客の特徴比較分析を行った。	
	 	
男女別構成 
	 回答者の性別は女性（38人）が男性（28 人）より多いが、調査者の観察によると女性の
観光客が多いことよりも、女性の観光客がよりアンケートに協力的であった。	
	 	
年齢別構成 
 ２回の調査から見ると 20 代から 50 代の幅広い観光客が訪れることが確認できた。しか
し、一回目の調査は夏休み中（8、9月）であることから 10 代の学生（3人）が来訪してい
て、60 代の高齢者（5人）も来訪していて、回答者全体の 18％であった。二回目の調査（5
月）では、10 代と 60 代の回答者はいなかった。以上のことから、運営の後半のである夏休
み期間は、学生と高齢者向けの活動を企画した方がよいと思われる。 
 
同行人関係 
 ２回の調査結果から見ると、家族同士で来訪している観光客が全体の 50％以上と一番多
く、２番目に多いのは友人同士である。	
 
 
図 11. 回答者の居住地域 
延辺
65%
吉林省
5%
他地方
30%
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同行人人数 
 同行人人数は一回目の調査時のみ調査を行っている。家族同士で来訪している観光客一
番多いことと、同行人数が 2 人と答えた回答者は多いことは夫婦で来ている観光客が一番
多い。そして、3〜6 人で来ている観光客が多いことは３世代で来ている観光客と友人で来
ている。そのため、食事提供や宿泊に関しては夫婦向けの 2 人部屋と 6 人まで宿泊できる
大部屋の提供が理想的であると分析した。	
	
民族別構成 
	 回答者の民族別構成は漢族の割合が２回調査ともに 70％を超えていて、朝鮮族は回答者
全体の約 30％である。そのため、朝鮮族の伝統文化に関する説明、民俗村内での情報提供
が重要であると分析した。	
	
居住地域 
 一回目（8、9月）の調査では他地方の回答者（64％）が多かったが、二回目（5月）の調
査では延辺の回答者（64％）が多かった。そのため、運営前期は、朝鮮族伝統風習に比較的
に詳しい観光客が来館しているため、伝統文化や民俗芸能に関してより専門性の高い観光
活動が望ましい。運営後期は、朝鮮族の伝統風習について詳しくない他地方の観光客である
ため、朝鮮族の文化について情報提供に工夫をする必要がある。そして、運営後期である
8,9 月は遠くからの長期観光客が多いため宿泊施設の充実が重要であり、運営前期である 5
月は延辺から来訪している地元の観光客が多いことで短期滞在者が多いため、イベントの
企画が重要である。調査の結果からも、延辺と他地方の観光客がともに多いことが確認でき
る。	
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表 12. ２回の調査における回答者の属性の比較表 
   調査時期 
比較項目 
 
 
一回目 
（8,9 月） 
二回目 
（5月） 
合計人数 
性別（人数） 
男性 31％(11 人) 35％（7人） 28 人 
女性 69％(25 人) 65％（13人） 38 人 
年齢（人数） 
10 代 11％(3 人) 0 3 人 
20 代 22％(6 人) 30％（6人） 12 人 
30 代 21％(6 人) 20％（4人） 10 人 
40 代 7％(2 人) 25％（5人） 7人 
50 代 21％(6 人) 25％（5人） 11 人 
60 代以上 18％（5人） 0 5 人 
同行人関係 
（人数） 
家族 64％（23人） 50％（10人） 33 人 
友人 22％（8人） 25％（5人） 13 人 
同僚 8％（3人） 15％（3人） 6人 
同級生 6％（2人） 5％（1人） 3人 
恋人 0 5％（1人） 1人 
同行人人数 
（人数） 
2人 32％（10人） 
 
10 人 
2〜4人 26％（8人） 8人 
5〜6人 19％（6人） 6人 
7〜8人 13％（4人） 4人 
9 人以上 10％（3人） 3人 
民族別構成 
（人数） 
漢族 75％（27人） 70％（14人） 41 人 
朝鮮族 22％（8人） 30％（6人） 14 人 
その他（韓国） 3％（1人） 0 1 人 
居住地域 
（人数） 
延辺 33％（12人） 65％（13人） 25 人 
他地方 64％（23人） 30％（6人） 29 人 
外国 3％（1人） 0 1 人 
吉林省（延辺除外）  5％（1人） 1人 
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まとめ 
一回目（8、9月―運営後期）と二回目（4〜5月―運営前期）の調査における観光客の属性
を以下にまとめた。性別に関しては女性 38 人、男性 28 人であった。年齢に関しては、一回
目の調査では 10〜60 代までの幅広い年齢層であり、二回目の調査では主に 20〜50 代の観
光客であった。一回もの観光客の特徴として、夏休み期間であるため、多くの学生が来館し
たと分析できる。同行人関係に関しては、家族連れが調査対象の半数以上を占めた。割合に
ついては、一回目の調査では 64%を占め、二回目の調査では 50%を占めた。同行人人数に関
しては、一回目の調査のみのデータであるが、2〜4人と答えた観光客は調査対象の 58 を占
め、百年部落の訪れる観光客の多くは、少人数の一般客であると分析できる。民族別構成に 
ついては、漢族の観光客の割合が高かったが、一回目と二回目それぞれ調査対象の 75%と 70%
を占めていたため、漢族は朝鮮族の文化について関心が高いと分析できる。居住地域につい
て、一回目と二回目の結果に差異があった。一回目で他地方の観光客が 64%を占めていたが、
二回目は延辺地域（地元）の観光客が 65%を占めていた。理由として、一回目の調査は夏休
み期間であるため、長期間の観光を計画している観光客であり、二回目の調査は延辺地域に
おける観光祭・文化祭などのイベントが多く、初春を迎える朝鮮族の文化から、日帰り観光
が多いと分析できる。 
	
一回目と二回目の調査における差異点 
	 表 13 は、一回目と二回目の調査の差異点をまとめた表である。年齢別構成と居住地域に
おいて差異があった。特に居住地域に関しては、運行前期である 5月は、地元の観光客が多
いため専門性の高い民俗芸能などのイベントを企画しる必要がある。運営後期である 8〜9
月は、朝鮮族の文化に詳しくない観光客が多いため、朝鮮族文化における情報提供サービス
が求められている。	
表 13.一回目と二回目の調査における差異点 
 男女別構成 年齢別構成 同行人関係 同行人人数 民族別構成 居住地域 
一回目 
8〜9月 
女性が多い 
 
10〜60 代 
家族連れが 
半数以上 
2〜4 人の観光
客が半数以上 
漢族の観光
客が 75％ 
他地方の観光
客が半数以上 
二回目 
5月 
女性が多い 
 
20〜50 代 
家族連れが 
半数 
 
漢族の観光
客が 70％ 
延辺の観光客
が半数以上 
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5.3. 調査の結果 
 
 一回目の調査では、主にインタビュー調査を中心としていて、インタビューの項目は「来
訪回数」、「観光に対する満足度」、「特に良かったこと」「村民との交流」、「百年部落内での
消費活動における料金設定」、「一番よかった観光活動」、「百年部落を通して朝鮮族民族文化
をより深く知ることができたのか」、「改善点」である。	
	 二回目の調査では、一回目のインタビュー調査から得られた項目に対して五段階評価を
行った。アンケートの項目は「延辺についての認知度」、「図們についての認知度」、「民俗村
についての認知度」「来訪回数」、「交通利用について」、「伝統家屋について五段階評価」、「景
観・雰囲気についての五段階評価」、「長期公演についての五段階評価」、「交通の利便度につ
いての五段階評価」、「衛生面についての五段階評価」、「観光の安全安心面での五段階評価」、
「観光情報提供についての五段階評価」、「設備の充実についての五段階評価」、「住民との交
流についての評価」、「再度の来訪意向」、「友人に進めたい意向」について調査を行った。	
	 一回目は百年部落に関する印象評価であり、二回目の調査では百年部落で行われている
観光活動における評価である。調査の目的として、その特徴を明らかにし、これからの民俗
村にあり方を探求する。	
	
5.3.1. 一回目の調査結果 
 
（１） 来訪回数について 
 回答者の来訪回数を聞くと、約 90％（32 人）の観光客が「初回目」と答え、「二回目」と
「複数回」の観光客は 3人と 1人で少なかった。結果から、百年部落の観光発展はまだ初期
段階であることが確認できる。（表 14、図 12）	
 
 
 
表 14. 回答者の来訪回数 
来訪回数 初回目 二回目 複数回 
人数 32 3 1 
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（２） 百年部落の観光満足度について 
	 回答者の約 90％の観光客が百年部落に対して「良い」評価である、その中の 28％の観光
客は「非常に良い」という評価であった。（表 15、図 13）	
 
図 12. 回答者の来訪回数 
初回目
89%
二回目
8%
複数回
3%
表 15. 百年部落の観光満足度 
満足度 非常に良い やや良い 
どちらでも
ない 
やや 
よくない 
非常に 
良くない 
人数 10 22 3 1 0 
 
 
図 13. 百年部落の観光満足度 
非常に良い
28%
やや良い
61%
どちらでもない
8%
やや良くない
3%
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肯定的な理由に関しては（インタビュー調査から） 
 
1.	 民族の特色があり、歴史を感じられる（他地方の漢族－黑龍江）	
2.	 伝統的である（他地方の漢族－河北省）	
3.	 環境が良い（他地方の漢族－江蘇省）	
4.	 自然的、商業化が薄くて良い（他地方の漢族－河北省）	
5.	 空気と景観がよい（他地方の漢族－吉林省）	
6.	 朝鮮族の生活様式を知ることができ良かった（他地方の漢族－遼寧省）	
7.	 綺麗な環境、食事が美味しい（他地方の漢族－湖北省）	
8.	 昔の朝鮮族の生活光景を見るような感覚で親しい感覚である（図們市の漢族）	
9.	 長期応援がとてもよく感動した、朝鮮族はとても優しい（延吉の漢族）	
10.	従来の観光地と違い、特色がある（他地方の漢族－吉林省）	
11.	週末旅行によい（延辺の朝鮮族）	
12.	伝統的文化の雰囲気が濃厚（図們市の漢族）	
13.	今のままでよい、変化する必要ない（他地方の漢族－黑龍江省）	
14.	伝統家屋がとてもよく保全している（他地方の漢族－遼寧省）	
15.	民族風習ついてより深く知ることができた（延辺の漢族）	
	
否定的な理由に関しては（インタビュー調査から） 
 
1.	 民族風情が薄い（他地方の漢族－河北省）	
2.	 少数民族の特色が見られない（他地方の漢族－浙江省）	
3.	 規模が小さく、単一（延辺の朝鮮族）	
4.	 伝統家屋などの保存は良いが、見所が少ない（延辺の朝鮮族）	
5.	 公演が少ない、少し荒涼（他地方の漢族－黑龍江省）	
6.	 衛生面がすこしよくない（他地方の朝鮮族－北京）	
7.	 管理が足りない、草が多い（延吉の朝鮮族）	
8.	 サービス、設備がよくない、トイレ掃除ができていない（延辺の朝鮮族）	
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	 インタビュー調査での「肯定的理由」については、「民族の特色がある」、「伝統的な文化」
「景観がよい」、「空気が良い」、「商業性が薄くてよい」などの意見があった。これは文化、
景観、薄い商業性は民俗村の重要な部分であることが確認できた。特に、肯定的な意見は主
に漢族が多く中には延辺の漢族も多い。「否定的理由」は比較的少ないが、延辺の朝鮮族は
「規模が小さい」、「イベントを増やして欲しい」などが挙げられ、漢族の観光客より期待値
が高いことが確認できる。	
	
（３） 特に良かったことについて（インタビュー調査から） 
 
 
 
 
伝統文化 
1.	 建築－伝統家屋（8人）	
2.	 無料試食の朝鮮族伝統餅が美味しい(2 人)	
3.	 伝統文化(2 人)、伝統音楽、融合した地域文化が良い	
4.	 展示会良い	
5.	 民族風情が良い(2 人)	
6.		無料で提供しているマッコリが美味しい	
民族芸能・村民の参画 
7.	 村民による公演（10 人）	
8.	 朝鮮族の優しい人柄	
商業型観光活動 
9.		朝鮮族服飾貸与サービス	
景観 
10.	環境、風景（2人）	
11.	自然的（2人）	
12.	本来の様子で変化がないのがよい（2人）	
13.	空気がよい	
14.	東屋－休憩場所	
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 「特に良かったこと」については、インタビュー調査を行った。結果、５つのカテゴリー
を得た、それぞれ、「伝統文化」、「民俗芸能」、「村民の参画」、「商業型観光活動」、「景観」
であり、一番良かったと答えたのは「伝統文化」、２番目が「民俗芸能・村民の参画」、３番
目が「景観」である。	
	
（４） 村民との交流について 
 ここでの交流は直接的な交流を強調して質問している。回答者の半数が村民との交流が
あったということで、半数は交流がなかったと答えた。4.1.3.での「よかったこと」に村民
の参画が重要な役割を果たしていることから、これからも村民と観光客の交流を積極的に
進めることが重要である。（図 14、表 16）	
 
  
 
 
 
 
（５） 百年部落の観光から朝鮮族文化の宣伝効果について 
 回答者の 64％（23 人）は、百年部落の観光を通して朝鮮族文化をよりしることができた
と答えている。どちらでもないと答えた人は 22％（8人）で、該当しないと答えた人は 14％
（5人）であった。結果から、百年部落は朝鮮族の文化を宣伝する役割をしていると考えら
れる。（表 17、図 15）	
 
 
図 14. 村民との交流 
あった
47%なかった
53%
表 16. 回答者の村民との交流 
村民との交流 あった なかった 
人数 17 19 
 
表 17. 朝鮮族文化をより知ることができたのかについて 
朝鮮族文化
をより知る 
該当する 
少し 
該当する 
どちらでも
ない 
少し 
該当しない 
該当しない 
人数 3 20 8 3 2 
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（６）  料金設定について 
	 回答者の 78％（28 人）は、料金設定が「適切・安い」と答えている。百年部落における
主な、商業型観光活動は入場料、食事、朝鮮族服飾レンタルであり、商業性が薄い。民俗村
のサステイナブルな発展をするには商業型活動を増やす必要があるが、伝統文化と地域の
特徴を生かした商品開発と販売が課題に残る。（表 18、図 16）	
 
	
 
図 15. 朝鮮族文化をより知ることができたのかについて 
該当する
8%
すこし該当する
56%
どちらでもない
22%
すこし該当しない
8%
該当しない
6%
表 18. 料金設定の評価について 
料金設定 適切 安い 高い どちらでもない 
人数  18 10 4 4 
 
 
図 16. 料金設定の評価について 
適切
50%
安い
28%
高い
11%
とちらでもない
11%
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（７）  百年部落の改善点について（インタビュー調査から） 
 
	
	 百年部落の改善点についてインタビュー調査行った結果６つのカテゴリーにまとめた。
それぞれ、「情報提供・サービス」、「伝統文化」、「環境改善」、「公演・イベント」「体験・イ
ベント」、「その他（商業性）」である。特に、情報提供の不足、環境改善が多く挙げられ、
イベントの増加では公演と体験項目が挙げられた。そして、記念品販売をしていないことか
ら、これからの百年部落を代表する記念品の開発に注目する必要がある。	
	
	
情報提供・サービス 
1.中国語の情報提供がほしい	
2.サービスの向上（2人）、案内人がない（4人）	
3.スタッフが少ない	
4.村民との交流	
5.朝鮮族が少ない	
伝統文化 
6.民族特色がより濃いほうが良い（2人）	
7.民族文化・地域文化を体験できるイベントが欲しい（3人）	
8.飲食が朝鮮族の特色が見られない	
環境改善 
9.設備向上	
10.衛生面での改善（2人）	
11.展示会の品物が少ない	
12.規模が小さい、	
13.繊細な部分が欲しい（2人）	
公演・イベント 
14.イベントの増加（3人）	
体験・イベント 
15.農業体験イベントが欲しい（2人）	
16.伝統食づくり体験	
その他 
17.立地状況がよくない、遠い	
18.記念品が欲しい	
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（８）まとめ 
	 一回目のインタビュー調査を以下のようにまとめた。満足度に関する肯定的な理由につ
いては、多い順に「民族の特色」、「伝統文化」、「景観」、「空気」、「商業性が薄い」という回
答があった。満足度に関する否定的な理由については、多い順に「小規模」、「イベントが少
ない」と答えた。特に良かったことに関しては、多い順に「伝統文化」、「民俗芸能」、「村民
の参画」、「景観」、「商業型観光活動」があった。改善点については、多い順に「情報提供サ
ービス」、「公演イベントの増加」、「体験イベントの増加」、「伝統文化の増加」、「観光改善」
があった。以上のことから、観光客は民俗村に求めている点は「伝統文化」、「民俗芸能」で
あり、不足面については「情報提供」、「イベントの増加」であることが明らかになった。（表
19）	
表 19.一回目のインタビュー調査のまとめ 
満足度 特に良かったこと 改善点 
肯定的な理由 否定的な理由 ・伝統文化(一番目) 
・民俗芸能(二番目) 
・村民の参画(二番目) 
・景観(三番目) 
・商業型観光活動 
・情報提供・サービス(一番目) 
・公演・イベント増加(二番目) 
・体験・イベント増加(二番目) 
・伝統文化の増加 
・環境改善 
・その他（商業性） 
・民族の特色 
・伝統文化 
・景観 
・空気 
・商業性が薄い 
・小規模 
・イベントが少ない 
	
	
5.3.2. 二回目の調査結果 
 
（１） 延辺の認知度 
 回答者の延辺の認知度は、70％（14人）が「よく知っている」と答え、15％（3人）の人
「少し知っている」、「知らない」と答えている。これは、延辺と吉林省の回答者が 70％で
あることと相応している。「少し知っている」と答えた回答者は東北三省（吉林省、黒龍省、
遼寧省）の観光客で、「知らない」と答えた観光客は東北三省以外の観光客で認知度が低い
ことがわかる。（表 20、図 17）	
	
	
	
表 20. 回答者の延辺の認知度 
延辺の認知度 よく知っている 少し知っている 知らない 
人数 14 3 3 
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（２） 図們市の認知度 
 回答者の 45％（9 人）が「よく知っている」と答え、40％（8 人が）「少し知っている」
と答えた。4.2.1.から見ると、延辺を「よく知っている」と答えた 5人の回答者が図們市に
関しては「少し知っている」と答えたことから、延辺の中でも図們市の観光地としての認知
度が比較歴に低いことが確認できる。（表 21、図 18）	
	
 
 
図 17. 回答者の延辺の認知度 
よく知っている
70%
少し知っている
15%
知らない
15%
表 21. 回答者による図們市の認知度 
図們市の認知度 よく知っている 少し知っている 知らない 
人数 9 8 3 
 
図 18. 回答者による図們市の認知度 
 
よく知っている
45%
少し知っている
40%
知らない
15%
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（３） 民俗村についての認知度（延辺） 
 回答者の 35％（7 人）が「よく知っている」と答え、45％（9 人）が「少し知っている」
と答えた。延辺の観光客中でも民俗村のことをよく知っている人が比較的に少ないことが
わかる。（表 22、図 19）	
	
（４） 回答者の来訪回数 
 回答者の 90％（18 人）が初めて百年部落に訪れていると答えた。二回目の調査では延辺
の観光客が多いことから近い距離ながら常連客が少ないことが確認できる。（表 23、図 20） 
表 23. 回答者の来訪回数 
来訪回数 初回目 二回目 複数回 
人数 18 1 1 
  
図 20. 回答者の来訪回数 
 
初回目
90%
二回目
5%
複数回
5%
表 22 回答者による民俗村の認知度（延辺） 
民俗村の認知度 よく知っている 少し知っている 知らない 
 人数 7 9 4 
 
図 19. 回答者による民俗村の認知度（延辺） 
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（５） 回答者の交通手段 
	 回答者の 65％（13 人）が自家用車でアクセスしたと答え、20％（4人）がタクシー、15％
（3人）がバスできていると答えた。延辺からの観光客が多いことから、自家用車が多いと
思う、しかし、百年部落の敷地内の駐車場は広くないため、これからは、バスなどの公共交
通を利用することが理想的だが、百年部落を通り抜けるバスは一日 3便と少ないため、これ
から市の交通局と相談している（金京南氏のインタビュー）。（表 24、図 21）	
（６） 伝統家屋の評価（五段階）	
	 回答者の 75％（15 人）伝統家屋を「非常に良い」と答え、20％（4 人）が「良い」と答
え、観光客の大多数が伝統家屋に高い評価であった。（表 25、図 22）	
表 24. 回答者の交通手段 
交通手段 自家用車 タクシー バス 
人数 13 4 3 
 
図 21. 回答者の交通手段 
自家用車
65%
タクシー
20%
バス
15%
表 25. 伝統家屋の評価 
伝統家屋 非常に良い 良い 
どちらでも
ない 
よくない 
非常に良く
ない 
人数 15 4 0 0 1 
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（７） 景観・雰囲気の評価（五段階） 
	 回答者の 60％（12人）が百年部落の景観・雰囲気は「非常に良い」と答え、30％（6人）
は「良い」と答えた。自然環境である景観・雰囲気について良い評価であった。（表 26、図
23）	
 
 
図 22. 伝統家屋の評価 
非常に良
い
75%
良い
20%
非常に良くな
い…
表 26. 景観・雰囲気の評価 
景観・雰囲気 非常に良い 良い 
どちらでも
ない 
良くない 
非常に良く
ない 
人数 12 6 0 2 0 
 
 
図 23. 景観・雰囲気の評価 
 
非常に良い
60%
良い
30%
良くない
10%
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（８） 長期公演の評価（五段階評価） 
 長期公演に関しては、80％（16 人）の回答者が「非常に良い」と答え、20％の回答者が
「良い」と答え、非常に高い評価であった。これからも公演イベントを増やすことが良いと
考えられる。（表 27、図 24）	
 
（９） 交通の利便性の評価（五段階評価） 
	 回答者の 55％（11 人）が交通の利便性について「良い」と答え、20％（4 人）が「非常
に良い」、20％（4人）が「良くない」と答えた。延辺の観光客に対しては自家用車で来訪で
きるが他地方の観光客はタクシーで来訪するが、タクシー料金が高いため、百年部落での消
費に影響がでる可能性がある。（表 28、図 25）	
 
	
（１０）  衛生面の評価（五段階評価） 
	
	
	
表 27. 長期公演の評価 
長期公演 非常に良い 良い 
どちらでも
ない 
良くない 
非常に良く
ない 
人数 16 4 0 0 0 
 
 
図 24. 長期公演の評価 
非常に良い
80%
良い
20%
表 28. 交通の利便性の評価 
交通の利便
性の評価 
非常に良い 良い 
どちらでも
ない 
良くない 
非常に良く
ない 
人数 4 11 1 4 0 
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（１０）	 衛生面の評価について	
百年部落の衛生面に関しては 45％（9人）が「良い」と答え、35％（7人）が「非常に良
い」と答えた。（表 29、図 26）	
 
 
図 26. 衛生面の評価 
非常に良い
35%
良い
45%
どちらでもな
い…
良くない
10%
 
 
図 25. 交通の利便性の効果 
非常に良
い
20%
良い
55%
どちらでもない
5%
よくない
20%
表 29. 衛生面の評価 
衛生面 非常に良い 良い 
どちらでも
ない 
良くない 
非常に良く
ない 
人数 7 9 2 2 0 
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（１１） 観光環境の安全安心面について（五段階評価）	
 百年部落は北朝鮮と接しているため、国際情勢により観光に影響がでると予想した。しか
し、観光環境の安全安心面についての評価に関しては、回答者の 60％（12 人）は「良い」、
40％（8人）は「非常に良い」と答えた。結果から、百年部落は辺境地域でありながら北朝
鮮からの影響がないことが確認できる。（表 30、図 27）	
（１２） 観光情報の充実面の評価（五段階評価） 
 観光情報の充実面について、回答者の 40％（8 人）は「良くない」と答え、35％（7 人）
は「良い」、15％（3人）は「非常に良い」という評価であった。プラス評価が 50％ではあ
るが、マイナス評価が 40％であることから、観光情報提供面を向上する必要があると思わ
れる。（表 31、図 28）	
表 31. 観光情報の充実面について 
観光情報の
充実面 
非常に良い 良い 
どちらでも
ない 
良くない 
非常に良く
ない 
人数 3 7 2 8 0 
 
表 30. 観光環境の安全安心面 
観光環境の
安全安心面 
非常に良い 良い 
どちらでも
ない 
良くない 
非常に良く
ない 
人数 8 12 0 0 0 
 
図 27. 観光環境の安全安心面 
 
非常に良い
40%良い
60%
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（１３） 休憩場所について（五段階評価）	
 休憩場所に関しては、回答者の 70％（14 人）が「多い」、「ある」と答え、30％（6人）が
「少ない」、「ない」と答えた。（表 32、図 29）	
	
（１４） 設備面の評価（五段階評価） 
	 設備面に関しては、回答者の 65％（13 人）は「良い」と答え、35％（7 人）「良くない」
と答えた。結果から、プラス評価が多いが、ほかの項目に比較するとマイナス評価もあるこ
とから、設備面での改善が必要で、一回目の調査からトイレ改善などがあげられる。(表 33、
図 30)	
 
図 28. 観光情報の充実面について 
 
非常に良い
15%
良い
35%
どちらでもない
10%
良くない
40%
表 32. 休憩場所 
休憩場所 多い ある どちらでもない すくない ない 
人数 7 7 0 5 1 
 
図 29. 休憩場所 
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（１５） 村民との交流（五段階評価）	
 村民との交流について、40%（8 人）の回答者が「すこしある」と答え、25％（5人）の回
答者が「多い」と答え、30％（6人）が「ほとんどない」と答えた。交流があると答えた観
光客が半数以上であるが、一回目の調査から「朝鮮族との交流を期待している」というイン
表 34. 村民との交流 
村民との交流 多い すこしある どちらでもない ほとんどない ない 
人数 5 8 1 6 0 
 
図 31. 村民との交流 
多い
25%
すこしある
40%
どちらでもない
5%
ほとんどない
30%
表 33.設備面の評価 
設備面の評価 非常に良い 良い 
どちらでも
ない 
良くない 
非常に良く
ない 
人数 1 12 0 7 0 
 
図 30. 設備面の評価 
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タビューがあったことからこれからも交流を深めていく必要がある。（表 34、図 31）	
	
（１６） 再来訪意向について 
 回答者の 85％（17 人）が再度来訪する意向が「ある」と答えた。百年部落に対して評価
が非常に高いことが確認できる。（表 35、図 32）	
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１７） 友人に進める意向について 
 回答者の全員が百年部落を友人に進める意向が「ある」と答えた。これは、百年部落にお
ける観光体験が非常に良かったという評価であり、これからもその役割が期待できる。（表
36）	
 
 
 
表 35. 友人に進める意向 
友人に進める意向 ある ない どちらでもない 
人数 20 0 0 
 
表 35. 再度来訪する意向 
再度来訪意向 ある ない どちらでもない 
人数 17 0 3 
 
図 32. 再度来訪する意向 
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（１８）まとめ 
	 二回目のアンケート調査では、10 個の項目ついて五段階評価を行なった。その結果、一
番評価が高かったのは「長期公演」、「伝統家屋」であった。これは、文化的観光デザインの
４要素の中の民俗芸能と伝統文化であり、民俗村で行なっている観光活動については第４
章で具体的に説明している。アンケート調査でも、その２つの要素が重要であることが明ら
かになった。民俗芸能においては、現在、民俗村における短期公演が多いことから、長期公
演を増やす必要あると分析した。評価が低い項目は、「観光情報の充実面」であり、一回目
の調査でも確認できた。	
 
人数 評価が高い                        評価が低い 
長期公演 
16 4 0 0 0 
伝統家屋 
15 4 0 0 1 
景観・雰囲気 
12 6 0 2 0 
観光環境の 
安全安心面 
8 12 0 0 0 
衛生面 
7 9 2 2 0 
休憩場所 
7 7 0 5 1 
村民との交流 
5 8 1 6 0 
交通の利便性 
4 11 1 4 0 
設備面の評価 
1 12 0 7 0 
観光情報の 
充実面 
3 7 2 8 0 
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5.4. 第５章のまとめ 
 
	 本章では、村民主体の民俗村である百年部落の観光客を調査対象にし、運営前期（4〜7月）
と運営後期（8〜10 月）に分けてアンケート調査を行なった。調査時期は、一回目は 2016年
8〜9 月、二回目は 2017 年 5月に行なった。	
 調査の結果を２つの内容にまとめた。１つ目は、運営時期による観光客の特徴と、２つ目
は、百年部落に対する観光客の印象評価である。	
１つ目の運営時期による観光客の特徴に関しては、運営前期（4〜7月）は、主に延辺地域
の観光客が多いことが調査から明らかになった。そのため、専門性が高い短期イベントの民
俗芸能を増やし、日帰り観光を重心に観光活動を行うことが重要である。そして、地元の観
光客は、再訪率と継続性が高めるための観光プランを計画する必要がある。	
２つ目の百年部落に対する観光客の印象評価に関しては、「満足度」、「再来意向」、「友
人に進める意向」が高い評価を得た。観光活動の良かった部分に関しては、伝統文化の「伝
統家屋」、民族芸能の「長期公演」、「村民との交流」、「自然景観」があげられる。改善
点については、観光情報の提供、設備面（トイレなど）での改善、公演・体験イベントの増
加が求められていることが明らかになった。観光客の評価が高かったことから、今後、朝鮮
族の伝統文化を発信することに民俗村の役割が重要であることが明らかになった。 
 
	
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 157 
結論 
  
	 本論文の研究対象は、空洞化している農村地域、辺境地域、移住民地域、少数民族地域の
活性化を目指した観光資源の可能性について考察を行った。調査対象として、中国延辺朝鮮
族自治州（以下延辺）の紅旗村の紅旗民俗村、金達萊村の金達萊民俗村、白龍村の百年部落
におけるフィールド調査を行った。伝統村の形成から民俗村の変遷までの社会的背景と現
状を、文献調査と現地調査を行った。その内容を、朝鮮族の移住背景、伝統村の形成経緯、
共同体意識、過速化する伝統村の現状、民俗村の形成とその運営現状の考察を行った。先行
研究における考察と文献調査、現地調査から「文化的観光デザイン」の用語を定義した。本
研究における文化的観光的観光デザインは地域の文化資源（伝統文化・民俗文化）をイベン
ト化（民俗芸能）し、観光を目的とする人々に、運営主体が行う観光活動を具現化するデザ
インのことである。	
	 調査対象である民俗村の文献調査と現地調査から、移住史からみる朝鮮族の共同性につ
いて探求し、歴史的、社会的観点から考察した。現地調査からの運営活動から、民俗村で行
なわれている観光活動の特徴を明らかにした。そして、民俗村の行われている伝統文化と民
俗芸能の資源化について考察し、その変遷と役割、これからのあり方について明らかにし
た。最後に、村民主体の民俗村（百年部落）を訪れた観光客を対象にしたアンケート調査を
行い、観光客の特徴と民俗村に対する評価について考察した。本研究の研究結果を４つの課
題に分けてまとめた。	
	 	
	
1. 移住史から見る朝鮮族の共同体意識に関して 
	 朝鮮族の移住史は、移住初期、中期、後期とまとめた。移住初期（1880〜1910 年）
は、災害型・自発型移住時期であり家族と村単位での移住が行われ共同体意識が比
較的に高く、移住中期（1910〜1930 年）と後期(1930〜1949 年)は、それぞれ、政治
型移住時期と半強制的管理型移住時期であり、異なる出身地から形成された村であ
るため比較的低い共同体意識に結ばれている。村民同士の絆が深くかつ定着地にお
ける愛着感がある伝統村は、「自発型移住」、「移住地が本拠地と近い場所への移住」、
「村単位での移住」、「家族、親戚同士の移住」などの特徴がある。一方、定着地に
対する愛着感が薄い伝統村は、管理型・強制型移住時期に形成された伝統村、合併
村・行政村であることが明らかになった。	
	 自発型移住時期に形成された百年部落は、村民同士の共同体意識が強く、村民主
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体の民俗村の形成と発展が行われた。政治型・管理型移住時期に形成された金達萊
村と紅旗村は異なる出身地の村民により形成された村であり、共同体意識が比較的
低い。合併村である金達萊村は、政府と企業の運営による民俗村が形成された。紅
旗村は企業の運営になっている。共同体意識は、村民の自主的活動を始める内発的
発展につながる可能性が高いことが確認できた。伝統村における民俗村の形成要因
として２つにまとめた。１つ目は、伝統村の強い共同体意識と、２つ目は、周辺の
有名観光地の影響である。	
以上の分析から、これからの民俗村づくりは伝統村の形成と変遷について社会人類
学の視点から地域のバックグラウンドの考察が非常に重要であることが明らかに
なった。	
	
	
2. 民俗村における文化的観光デザインの考察に関して 
	 本研究の調査対象は、延辺の民俗村である。移住初期に形成された村である図們
市白龍村の百年部落、移住中期に形成された村紅旗村の紅旗民俗村、移住後期に形
成された村明岩村（現金達萊村）の金達萊民俗村を選定した。村の形成は中朝国境
と近い地域から内陸部に近づく地域になるが、民俗村の形成順番は長白山観光区域
と近い順番になる。それぞれ、紅旗民俗村（2004 年）、金達萊民俗村（2006 年）、百
年部落（2009 年）である。民俗村におけるフィールド調査から文化的観光デザイン
の形成要素を抽出し、その特徴と現状についてまとめた。	
	 民俗村で行っている活動を文化的観光デザインの４要素を「伝統文化」、「民俗芸
能」、「商業型観光活動」、「村民の参画」に分類、その特徴は以下にまとめた。伝統
文化に関しては、国家非物質文化遺産である朝鮮族板飛び、朝鮮族ぶらんこ、朝鮮
族服飾、キムチ製造技法などが観光産業として活躍している。百年部落の伝統家屋
は朝鮮族移住初期に建てられた家屋であることから、朝鮮族の伝統的な生活様式を
伝承する重要な歴史的な文化遺産としての役割をしている。民俗芸能に関しては、
主に、民族舞踊、民族民謡、民族楽器などのイベントを行っていた。村民主体の百
年部落では、村民が公演を行い、企業と政府が共同運営をしている金達萊村では、
専門公演団体による公演と村民の公演がともに行われ、企業が主体として運営して
いる紅旗村では、専門団体による公演を行っている。商業型観光活動に関しては、
民俗村の重要な収入源は飲食提供である。そして、百年部落では朝鮮族服飾の貸与
と入場料があり、金達村ではキムチ販売、紅旗村では朝鮮人参の販売が主な収入源
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となっている。企業が運営している民俗村は比較的に商業活動が多いことが特徴で
ある。村民の参画に関しては、村民主体の民俗村がそのほかの民俗村と比べ、比較
的に頻繁であることが確認できた。	
	 伝統文化と民俗芸能は、文化資源として人を呼び寄せる役割をしていて、商業型
観光活動は民俗村の継続的な発展の役割で、村民の参画は伝統村の活性化、自立型
の地域振興を目指す重要な役割として捉える。村民主体の民俗村では、伝統的な文
化を中心とする活動が多く、地元の交流の場としての役割をしている。	
	 民俗村の変遷に関しては、形成初期は伝統文化と民俗芸能を中心とした観光活動を行っ
ていたが，発展していくにつれて，近年は商業型観光活動が増えている状況である。特に，
企業の運営による民俗村では商業型観光活動が増加していくことにより，村民の参画が減
少していることがフィールド調査から確認できた。	
 
3. 伝統文化と民俗芸能の資源化に関して 
 現地による観察調査から、伝統文化と民俗芸能の活動をまとめ、その特徴を明らかにし
た。伝統文化では伝統家屋、伝統食、朝鮮族服飾、伝統風俗に分類した。伝統家屋は、130
年の歴史をもつ伝統式と新築された模倣式がある。伝統式は内部と外部がともに利用でき、
活用性が高いが、模倣式は観覧のみの機能をしていて伝統価値の付加することが重要であ
る。伝統食に関しては、民俗村の観光産業の重要な収入源となっている。経済利益を考え、
高級食を中心に提供していて料金設定が高い。百年部落では、朝鮮族服飾の貸与サービスが
あり、朝鮮族服飾の体験がきる。紅旗村と金達萊村では伝統婚礼を中心とする伝統風俗の体
験サービスを行っていた。民俗芸能では、「遊び」型と「歌舞」型に分類した。民俗芸能は
イベント式で、短期イベントが主流であるが簡易楽器を用いた長期イベントもある。民俗村
が形成された初期段階では伝統文化と民俗芸能を中心とする活動が多かったが、発展する
ことにより商業型活動が多くなっていることから、村民の参画が減少している現状である。	
	
	
4. 村民主体の民俗村を対象にした観光客の印象評価 
 村民主体の運営が行なわれている百年部落に訪れる観光客を対象にしたアンケー
ト調査を行った。調査時期は 2016 年の８〜９月（運営後期は７月から 10 月まで）、
2017 年５月（運営前期は４月から６月まで）に行い、観光客の特徴と村民主体の民
俗村の運営現状と印象評価をまとめた。	
	 運営前期は 20 サンプル、運営後期は 36 サンプルである。回答者の特徴をまとめ
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ると、運営前期は、主に延辺地域の観光客が多いため、専門性が高い短期イベントの民俗
芸能を増やし、日帰りの観光客ではあるが再訪性が高い観光客でもあるため、継続性を高め
るような観光プランの取り組みが必要である。運営後期は、夏休み期間中で、親子三代の
家族観光が多く見られ、延辺について詳しくない他地方の観光客が多いことから、朝鮮族の
民族風習などについての情報提供を増やし、長期滞在を考慮した宿泊プランや、食事でも伝
統食における一般食と漢族食など多様な選択が出来るようにする。回答者の 90％は初めて
の来客であり、民俗村に対する「満足度」が高い、しかし、設備面での改善などの意見もあ
った。	
	
民俗村は消失危機に置かれている朝鮮族の伝統村に一定の活性化をもたらした。そ
の現象としては、近年多くの伝統村において民俗村の建設が大々的に行なわれてい
る。政策として、企業や政府の投資により発展するのが、従来の農村発展のモデル
であったが、本論では村民が主体となり地域振興を図るモデルの考察を行った。こ
れらは、伝統村における村民の潜在能力を確認した。そして、企業、政府、村民主
体の民俗村における観光活動を「文化的観光デザイン」と定義し、その特質を明ら
かにしたことに意義がある。 
	
文化的観光デザインの要素を伝統文化、民俗芸能、商業型観光活動、村民の参画に分類したと
ころ、村民主体の民俗村では伝統文化、民俗芸能、村民の参画を中心としていて、企業と政府主
体の民族村では、民俗芸能と商業型観光活動を中心としていた。伝統文化と民俗芸能は、伝統村
（地域）の活性化を図るための資源として重要な役割をしていた。移住民族が移住地域において
独自の文化を継承していくには文化的観光デザインを中心とする観光活動が地域活性の基盤と
なっている。民俗村の運営主体が異なり、商業型観光活動と村民の参画に差異があったことから、
これからの民俗村の発展において、民俗村間の連携が必要で、各民俗村の特徴を生かした交流を
通して、お互いが競争相手ではなく共生相手として文化の継承が必要であると結論づけた。	
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考察 
	
韓国の民俗村は、地域固有の文化を観光産業としていて、観光客は外国人が中心となって
いる。しかし、本研究では移住民である朝鮮族（当時朝鮮）が移住地域（中国）で、どのよ
うに独自の文化を継承していくのかについての研究であることから差異がある。観光客も
漢族、朝鮮族以外の少数民族、韓国人などの様々な文化を背景としていることから、異文化
間の交流である。	
今後、韓国のオリジナル朝鮮人文化形成地における民俗村と移住歴のある朝鮮族民俗村
の比較を行い、文化の移転による文化伝承の差異について考察を行いたい。	
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付録 
 
2016 年 8〜9月：1回目のアンケート用紙 
 
 
百年部落観光客対象としたアンケート調査 1 
	
	
該当する内容に○をつけください。複数の選択は可能です。	
1.2016 年_____月＿＿＿日_____＿時入場〜	 ＿＿＿日＿＿＿＿時退場予定	
2.年齢	 A.10 歳以下	 	 B.10 歳〜20歳		 C.21 歳〜30 歳	 	 D.31 歳〜40 歳	 	 	 	
	 	 	 F.41 歳〜50 歳	 	 G.51 歳〜60歳	 	 H.61 歳〜70 歳	 	 	 I.71 歳以上	
3.性別	 A.女性			B.男性	
4.民族/国籍	 	 A.朝鮮族	 B.漢民族	 C.韓国人	 Dその他＿＿＿＿	
5.出身地	 A.延辺	 B その他（国名、省・市）＿＿＿＿	
6.現住地	 A.延辺	 B.韓国	 C.その他（国名、省・市）＿＿＿	
7.百年部落はどこで知りましたか？	 A.友人	 B.家族	 C.新聞	 D.テレビ	 E.ネット	 F.
その他＿＿＿＿	
8.誰と何人で来ましたか？	 A.家族＿＿人	 B.友人＿＿人	 C.会社同僚＿＿＿人	 D.恋人
＿＿人	 E.一人	 F.その他________人	
9.百年部落は何回めでしょうか？	 A.1 回目	 B.2回目	 C.3 回目	 D.4回目以上	
9-1		2 回目以上の方に聞きます。	
	 	 前回は何時、誰と来ましたか？＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
10.交通手段は？（前回の目的地から）A.自家車		 B.パス	 C.タクシー	 D.その他＿＿＿	
11.百年部落は見つかりやすかったですか？	 A.見つかりやすい	 B.見つかりにくい	 C.
その他＿＿＿＿	
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12.入場料 20 元は適切な料金ですか？	 A.高い	 B.安い	 C.普通	 D.その他＿	
13.展覧館は見ましたか？	 A.はい	 B.いいえ	
13-1	 A を選択した人の感想を教えてください。A.朝鮮族の移住歴史について勉強になった	
B.見て楽しい遺品が沢山ある	 C.写真資料に印象深い	 D.工芸品に感銘した	 E.朝鮮族伝
統の生活用具に印象深い	 F.その他＿＿＿＿＿＿	
14.百年家屋の印象	 A.初めて見る朝鮮族移住初期の家屋	 B.思ったよりかなり立派で綺
麗	C.建築技法が面白い（ネジ等を一切使っていない）D.今も活用していることに驚いた	E.
その他＿＿＿＿	
15.飲食に関する印象	 A.口に合う	 B.朝鮮族の食文化を体験できて嬉しい	 C.口に合わな
い	 D.値段が高い	 E.初めて食べる料理	 F.その他		G.今日食べたメニューは＿＿＿＿＿	
16.とのような体験が印象深いですか？	 A.朝鮮族伝統食を直接つくる	 B.民族衣装を身に
付ける	 C.民族踊りを村民と一緒に踊る	 D.伝統食を試食_____		E.その他＿＿＿＿	
・以下の 17問と 18問は宿泊施設とカフェを利用したお客様のみご回答ください	
17.宿泊施設に関して	 A.寝心地いい	 B.	 寝心地が良く無い原因＿＿＿＿＿	 C.綺麗に整
理されている	 D.綺麗に整理されていない	 E.トイレが不便	 	
F.料金が高い	 G.その他＿＿＿__		
17-1 との部屋にお泊りでしたか？	
18.カフェに関して	 A.味が良い	 B.内装が良い	 C.眺めが良い	 D.家具が良い	 E.料金
が高い	 F.まだ利用したい	 G.その他＿＿＿＿＿	
18-1	 頼んだメニューは？_____________________________________	
19.朝鮮族老人の公演に関して	 A.非常に良かった	 B.良かった	 C.普通	 D.良く無い	 E.
非常に良く無い	 Fその他＿＿＿＿＿＿	
20.すべてのコーナーで一番印象に残るのは？	 A.展覧館	 B.百年伝統家屋	 C.食事	 D.
体験コーナー＿＿＿＿＿＿＿	 E.宿泊施設	 F.朝鮮族老人の公演	 G.カフェ	 H.その他＿
＿＿＿＿＿＿	
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21.朝鮮族の方に聞きます。百年部落を通して朝鮮族の伝統文化についてより深い理解がで
きて、とても良かった。	 A.そう	 B.どちらでも無い	 C.そうとは思わない	 D.その他＿＿
＿＿＿＿＿＿＿	
22.朝鮮族以外の人に聞きます。百年部落を通して朝鮮族の文化について知ることができ、
とても良かった。	 A.そう	 B.どちらでも無い	 C.そうとは思わない	 D.その他＿＿＿＿
＿＿＿	
23.村民、百年部落の関係者の案内やお話する機会があったのか？	 A.あった	 B.なかった	
C.その他＿＿＿＿＿＿＿＿	
24.百年部落の良かった点	 A.環境	 B.村民(関係者)との交流ができ良い	 C.百年伝統家
屋	 D.食事がうまい	 E.体験コーナー	 F.老人による公演	 G.宿泊施設	 H.展覧館	 I.景
色	 J.見所が多い	 K.カフェ	 L.出費が低い	 M.その他＿＿＿	
25.	 百年部落の良くなかった点	 A.環境	 B.村民(関係者)との交流ができ良い	 C.百年伝
統家屋	 D.食事がうまい	 E.体験コーナー	 F.老人による公演	 G.宿泊施設	 H.展覧館	
I.景色	 J.見所が多い	 K.カフェ	 L.出費が高い	 M.その他＿＿＿	
26.機会があったら	 	 A.まだ来たい	 誰と？＿＿＿＿	いつ？＿＿＿＿＿	 B.来たく無い	
なぜ＿＿＿＿	 C.その他＿＿＿＿＿＿	
27.改善点＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
28.村民に伝えたいこと＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
你好， 
我是筑波大学博士生赵丽华。我的研究课题是《关于少
数民族地区的文化设计》，本次调查数据用于学会发表
以及博士论文，不会用于其他方面。谢谢您的配合。  
                 
  2016/  /                                 
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2017 年 5 月 ― 2 回目のアンケート用紙 
	
	
百年部落観光客対象としたアンケート調査２ 
 
 
NO           2017／  ／    
1. 性别  ①男    ②女 
2. 年龄  ①12 岁～20 岁   ②21 岁～30 岁   ③31岁～40 岁   ④41 岁～50 岁   ⑤51
岁～60 岁   ⑥61 岁以上 
3. 民族／国籍   ①朝鲜族  ②汉族  ③其他         
4. 居住地 ①延边州               ②吉林省               ③其他省               
④其他国家             
5. 对延边了解吗？ ①非常了解  ②了解一点  ③不了解   
 5.1. 有什么印象？                                                                                    
6. 对图们了解吗？ ①非常了解  ②了解一点  ③不了解 
 6.1. 有什么印象？                                                                                   
7. 对民俗村了解吗？ ①非常了解  ②了解一点  ③不了解 
 7.1. 有什么印象？                                                                                   
8. 来访次数  ①第一次  ②第二次  ③第三次  ④四次以上 
9. 同行者  ①家族  ②朋友  ③恋人  ④同事  ⑤同学  ⑥其他       
10. 来到百年不落的交通方式  ①自驾车  ②打车        ③客车        ④其他       
11. 百年老宅  ①非常好  ②好  ③不知道  ④不好  ⑤非常不好 
12. 景观／气氛  ①非常好  ②好  ③不知道  ④不好  ⑤非常不好 
13. 公演活动  ①非常好  ②好  ③不知道  ④不好  ⑤非常不好 
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14. 交通方面  ①非常便利  ②便利  ③不知道  ④不便  ⑤非常不便 
15. 卫生方面  ①非常干净  ②干净  ③不知道  ④不干净  ⑤非常不干净 
16. 旅游环境的安全(安心)方面  ①非常安全  ②安全  ③不知道  ④不安全  ⑤非常安全 
17. 旅游相关情报介绍方面  ①非常详细  ②详细  ③不知道  ④不详细  ⑤非常不详细 
18. 休息场所方面  ①多  ②有一点  ③ 不知道  ④少  ⑤很少 
19. 内部设施方面  ①非常完善  ②比较完善  ③不知道  ④不太完善  ⑤非常不完善 
20. 与当地人交流方面  ①交流多  ②有一点交流  ③不知道  ④几乎没有交流  ⑤完全没
有交流 
21. 再访意向  ①想再来  ②不想再来  ③不知道  
22. 推荐给亲朋好友  ①会推荐  ②不会推荐  ③不知道  
 
 
你好， 
我是筑波大学博士生赵丽华。我的研究课题是《关于少
数民族地区的文化设计》，本次调查数据用于学会发表
以及博士论文，不会用于其他方面。谢谢您的配合。  
                 
  2017/  /                                 
